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内　容　梗　概

　承論文唸水単発電堤だ鯵する衝営宅圧高験だついて述ぺたものとある。発ｔ

鮪包含吾より垠菰すヽるため回転旛旧盆労器と保硯肝富電尽の設置力し捜奔されて

ｊでいる力≒　路電吏の基卓擢r撃絶級歌贋だついてJま聊鞭たされていない。また

発信機リ)虎撰黎亥はその大無べ｀怠回間絶縁の破戻に基ゲいているので　巷回局

絶縁夕厦包他把すこ)こと状要望され，組立てられた裕電碇固定子巷線の息回同

絶敞玖肺定£)絶縁強薦忿有しているか毎か乞運めるためには衝撃電に試験たふ

るのが最も合理杓と芳える。

　　以よ二つの目匈をもっと発電碇に対する衝零電比試験ソニついて，弗験ダーク

　を基礎瓦考究し瓦唐文とある。

　本諭文は緒司　結言，６章ぷり構成さ漱でいる。各章の論旨ぱ靫の盈クビあ

　ゐ。

　　珍答ｒあリては発電堤の基準衝撃循縁至宸の制定と巻回間絶縁乞羞拓し貧定

　の絶縁諒察をもた世るためだ最も合理的元子つ爽際的どあう衝撃電£弐験のだ

　要往Ｓ近ぺた。

　　弗ト章唐水車亮電貴必構立(釘撃骨圧試験に心要な能胆だ服るバ　巻幟方式

　あ｀Ｊｙ絶縁壮瑳たついこ趾几共試急電礎前定疹迎簾について概説した。

　　弗２章ぱ回転子ポ布へこれていない状短けこありナる固定子巷数の堡疲波動・イン

　ピ･－ダンス乞早二京大法包用いで測えレ，その緒珊た対して検討したもめごあ

　う。

　　多導線系回｀賂の理諭乏塵可し盛貰波妨バンピーダンスと検討した結果，目定

子巻線の尽桓小波靭インビーダンスは正眉分貨動ｊンピーダンス乙等レいがし

だか小こぐ　名栢巷線はそれぞれ単一回診として考蔡すること=がでトざる。巻数

薦勿相互インダクタンスは誦の存号乞もって茫疋し。同綴巻俯内の眼精ヽ惹の胴

疫ソンタグダンス泣正の符号乞もって･乍司し，巻恢蜀の居専俵数は主として溝

門のみごあるのご差電鏃とは着しく栢盆している。また且波波動・インピーダ｀ン

ス寝形八よ線諦め'配置によって異なり，竃行波の波願の護哀。変歪が大であるの

仁　反汁波の柏端到言時刻が不明確とある。箪看は反射烹召レ宋ある一方去を提

末した｡。

　　準３貢は回転子磁極J5ヽよ加給線ぶ)固定子淋疾の過激波動ノンピーダンスに与

　之う効果几ついて述ぺたもめIである。

　　回叙子磁極の存拡･二ぷク，固定子無輪の鴛崖Xンダクタンヌ片増し，鉄心の

　表皮効果,てぷる，　昇妁抵抗力7増し，顔定子巷説の超動ノンピーダンス４回転

　子ぷ尊入ごれていない庁より大き（　過渡波豹インピーダンス波形の寂頭ど月

　ぺ蓉帯び参間とともに増卸し｡でいる。制動巷嫁は固定子息蝦の波動才ンピーダ

　ンスと戎少とレめる劾尿と力Ｔずり。回藍子巻線は周定子着蘇,ｸ)政動,インピーダ

'ンスになんら効果包及ほこない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　探概(り



　珊定子着眼ｒ単位鐙流芒流入し尺とご回転子忽数の葡端子rﾆ誘導される慾正

は磁樋鋏ﾉごの衣旋妁珊のため抑萄ごれる。

　擲４霖は即定子悪線のｔＥか析，眼節力，担慾圧(巷回高分俎骨Ｅタを矣験的

こやめたもの･乙特た耳ﾌめ布形の波頭長と巻回局き笹萱圧との関徐曲弊を求め

た。理籍的には線輪と弗１程梯チ型回洛としz　巷線包その縦怠回路として巻線

j)叶地雪圧，改翰亦祖を圧の式包暦尊し，縮節闇ぶ)相互ノ|ンダクタンスむこ無視

される辱合ヽば邸測察鳶ご一｡致することを霊べ尺。

　弗５章は考蚕ｔ圧試験に関して盛ぺ瓦もので，脅に賦｀験ｔＥおよび試験汝形

瓦ついて諭及した。

　試験電圧ぷ回転夜厄遠言硲の制限電圧包ペースとし，首電電流にぷiD電圧降

下で　胞縁の希拓による絶縁耐ガの低下あヽよｙ裕皮として例限ｔ正の旧％き見込

んで決定し瓦。試験喪形は十(３×4-0)/^とし，波頭長の据厦応Ｂ～ヨ｡５μＳに

ごった。

　茅６茸応衝畢悒凪試衆にあヽ巾こ)据回筒の絶課破真の検出去バ:ついて止ぺた?j

のごあゐ。

　淮回閤の椅むJこは袷回間絶敲破康にぶる基線のｔ亘与板炭化，波‘勣ノ|ンピー

ダンスの式少からくる接地電流が)塙掴あヽよび漏菱ノンダクタンヌの及化き利河

すること！妥無し，検出去として，電正法，電流去あヽよび愛猫暦年法}こついて

址べ，冥際に瀧匿した伺ども姉せて述ぺたものである。

　結言戌み貫ご諭述した要旨と集約して脆ぺたも,ｸ)｀とある。
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石冊

　ぞ電捉はｔ力迦生た欠べべからざ否)ものゼ，こμﾉこ阿すヽう理諭的研究心中と

八おいて乙んしｇ応仁打ぷびてツ,β｡ならz.ｘべ戸え等几よってそ:の根鬼尽荊抄れ，そ

の痰ますＪすヽ遣聘レ　抱か兼仁枝術の発達も伴って今回の喬彦な恚電,既吠咎作

こ八るﾉで至っている。光骨政ぷ)絶除に関す今研戸宛店占くよク行／)μている力≒

そj)肝究の箭麓畦はそか査歩だ顕着尽ものがあらわれていないことか白も建部

ゼｊる。そのよって贋た否顔店大のぢく考える。

　さ曼政の燈縁誼乾式ごある上ドこ惚飲ぐ才力こ鶯の大言々により限定これるので，

安紀器の如く淘々旦の絶縁とJよ惚鼠代打に非Ｏで根水的yこ具なる。こぷ)照は一

つ心肺命的のものご≒もある。与だ線贈吻砲燧庖行泣犬仰今が康人の手yこゐヽいて

なこれる手二禽の域にあること，庶河槌脊が均－な背気的持畦き有レないため

均ヽ－に絶鼠区施行出京ないこと状章げ｀ら九う，

　泰二Ｘ世界大栄揚力力で百ごは発を枕の沈裸布故わへ戴物申の奇酷な運転と保

子の承服と力で栃御って多＜なト秀骨槌ぶ)絶縁劣北き早期に於出する方去ざ各

ヤ昆おいて分呪さ八る片至って，発電材の絶縁だ関申こ)苛間題ペー膏た分究，

訂齢これるよう匹ごった，今回ごぼナマーイカフすメルヘ合院尉脂茨の衡推剤等

卸しい惣散坪井力で出現ずうとともに絶縁,況垣の枝衛右七大分友菩これてきてい

ゐ｡，

　発首捉は電力府鴛の豊要瑶こ)要泉であることは前述した還ドごあう痢送晋

髪だは大抵の奥合変圧彦ど遣して珊艶ご八ていうことと，直崔更電琉電足で配

電していう新合に心づても定圧が底いためニ骨あづび異徐電反応卸すヽる保護ぶ

鶯圧彦はご更要見こ漑ていなかった。しかるに近年懲電麹包粛夥より居厦ずる

ため，回転殉府筧骨呑，居薗蓄ｔ彦ざ)服置力で苛題とな呪　覆託協同肝を会主催

の懲豊曼君居防よ車可蚕

回畷提保筏苗晋尽設置要

いる。

によヽいてそれぞル官能これ，回転費用避昏呑堤／

作沢こy≒各肘の今更ヤ瓦お出で択用されてきて

　葦匠葱の衝=置翁草絶縁慨薗唐ＪＦＣ□〇優匝尽右茜電圧謝験畳革堤洛Ｋあヽいて

雨心力卜こされている力ぐか骨枇にあヽいてはぶだ孵奥基岸絶敲皿腰は爾か･こ､され

ていな卜、し尺べって回転粍用畳彫彦島トよび回玄碇保筒瀋電きポ設置これでも

禿危㈹の惚塚ぴこれう保篠罰雨水例えば貯地絶縁の衝器絶願弘宸力ご回転梗ヽＥ

避骨厭お制限管玉以下であるぷうな易今にJmレごノぐこれう羅欝装箆き仮置レ

た君斉店矢われろ力とある。ぷた巷回間だ縁は従来里転ヤれかかる巻回苛隨:圧

をベースた低砥力こ言之られていたようである力八　巻回聞絶縁の想縁漱摩乏も

班君とすヽろぬ要ぶ浙る。旧示=72ら軍４日より９月よビＧｙ阿のえ電桃事絞と旧ヨ

木発逡電水力銀ご腰巻した紺果包示したのが弗１長である。こぬ表から巷回箇

き際よりの遮頂=多故戻大本営項事式の弊数芭凸めていう。こうた発電攻参綻だ

関すヽう撃沈荒行は前野氏が旧曰免丿こあ｀ゆる昭和17年ぶり石和証年まで８年簡の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（　１　）



澪　　１ 表 嘲　故　統　訃

亥　　章　蜀　竹 頑　裾　朕　冗 荒　擢　趾　蓋

蒋恂 焉の外 浸氷 ぶ司 呑訃
岩双肩
恩給 対地四 2S　羽 池ヽ朴 rjk Sー以右 ら包玖こ 唇脊

布衣 コ９ 以 ／ ３ ３ク ／７ /ぶ μ ３７ ノぶ ／ざ ２ ３７

百匹 ク&､5％ /0.8% コ.9硲 9./％ ／りど)％ 4ie..9ぶ ^33% /O.8%> /夕∂外 37.$% Jβ.ヽ5μ ２ﾉ.ワ外 /夕汐％

　　　　湾内たてつハノ破褒

（註）　茸外だあ巾てコハノ貨臓

　　　　浸冰､Ｋより吃縁低了したもの

　　　　報寺なくぶ明のもの

巷回蘭燈絡ヽと報告してさたも,ｸﾞ）

布地と蜀告しヽてさ紀もの

報寺なく不尽のもの

今爾劾めて逢須ざるもの

参回を合めて５回ぶ内峡?損したもの

今宿包合めて６回以よこ總禰し鳶もの

　　　　　　　　　　③事紋～厠をした応果と発表している。ごのだ果こおいても巻回可のこ玲よつの

事僕は凭屡事賞の半亦ｌ占めている。ご,･）ぶろJこ巷回蜀絶慧が弱いこと嵐　打

角湾愛校の忽回高司縁の保謳として居痍脊畳器死爾置しても，侵λ波乙ぷる箭

回菊絶縁収贋｀ふり，む芦劣化と拡する事樅芭感ご起す力几ま友外部参政の波べ

によって巷回菊見縁ぷ破廣するこご力こ生ずり。ｊ死歿入波ﾉてよう悪回間の最入

分担宅圧包旦転卵の巻回筒電圧以下と節制すヽろようだすうためには謨置/する服

濯宦電器の容竃乞べこくすヽろと力≒　筒屋ずる鳶半すツ

ぶ）長さき極方寫めうこと荼綬正なることぶ塵求これる｡佐戻‰心乖故統ｌトよリ

保腐酉電息設置前ご設置長たれいて事戎の藻ナカT保鼓書電愚の擬置ごあうと想

論ヽレ原ないと述ぺていうむ聡　ご几店寂置め条冷灰充嶮，満たごれていないごとに

もぶる力こ，貫着力でよ記だこ頂諭し斤点は発電枕恕回筒絶霖として充今考慮ずぺご

よ要力7ある。

　以上述べた旬く，冴入波バ姉する征護装塁，ｒなおり回釈片用霊雲虎概およ

び回転賞皐茜珊蓄忿鑓の食用が司直瓦なっ死今江　これう保護教置と必絶農協

調包居つよう発電樹の貧地だ慧ゐヽよび巷回膏尼霖の衝雲底灘だ縁芳次ど定れ

侵入波あヽよグ外都賀応力波及より之る発電槌兇凛罫改を皆晋にすヽうごとが婁求

ごれてくる。

　箪曹ﾉよ石和23年より発愛威数斡の全巻察力ぐ裳施ごバこ）発信就き政試賞として

発倉片の撒要雪旺貳祭き回日発の水が課，豚妬淀腰は衆京雪女　東北雲気　両

西雲力んよび淘廊受力の卯協力首祭で行い，発電荷か衝農波弁瞳，衝二喜絶縁叔

虞力｀よび巻回高絶縁貧農の湊出に関する膏料Ｓ集めて衆だ。発電薦の游農宏Ｅ

試箭標準加拾を制定するため電わ申央研児で貯宜崔£回転梗衝莱電瓦試験麗皐侃

廊ヽ調査誉員会むご石和26策９阿発足し，序章規格の審珊を行い，石和四年４百八

成案を得て，鹿今骨疑学会ヽ廻格蚕員合Ｋ JEC として採用方きあ｀贋いレていり。

星看な当昼員会の幹岑として滉玲禦の磨漿yこ参百レてさ苑･ｸﾞ）で，発苛就の衛巣

電圧試贅几闘する聘閤題を検診する枕会だ患,ぶれた。

　本物文心　宣教ｶﾞﾐ実施した悍もの発電親衝喜ヽ雲瓦試験のダークあヽよが上記晏

員会yこ提がした蚕員脊翼料を基yこし弓　発電挑むｔ簒電圧試験に関して肝究し

た紺果ざ厦ぬたも･のIとある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2i）
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　氷汗死,ﾀﾞ)遂庁に雪って部潮尊と御領價とIぎ錫ｒ)つた骨む技術脊寮斤富山匙力

麿まこ載意芭表すうとともぐエ記姿員会において郡栢尊き男わ９だ班京大学歌授

諏高居平，電敗試験か梗尽都艮工営界士法貴四郎，阿治大学衆頴大槻喬ぐ元末

京ﾕﾆ芦大洋袁飛八　奏だ｡大学軟授秋元慨　ｔのﾀﾄ蚕員＆在だ片レ御礼苔申しこ

がる次第がある。

　な£｀木柵文と超抑るにきっていろいろ御擲導を掲力貼。寿yこ察二震大嶽だよ

る発電柁巷線のメンダシｙ加ツンピーダンスの研死に関レ葬指導包頁いた京都

大字数贋赤貧男瓦だ深甚なる素怠亙ゑすり。

　木箭究に心要なぞ念梗のｔ喜電玉試映応デし夕唐石日愁の氷が課。再編説後

においては釈京電が水力発電課，京北電力発変電課，葛西電力水方策，四肩電

む廻氏電課の匍許意と矣測Ｅ行った発電行の町長わめ斤員各夜の葬協力Ｋよる

もの斌入,ざい。きた爽測れきっては当肝究す貧低廉の諮磯助に揆つ斤球大であ

る。木晦丈の報寺だ際レ贅恵包表する火集とある。
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第1章　同期発電機の構造と供試発電機
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第１章　同期発電鍍の構造と供試発凛凛

　尤)が固Ｋあヽゆるｔ力発生可の発官樹彦尽とんど三極星５廳線の支流同珊発ｔ

貧とある．し死ぶって発電就の影農愉灰試験ど考究するときっい刹三梱々琉

同期発ｔ戻の旅造，巻線方式あヽよび絶縁栓旅だつぃて予肴拓哉８必要とすヽこ)の

ぐ　瑞章心志｀いでこれら瓦っいてぞの概要包説可する．なあ｀哀有状水研兇た伏

胆した発電琉り)定格塵線方式島ヽよび絶縁壮療几っいても述べてあヽいた．

§仁１　構との概要

　同期発ｔ梗は直流により励磁された界磁屈と発電子巻線旨有寸こ）成看巌ﾉこと

か今鳶成これてい５．ぞのうちいずれを耳定子とす５カツこよっで回転界磁旦，

阿定子界廬亜に脊振されるが，現佐屋凱さ九てい恐司期迦苛就慮前者の型とあ

る。した力卜で木斯文ご店苛薦子巷巌芭固良子灘線，累磁巻線ど回基子老線と

呼,ズことにする。

　発電綻の定俗電垣ぱ統一され，晋近製作これた急雷祷の定吝電圧は3, 300 V,

３,ふ５ｏハ　ら,600 Vかよび隅000 x/ごほっていう。石和29年た児戌レた河西電

力丸山洛を貯▽５,０００紅4恥ｔ梗必定格ｔ圧ぱ13,200 Vぷた現佐ｔ源閥発尺よ

り尾設申の胎ス耶発電貯9弓ＯＯＯ系収発ヽ雷焚も将汐ＯＯＶ乙　大客量心発電皮の出

現により定格電£には高い電圧貳秀司されていう欧木,ため｀いて心訊ＳＯＯち　凧，

ら〇〇ｖ．22j000Vの発電柁ぶある。

　固定子息廠唸獣飼以この線飾包凄艶レたものであって，１何の廓綸漆習定子

の鉄心の溝中肥配皿）ら麗だ２徊の導線群トこれを線希幕線と取々），と２居の線

輪潭線と核心の外都で惣ぶ導無群（これを線飾筒と赤やクと力ヽら教説されてい

る。

　１．仁う　　固定子溝の貴之について

　　発電枕の扁定子溝れぱ賜衣禽，半開鳶あヽよぎ形鎖溝の５覆煩がある。一哉

に低用，されてい否のは開衣跨で，亀甲型猷翰芒鳶たに趨入または取り外しか狸

易ご馮るのど線諭の絶縁処握力で充巻戸とうこと力ござきる。參河滞には左として単

屑鎖形巷の発電観た原百さ尤ている。この鳶はふな量猛電瓦（6.６ルy以下1）の

発電鴬または巻回数政少い暇齢を諮する発電波だ熹爾さ叛　題放葦に比レて欠

穎状ケいがご仰飾の絶縁球光亦施行出来ない欠八どある。鎖形巻が撒爾されな＜

なうにっれ，羊悪病ッ）発前奏も欠弗に姿を消レ９９あうのぎ見状とある。懇鎖

黄は刀玖囲ご)４禄司ごれてい

ない。目芒溝包図示ずると築

ト｡1図とある。回ハ　G紅白

な爾荻爾二悩)バ句は単閑禽

とある。

　溝口の形尺ぷって映婚の漏
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j1

洩｡インダクタンスが異なってくる。すなダ)５溝□の磁疑恚亮が異なって＜５．

　し仁２　　固定子丿収心の氏こ

　　線輪導線の中，鋏心の鳶のマに貯めそれでい５都分の長さとその発電旋の

固定子の吠心の晃魯筏こと等レいとすうと，大体尺志｀いて次式で教わすことがJ

ごさる。

ゐ＝こ名十忿丿辰　（ａ） …………………………（トに１）

　　ただし　　ｊ，こ　恢iG酌見毎長さ　C ｂｍ.)

　　　　　　　ぶ　：　娘心の正味良亡　(りｔj)

　　　　　　　九ｙ？　通脛聘の数

　　　　　　　んzz :　屋風聘の巾　　　　ぐ心)

鋏八二の長では毛危微ソ)電圧，容量，周視数，諏叢等だ頁尿する外，電歌比装爽

磁死に親指の吐定にも関根するものであこ)。

　遵辰砂の電球桃枝の大小にかかわらず｀大本一定と一領だ10，。ﾉこしている。

水車亮窓砂でぽ三叉方式として尺４友乙ぱ侈タ必こなズ:ふ7-i Sr･S'Mしている蚤呑で尽両

詣邱は剛合几丘凪簾カンゾし≒唇も多いのは両側力ヽり鉄心ぶ)艮さの綸位の詣と

あるZノヘ　寂≒　賎指二げら且風脈唐中央部ど多＜，両側で洽松谷ナくすこ)のざ

豆拘ビあう。

　七蓼政の伝語返戻芯固定子鉄心部たあヽいて紅遅ぐ　した仄って巻寂の伝播置

度ぬ線輪の目定乎鉄心几坊っていう都分と彷らごる部亦の佃合几よっご戻まる。

　仁仁３　　界,磁,植午と阿丿令子線輪ヽ

　　水栗発信掟の回転子磁篠ぽ凸極型ごある。球糧鉄心はほとんど席爛i鋤ひ)戎

扱き使岡レ，こ礼を頑｀み重ねて既苛政心し，圧鰭斑形したﾆものとある，大床の

精並芒反したの坑芥仁２図であこ)。

　　　　　　　　　　　　　回転子銀輪にはまことして鮑し飼板客平打懇にし捲

罷ねたものごあこ)。巻回扁の絶縁は無鉄アスペヌト

侃，マ｡イガあういは豪気ドビラッタご釘帯にはりつ

陰たものごあった力瓦最ま心マイか戟とコンバット

とが河いられていう。線輪の対裁の燃賦になファイ

バーあるい店マｊぢ侃力了夜藻されていり。

　票1,2耳磁緩玲の庸淀

　仁仁率　　制　匍　琳　線

　　同累ぞ電旋の制動巷線誼磁雁筒の表面立くに取りつりヽφれた飼ま瓦誼算鈴

棒ぐその両鎗忿短鈴瑕ど接向し，君力系統の動著瓦対レで芯女衆貫を増寸よ

う匍釘巻線の抵庶きツ,＜レ，短概　－腕奥地摯故聘四ま電次を㈲側するため抵

脆が高くなるぶうた設訃されてい乱、誘導君紫女の會形差腕Ｋ以ている。。だ絡肩

必要良貨片の極叛包ひくし，かつ堤械鰐瀧寞を増すため斤ｒ庄意して工乍され

　　　　　　　　　　　　　　　　（６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
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めの厚みの80％に凰下

レてあソ)，電屁的畦貧

の変化はめ燃即題とと

もに徐マごある力こ進行

していること写報玉

九でいこ)。

　発更槻靉丿愉の絶縁と

してぱマイカ自萍故耐

蔑　耐敬生ビ，燈芦耐

勿球漏めて砺い力列マ

ｊ力今を荷前する材葬

と線翰の現形に喪雨寸

る痩楷配参浸剤浪発尽材の運砥温覆七誘化レれにとが砿價条牛ぐ　泰授そ

の万回の汗姥力付竺これう。この点回折レて趨夏肴ぽ茫既漸君部門蚕員会技術

計荼会にあいても言れてあ丿た。

仁乙弓
服訃の浙曼インダクタンスと奸地ゐヽよび巻耳高節ｔ収量

　　服万輪のｊンダクタンス，片地券更容量あヽよ衣巻回雁静覧裳最yこついて大体

の耳安きつ少うため突測ぢごった。

　０）無輪の蒲茫インダクタンス

（卜）
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　発雲旋旅僧り）ｊンダクタンス

カこどの垣庚のもめどあるこ･とか

知うめ要があるめど，兪/ｃの溝

几入っていない状態の奈輪1収

のづンダフタンス七測定した，

測定に心廣河製BV- 2- 103ぶ

万岸フ丿ッヂに横河製送･訳増巾

器（ＤツーC7?- 201 )乏養施レ

で百昌芝。測定周波数はDcと

ある。啓１，乖及の貯果を芦示レ

ためが寧卜９図ごあ乱さ電柘

の窟登，定孫ヽ雪圧，回車i貧等が

具なるが大体巷回数゛の筒宸八尾

例していこ）。襟にう｡３かぬ庶悼

泣貧が多く大体７肌の騨諭では

巻回教と湯窓インダクタンスヒ

の契原と表示すること力てご,三ゑ

(ＳクoAvA)

∂ ２
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（２）吹輪の奸地お４び｀考回窟静ｔ収籤

膠翰が貧だ男められている断面

房を示し冠のが茅１衣)図どある。

面図は二雁巷の湯合ご，侈,)図収単

脅遡の湯合とある。二層巻尺あヽい

ては，一方の幄輪ヽ尊線力で上口ｊﾙﾉ

となっていれﾉJへ他方の数丿腎苓体

は下｀コイルとなっていう。ま几弗

に2.1 m-c述ぺた文ｺく畝織満州打二

あツで伺○・C転血して巷ぶれてい

うのてごしー方どド⊃ｊ八ノとなり溝

惣納よっていｙ鼎呑の溝の亙卸に

丘い答回聚は，その尼方の尊練唐

面の口のＪtいとこうに位置してい

(応丿

二晋巻

４
。Ｓ

）
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擦仁10図
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ｉ
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ス
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ム

満車層巻

乱単舗巷ごは傾諭自亦ど転位状なこれてい住い。

　巻回膜の対地薄電無量は各巷回線の似頁に為る下｀ヱｲﾉﾚで溝の底部だ位壹レ

でいる巻凹版は蕭の露部との聞に対地静鴛菰量芝有していり。したがって数物

申の漸回睨の片地静匙容量冶穀輪の内部紅位置していう巻回敷と両側Ｋ血置し

ている巻回診とで庄具なってくる。ふ３▽５４柄，佗兪/発電鍵の轍輪1水をアかミ

塵ど巷ご，羞阿線£対地静電窓量を測定したとこ乱　線物の治丿汁こ也置してい

こ）巻回線は2ワ烏丿り（シエ･）ングヴリヽソデだより測定八　両側に位置している

巷回轍成句○μう/ｘであった。なあヽ雅回轍狸の静電容量は乙60印とある。

　雁四にあヽナる線輪り本の

対地静電容量七１胆亦｡巻数

の対地静電窓曼左測定し，

巻猷の寂兼数で除して説め

たの力了察仁５漑虻湊るっこ

の我が今大体の数也を兇具

すること力べ＼きる。

客４ Ｅ表　有内の衆輪外地静電宸量

善　芳 ゛禁戸= 定格億万三　〇
回転数
(r.p.m),

酬馴本の獅儒官景
　　　　!.P.Fi

３　／ 涙クZ） 3.<Z5 - ⊇コ？

ヨ　２ :2,Q0D ？.ざぷ 久S汐 ２∂コクぐ�必忿）

乙　／ ヨ.？ざク ぶ,ぶ 乙夕汐 ノフ２ク

ぶ　？ ４,～クク ろ.ぶ ざぶり ／か5ど7

乙　３ Ｒ汐夕汐 どぶ ぶヌ､5｀ ？∂ぷ

ｌ

//　/ ／喘なダ必 ／／ ﾐ佇)汐 ノ乙９ひ

//　2 /X夕夕汐 ノノ /゛ダクタ ノ２８∂

いろ　　固定子巻線

　仁弓１　　固定子巻線の座類

　　百定子息疾として今曰最も多く低回これているの墟こ賛　分拡　重ね漸ビ

あこ）。固定子首級の概類曹分類すると

　　1、単唇養と二層聴……………１個の膏に線軸い掴ざ絢められた湯合ど嵐苓軋

　　　　　　　　　　　　　　（仁Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、



　　　　　　　　　　　　２禰里ねて胸められた馬合ぶこ層｡巻どある。

　　2.全節巷と短節者……………縮肴高隔が極間隔た等しいものと金ヽ節濾と泰レ，蔵

　　　　　　　　　　　　間隔ぷり小さい焉合ど短彫巻と称す。主に足節巻戻

　　　　　　　　　　　　肺肝されていこ)。

　　３．　集･甲巻と分布巷…………｜極り相応溝貳力で４個の巷轍を,集申巷。２個以この

・　　　　　　　　　　　　　もの包脊柳｡惹と旅で。一環瓦に分担巷仄秀層,これて

　　　　　　　　　　　　いる。

　　４．蘆廠巻，鎖考と知遇…………主として重ね巻が奪可これていう。鎖巻は小型で占

　　　　　　　　　　　　しト発電荷た見痩かこ)，大挙に重ね差に改宣ごれてき

　　　　　　　　　　　　ていう。

　　５.藍軟膏巻とづ堵情者…………与聡毎旭の溝叛心事しレ･恥の乞藍叛漸進といﾚ≒奪

　　　　　　　　　　　　舎が２種類ある易与召ふ軟膏巻とい元

となる。

　鎖巻な皐

1

栃のみどあって，一仮には会節無，整衆寡籾どあ乱こ稽態たぽ

重ね軋巻布髄むこ主として禄尼こ痢　岳節巻　短節暫いずれでもよも　Ｊた整

歌轟趙。分校溝無しトずれも邁囲すること力Jどさる。波巻４持殊な易与であって，

支流発電槻ソ)巷線た/よなとんど雁いりれていなしに

　巻帳法のー剔色展開図yこより図示すうと，茅仁川図故二重巻，豊ね者，全節

巻，I整舎青春の外荻志，弗U2ロばこ看重ね隻　巻数巷の巷祭祀　弗仙３図眩

単宛遡，鎖巷の参政法とある。

　二雁　整報鯨は毎楓毎極め参数力J整数で　茅ト川図た示す如ぐ同－葵対だ

同沼の収縮が:XTになって約っている。こ層，分泉溝巷路毎極毎廓の溝叛が整

威ごならないむので，蔡Ｌ卜図に示す如（　珊一旬の唇猛毎の禽貳がすべて同

,一也扨も　一部の極八占ヽゆる溝泉が異なる湯合ざあう。こぬ易合になある青た

あ丿トでほ眉の冥なる蘇物がヱ,Ｆrこ術ようことになう。架層者は夥仁巧昌に示す

句も　一つの溝にヽつの疹鈴尊乖力で耐あふれるので，政論の参和にあヽいてはぞ

れぞれの燎丿除が静電的だな首蔽之れた状態とある。二肴　整教ぎの湯合唐寂諭

鋤部あヽよぴ度り線は剔として，数翁草探ほ着付几島ヽいて他擲獣輪よりの僣ｔ貯

公物裡はない力乙同椙疾翰肥にあヽかる后合球｀ある。二層，ふ叛膏巻にあヽいては

地相なろびこ同相線輪との抱合ぶあ乱　巷癩は疾輪端和島ヽよ衣衰り線に志ヽいて

は単層懇，二層巷の別な＜抱梱あヽぶぴ同担等木戻肺る登耶と肥縁物とにぷ少絶

嫁これているのみであるかうぞれぞれ力那には妙電。電磁他物合力ごあるものと

秀尤られる。

　仁乱２　　極,唐接=鮑去

　　三相殺沈発電梗｀では痩つか/)極が並列に養がこれる易合加あり，こめ最大並

列回路ヽ数応二重巷ごな獄数と可びである力し単頑巻では極軟の羊分となる。こ

ぬ並列奈続法に心隣掻直列接続法と隔極直列秦脱法の二選りがある。察仁匪図

が黛極直列秦屹去ざ服次隣りの愚を直列に襖轍するものであう。脊利巧図が隔

　　　　　　　　　　　　　　　　く４牛う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
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､§｜｡本　柵試発電漱｀

　柵貧発電蔵｀なぞの客量が£○ん以力ヽ砂含尽○○０４同まざのもめ七し定格電圧は

3, 300 V　６,ＧＯＯし　川,０００ソどある。台数ぱワもである。

　これらクぞり）峻試梗の｡真庭必概要と夢礼ら表に示した。

　柵試発電枝は町転子が凸緩型で原勧枕は永車とある。その勾2.８００４以，

２０,０００危以，州,０００MA 芯匍動巻数乞智している。きた牛00
hm, 4-0 Aﾚ/μの二

台ば具頻制節巷衆il肘とノて爽験を行った。

　巻弊方式から祷試発電槻と魯類すうぐ　単層鎖形息の発言機り左袖珍川発電昨

Ｂ５００右　ッ20大同ｙ　貯山発電ヤ6･ら00町　ﾘβ○○循以ｙ　白なぞ忿柿３４５０y，

４００羞明である。他の懇ｔ荷は二置　重力巻庵電榴で，昼卵発言所３ 500 ｖ，

４,５００４以は乏ぴ幄警包剪している急電商とし　今｀目ごはかぷうた盤公数丿爵を肩

ヤ５発曽厦の設計唐行われていないものと希える。

　柵試禿恋捉線翰の絶縁壮旅と巻数の珊閥図と海悉電材毎だ述べることyこする

カヘただここで一言断フてあヽごたいのﾉま，鋏試｀尭荒槐｀の申にぼ製作年代仄貧く

防縁七徴の不爾のもある,二とどあ芯。

　仁添ノ|　　　4-, 375 Mへ　12か発電截｀

　　当畝数僣の断副図を示しため状察礼悟図く筒死体断瓦聊図ﾉ攻感回珊の

絶像を阿示する玩めに拡大したものである。絶縁士旅ぞ宜べうとて記の亘りで

ある。

　巻回局絶縁冶診輪の直酸都命においては０.０ワＧミマ｡ｲえﾌ侃珍重巻２図，数婚

端者Ｄてあヽいてぱ0. i 3 >nmザズ戸－プ錘重巷１回とある。

　対地絶縁の絶縁七珍広最芯線諭包ッこぺ処理し，拓蒸圧縮昿形（　轍輪の直

縦都洽０.惚勿ぞマイカ眠。‰重怠６回，そのよた○認ミ惚蕪根厖重巻４一回，衆輪

端部は○,旧４ｄ色鼠椎を紅察部との急池7な変化～つ巾ないＪうこしてワニス処返

羊　　し４６　頂

　　　（｜ワ）

（后I）
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薦電枕岩忌
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　kＶ）

可政教
　coo; 放散

回釈放

CR.P.｡吽） 巷絞首ズ
一耳きり
の回路収

魅回数

　く回）

ー眉今の
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婉　諦
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誠心の
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紅辱回宍庖しな力:らき亀　最毎に羨輸会体七 0.13 Tnm-ガスデー一プ知覧ね息１回包

行い，ぞのよワニス見理と５回施している。

　口出し酔の悒縁威０.旧ミマバ之ﾌ歎鈴重ね巻３回，そのこと○.lh切絶忿布込重

勾勉ら回，岳回･フ＝=ス尨尼区施レている｡

　渡り酸の絶縁痙口出レ庶の絶蔵と可び仕糖已　ぞのエさ巧にＯｊＢ・。2縮テープ

嘔重ね巷７回。ワニス叉屋召施している。

　惣線の雁屏町ぼ弗｜，ワ図ﾊﾞﾆ示す,莞りIごあ恐。

　当該発電梗は二重星形彫繊てﾐ　り庖分巻線は二つの並列巻線･か心な‰　右，

左（外れてぞ九ぞれ４周して巷ずれている。各仏政巻数随隔極希轍法む汲可レ

侭掻毎担の壽奴心４も雛　七の外岐巻線の線倫tk&m T-の膏にこコイル。

下コイノレとなっＣ前ってあり両一休岐悪疾の修翰が砂一決に釣っていない。

　　し4ヽ｡２　　亀800祐図，６石諺y潜首磁｀

　　当該億曼槻繊輪の絶諏吐旅は下記に述べる握りで，ぞの断厨図乞岑1バ8灰

に箭した。
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票1バＳ夏T

ト　希弊…………3.2 X 5, 28X8　の平角飼線

　　　き弗に侶図の幻くｒ列している。

乙　素線絶縁…………○｡い肖マイカ万一－プ地震

　　　ね｡巷り

３．巷回原了物…………０.煙碗廊ダー－フヅ変数

　　　巷∩可

４．趙回筒惣縁…………○／

　　　雪ね巻１回

ｙ　巷回聞貯㈲絶縁…………０.さらえ97マイガナイ

　　　ト短冊ど巻回班に布入レでいる。

巳　穀翰下締…………O.i2-≫r^tmテープｊ重ね巷

　　　１回

マ。対‘地怨絃…………O.＼5,nT?i'マノf力芳一プ糾重心巻６回，その工yZ 0.2.m-7.>v^テープ

　　　ト腔石巷丿回色施行し（いる，

　　　　溝部の絶縁としてはさ心た０.25ヵあのフｊ易;ジス哉仁衣と喪証し３．Ｄ９

　　　の淫ｘ らに5ミ丿）黒戸スペスiヽ板丿択邑靉旛ヽ周力絶縁に麿耳レている。

乱　服輪端部の把縁はよ記（6）まご戚黄部の絶縁と昭一とあるが，対地絶縁応

　　　○｡２５ミ燕リノデープ優重ね巻三回。その上K. 0.2 mm m芳一ア鏝｡重瓜巻１

　　　回号他行しごい乱

　さらに塔前の辰造は察し19図て示す泣卜てこ　固定子と回歎子磁愚との冊の空

諒長ば何々,九とある。磁極め寸法店茅|こ〇瓦けこ示す蓋りである，－磁菰の巻線

の巷回数店リら回であう｡のぐ，杢，巻町奴芯七９ＳＯ回（拶ら珊ＸＩＯ極）とある。
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弟に?0図　磁叔の構造

　当該発砦薦巷線か式な二層，貧ね若，短瞰き，分農糞巻であ（　かつこ重Ｙ

結線で層斎庭とある。各居巷線の各極の線翰敗色わかり易＜示したので弗上24

図ごある。なあヽ巻眼の展両図は禅ぢ合莉とていなしに

仁一ふ.弓

Ｗ概

i/拒

Ｓ ４ ４ ４ Ｓ

　　　　|一ｍ痩匹筋万醐四六　｜
い４　　ｓ　　ｓ　　φ　　４　　　十

　　　　付県仰匹所所匹訃一一

　率上割耳　各枢巷燎の各疲ｒあヽJナる酸瀬縁)配望図

２ミ○○○善V/柏　トし尼1/発愛蔵ｸ

　　合該:烏電鑓の齢諭抱縁止弑なぶ旧ごある。固定子巻数の吻数珊～弟｀ｔ22契

た示す。当該発電賞色摺團して懲雪裁ヽの巻回厠短絡府径裳継電尽の祀験乞突施

した。そのとき可抑短め本っの分岐巻数のぷ平衡をなくすため茅1.22屈め戈口＜

一匍凄恂変置芭庁っ記･ｸ。)で衝合君王賞験なそのままの大息ご典施した。

　巻線の配畳は弗に?2図より知う｡廬≒　同桐団岑つめ分岐巻線ヵこ爾定子と柔亦

鵬してそれざ尤配畳され，１み岐線の線輪叢は12点ごある。棄既失唐隣放要続

法，辱屈毎本の溝数店４ごそのうち２つの肴だ心同指巷線の線翰がごコｊ址勺

下コメルとなって孵っでいる。

　当該発苛鎚の定路ぽ次力還りであう。
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線飾総欽

４重星形応巌

１４４木

当該悉電我の惣縁杜渫ｒついてはぶ爾とあご)。定各社麿だついては弟に６

及た掲ダていう砿

球
量
亙
単
比
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容
電
力
足

次の置りごある。

　農軸回転界磁閉鎖置風璽

　斗声○○右/名　　　　　　極　　叢

　高５００Ｖ　　　　　　　周波貧

　ＳＯ％　　　　　　　　　　　Ｅｊｌ云寡J

　0.V95　　　　　　　妨線政

１０叙

ら〇％

ワ20 r.戸.４

二重星璽

　即定子巷線,ｸ)剋線珊邑築上23図rこ示す。当該発電旋は恢橋総数１３２木中悒

ｶﾌ査び｀蘇希となって爆散之れている。二重星形路線を課司して同澗の恕一つの

逆旅ぽ半周して悪びれ，把の巻窟な官有の中佐埋になっている翁の次の凝心り

佑吝って半周レている，妾脱衣は蝉極肴脱法を教冊レてあ丿分数溝巻ざある。

二つの亦岐巻燎の闇の憾脊は一つの巻数の最初の寂翰と抱の巻線の最喪ぶ)政翰

の舟橋導恢が同－扉に胸っていて，この蔚貯ゼの吻合収｀あるのみで抱の線蕎だ

あヽいて冶電疆結合があるな｀裂しＵ

　仁本｡5　　6,ら００剛　４βワ５４以発雲霞
１

廼前前の止旅

発電賞の崔冊はて記の遺りどあこ)。

亘
脈

電
　
卿

　　　　巻回教

２．巻線方式

ら,石OCハ/

二重言形

▽

氷　嚢

総飾噺

4-.3V5-4W

１０Ｓ凧

力

碓

率

数

SＯ％

柁

　甘該ぞ電獄賎二瓦　重ね巻，短節軋　整飲藻巷で隣叔黄此去き挫尼してぃる．

娯輪の配置i.3:'W>1.24-図の耳定子巷線の晨爾珊より，一紀分乱若線心二つの並列

巷鳶む≒な几毎風芸相の膏叛遠３でし同網の奔希が可一箭右によコノ礼

アコノノレと珍っておっている．

ふ寂論の絶縁方封

　当該発電校線命の吃縁方式は詐前にかヵヽらぬぎ，大本体卜25図に示す重りと

ある．

　仁４.６　　７２０４μ，３.ｓ右/発電霞

　　当該発電材め絶縁座旅店ぶ躬とある。赳帳の鴉罵図唐察j，2巳凹ごある。溝

動藍雌竹8ご単婆鯛形影12狐の発電皮であるので毎厩唇相め溝歌ﾉぶ３て講る。

　き該老信認の溝海牛疆溝である力七その寸法は不爾とある。発ｔ薦の定格は

Ｔ記の亘りどあ乱
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法を床層していう。各徊参席の配置状尽唐弗仁２７図の展窮図より知ることざど
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さる。こぶ)展居図よりき該発鴬截ヽ答類の配屋ぶ)主なる点は脚の通りである。

　巾　各檻は三分岐ぎ探包趙し，固定子Ｅ５亦レで館置ごれていこ)。

　②　Ｕ,巻腺の出力聡子より３格目ぶ)線輦とじ２巻数の布吐点側より｜番耳の線

肴とが司一蕭内れ宍っていこ)。ｿ,巻収とぬ巻馥，WI巻煎と胎き咲にま)ヽいても隨

碁とある。

，(３)Ｕz巷腺の出力素子ぶりう番目の腕二輪と山巷線の出力端子より２驀目の鋏

桧とど同－叢yこ椚っている. V m,ぶ廊にあ,いてＵ司嶽ごある。

　(句　娠　山巷線の中世銀側より１孝目の線秘が同－満けこ胸っているc V M,

Ｗ栢バ:ま)ヽいて恥同撒とある。

　３．絶縁迂様　　　　　　　ぶ｀

　線輸の溝勿にあ,浄る釘面翌を柘七后図,てボすヽ。膏部の兌縁と裁は塾乍28爾だ

４φ

　１錫箔厚さク
｡/。。

　●’り二S･-･¥゛゛htｔp://www.-1sh=ﾐﾐ二Wt

夥1, 2S百　溝句の数輸断笥

記入してあり豆りてﾐ

これﾆ以工詳陶なこと

はぷ深にごある。

　巾　飛藤杷愈唐不

和

　②　喀回題絶縁訪

マバカテープそれぞ

れ0君耳さに施行レ

でいるぬで｡茜･回周と

しでは0, 5:≫i5wjの絶縁

となる。

　（３）タヤ地地縁の゛寸

彦梅。巷回測絶縁としての０.∃MTyL , 0輸下｀晰といて縮テーアＳ.冤行（　そめす

■'A.0,i3M≫t -Tのこごマメカデープ包胞ら　ぞの厚さ３,５オz，さうだフんシュベー

ノぐ一厚さ0, 5 M7/V~Cある匹で合訃の厚さ唐４,９ルドごある。

　体）当該数舞ぼ弗1.28E)尺示レていニこ）還ク錫寫芭巷い弓　葦侶にあぶて生じ

こ）コロ十£部例している。

　ぽ）線松衡即は酸鞍下晰４ごな膏邱と同-づ）絶縁てあ乙びぞの宍の鰭縁とし

てマ・イガ尹一ア尽さ2.8 ^n-rn,そのこノこりノテープ厚こ乙弓ぷz2ガと施行レている。

1.4-8　　ら,６００鴇　も弓ＯＯ差踊発電蔵ﾝの辻翁さ

　仁発ｔ枇り卜迄路

　　　　窟　　　量　　　　　1500 -hvA　　　　　　　鷹ど　　　圧　　　　ら,ら００ｙ

　　　　電　　流　　　　侈バ　　　　　　　　え7　　李　　　　９６％

　　　　恩沢軟　　　ＳＯａ⊃　　　　　　極　　貧　　　に

　　　　妾　　続　　　一重Ｙ　　　　　　　台　　数　　　３　台

　　　　製堕年冴　　　大正７凛，

< z4-:>

ｊ

ｊ

￥
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２。巻線方式｀あヽ６ぴ燎:粉の構造

　　　総眼輸前　　　？２

　　　緩　　　敬　　　　　ヤ２

　　　必節赳

　　　亦石床歓　　　0. 9 38

　　　鴎向廸χ/知H　ら

　　　席　本

　幅　卜しｖni　号さ

　幅　％吋，　犀こ

諏輪贋潤ワニス塗布

5｡５．冽

０.1ろ４聊

清　　軟

鎖形巷阜層巻

溝蔵/剔目ﾉ璋緩

総数驚/毎相

１木

ガス尹－プ　歿

１４希

Ｓターン

４

２４

ヲツア　･j回忿

　腺輪は４標双涙あって，ぞの寸去は^ i.29jgrの線秘の麻造に基つふてす法を

示しすヒの状弗にフ表ごあ乱

Ｉ
。
。
－
－
ｊ
。
、
－
―
－
。
－
～
―
。
’
ｌ
ｉ
’
。
”
―
’
ｊ
１
１

一
各
飼
妙
長
さ
ぶ
目
な
り

薬礼７表　　寸去汲

コイﾙﾉ zべ Ｂ

／ ク９∂~　／／夕汐 ぶ２∂

２ ＆£∂･~　A O夕汐 ぶど)ぶ

３ 夕夕占　･～　Ｚ４５汐 £タフ

μ タどジ~　之３ぶ､Ｓ 乙７∂

鄙　1.29　図

１溺分の巷抑の亘長な弗1，７表ｊヽり求めうと６９５ ４ である。

雁定子喬希乱配屋を示し叱の爪弗仁30図ごある。

３．惣鼠社旅

　　　○層賜絶喉

　　　　　蝸　･1 2 mm　　　辱さ　０.５・ｚ　　アレスホJ－ド　２拠　　　あるいぽ

　　　　　鴨　ト2ル４　　厚さ　バD2・z　　アレフくごード　４衣

　　　○片地絶願

溝　部一一マ,イカヂューダ　ｊれ

艶ヽ艦首一一幅１寸　厚亡０.恰・肖　エンノツヤチューダ尨

罷外部一首ｔ寸　厚之Ｏｊろ之，z　ブヌ牙一グ　　矩

大こ払年予粛コイル入誓えその靉娩芸事恢なレ。

ミ戻反高６０惣く途定卜ご振動び豚ごんどなしし

ヲツア２回

ラソフ川辺

限毎年限力こ阪くなっ苑のご巷替き行うこと紀なった線茶とある。

( 25 )



スロット幽７砥　現尺

　　　　　　　ｒご９４７５

弗1､引凪　百定薫

　今，固。定子溝

　当該奇電旋の鄙廻子貧は半賜青こ

この寸去は茅七引爾た示す遥りざある。

溝□ば５あｓしかあいこいない。威脅μ

溝盲Jごは厚み乙５ヵ,肖のマ･yﾉﾌ蚕こ乙一ブ

に灼め吟社，対地絶縁芭盈抱レてい否。

仁４．９　　２,８００羞以，ミ４５０y発電茄C

　当該応地裁リ)仕様は第｣．ら及瓜記親してある．巷線方式は二二層，豊ね懇七し

巷獣の展詞図包示すと察1,司図であご)．二重星形右貳で趾，ちに外れて分政基

線は箆定子に巻かれ，そ･れぞ毀の.淋疾はEI定子･を二分豹している．二つの同石

合政巷腺店左廻りの態疾の一忌目と七ﾗ廻り更轍の２巻目，乙番目とト豚目ヵで同

一着四に約まり，Ｊだ終端の極だおいて二つの分岐巻線力で司一葦だ約まってい

り．

1.4-.10　　帽,０００Ｖ，釧,０００祐叫．亮電縦の杜享有

　卜　充電荷の仕旅

　矢試旋の申ご卜け０００y，隅ＯＯＯ硲脳考電枕は２台あって，同一製乍所の製作

几よりものビあう，２ちの甲１台は耶和旧年製で朝動巷恢力てない発電齢で，他

方誼照和29薬製で籾酌巻数力;ある，した球って急ｔ説の定套は司－である状発

荒縦常数な異なり．

　　攬　　　趾　　　　卜,000 V　　　　　　　　窟　　　蜃　　　　川,０００４以

　　力　　　年　　　　Ｓ５　％　　　　　　　　　回丿駈軟　　　　　143C1V1.5;〉

　　周哀歌　　　ＳＯ(ら０ノ　　　　　　蛎　　線　　　二亘星形

　　放　　数　　　４８　　　　　　　尊回数　　　５

　２‥．巻線方足

　二層巻，重ね巷．参板膏基てし隔極暑屹生き･瀕而している．琳線の展爾図心

弗ト53m n辰した．全葺板は２Ｓ８であ５．

　線輪の尊旅ば2.42""^×ら.ら2～'き３爪と242゛りく6.０” 包３本衣而している．
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　６、絶縁壮友

　屹縁社友は詳m)z)ぶ､刀かってぃないだ５農鱈縁辻し大冰の雁チノ迩犀利34一図に

飛｀した幟箭断呵凹尺記入している．昭治侶

年製の発電槻旅昭和28年丿月30耳に弗･1回

回の港回題絶縁の破壊により焼損布故を庶

起レz　座ヽ年２月，弓民　５Ｒ　ら胚　ワ巨

と暁ぷ軍吹と起レ，Ｓ阿だ腺輪必巷轡え萱

行丿凡｡

1.4.11　　３ｙL了○ら　４００涵以発電奏だ

ゐ電材の定居

　悒　　Ξ

流
貧
貧
率

　
　
　
波

雲
容
尾
力

尨　　数

回転衣

３､4-50 V

６７　ぶ

4-00 -h以

ら〇（力

０．Ｓ

ｊ６

４ＳＯヌ･Ｐ. Ｍ、

　言該ゐ鴛親｀の対戦広輦聯巻，鎖形巻，―重

呈形貯朕てし一百分の庚諭数訪恰本とある，

呑萄/辱履の母校は２とある。

D.4JB

　　７鴻ケ

千
〇

改ヨ
マイカ

単位。６

隼1.３添司　|眼翰断百耳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挙1.35図　映瀬り)貳面石

　２．職務の構宜と巻線方式

　綬絵心弗七言三図の貯面図の蚤ねとし導体は2S本撚りの撚線２よと夕雁してぃ

る。巻回数は怖回とある。巻梅方式は前述した至り単層巻，鎖形巻ごあﾐ5.答

眸の筏腸国政第L3ら図几示した。

　節しﾖ弓図の映輪の断苗図力ヽう斡輪の等価回溶を示すと第1,３ワ図となる。
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二二上二⊇二’ご↓ｽﾞﾐTe Tｽﾞじじ‾．ﾌﾞj［万T,ﾂ．．

牢１，３ブヌT　　燈輸の奈辺回路

ム：　１ターンの曾己.イングククヌ

逼：巻回箭の静を攻憂

患ぺ奢蜀絶縁き置じての妙ｔ

　　　容量

Ｃ：　４ターン菩冰の寸地憬苛

　　　容量

　ご，乖禄方式

　首切Jては刀がら良状Å種絶縁ど，マｊケ眠乞対地惚縁た庚班してい５．梗珊

Ｖ限刀丿長（　絶縁式希瓦していると並定され，血替することになったものであ

つ.，

1.4-J 2　　隅000鴇　　･ｊ,０００,４叩　発^愛概｀

　ト　悉電鍍の批旅

　　　　電　　　圧　　　　ヤし○ＯＯｙ

　　　　電　　　流　　　　　ら２.弓べ

　　　　容　　　量　　　　　1,○○○危叩

　　　　可波歌　　　60 oo

　　　　回箭　絞　　　　７２０Ｔｉ.ｖ.fn

　　　　極　　　歌　　　　　｜○

　　　　燃　　線　　　一重星形

　　　　線費総数　　　９０

　　　　巻回数　　　　１２

　なあヽ固･定子の溝おぷび歯のす剋，磁謐の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾　1●うS　E
ぐ法占ヽよび芭脆ポ迭包示したものが弗仁石8

図とある。

　乙巷嫁方鴬

　当該恚･電厠は二見　重ね巻，俎鳶超･ど，隔掻巻龍火ｌ衣肝している。毎基毎

趙の溝痕はうで政輪の配置は察卜E5り図の固定子参政の展菊図だ示した遺りざあ

り。この｡展悪図ぷ吋下記の点が特徴乙ある。

山海掴とも出力ﾐ端子より’|番目の線輪と怖啓回の数物と反万一溝勁だ妁まっ

　ている。

（Ｚ）昏厠とも出が対子よりう番目の概蕎と同謳の最終端の線舞とか同一溝鮭に

　約まっていう。

⑤ぶ廊の�江端子より２番目の瞭輪ヽとＶ都の出力端子ぷり１番目の政輪とが

　万一鳶杓だ蜘ぷっている。Ｖ相とＷ相に応ヽいても隨塵である。また申性忿側

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９う
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どｇ:Ｖ薦とＵ翻，Ｗ厠とＶ担とが同―状意とGごっている

Ｂ．腹輪の絶縁方式｀

竹該発電梗線諭の絶猷方式唐莽1.必図ｒ:図示するm 0 <'

　　　　　　　　　　　　2.６φ　……_

　　　　　　　　ワニス合冊絹巻線－ヽ

ａ２り偏エンハ?ｊヤクロスこ誓怠　.._.

j｡/5-%,fr面マ｡イカエンノツＴク1=7ぺ20回齢

　　　　　　　錫一回咎ヽ--……、．_．

　　　　　　　マイガー一回昔－－……-＿

ク､２％にこンノヤヤグロスニ回巷　………

八穫絶縁とある。
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票　1. 40　現

　1.4-.12　20,０００齢剛　帽系ｙ発電縦　　　　　　　　　　　　　　　　，

　旨該為乏就の荒砂は下記の盈りごあこ)。脅に当武廼愛資在勤勤巷級を趙して

いる。

　　　宕　　　量　　　　　２０,０００森以　　　　　　　　電　　　圧　　　　　竹ヱ)００Ｖ

　　　周波教　　　50 CO　　　　　　箆　　教　　　ヨＧ権

　　　回参政　　　拍ワ　　　　　　　　線蕎総数　　　ヨ叙燕

　　　二重星形巻腺

　当該発電提旭収量が大さと。コイルロ出炭のところで撚っている。その参府

第4.ふ1民　巍輪口出し線

　　　（３０）
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包示した･･）力こW' 1.4」図とJ5 ･と5.葵暇は図にみるよら几12ホ;の♀廼砺廠登司いて

いり。

　両定子溝斌窮衣疎ご淋七低図Ｋ示ず忌りご

ある。当該感電祓固定子巻数の展罵図を示レ

たの状弗1.４３図とある。二首星㈲惣嫁ど，瞑

極棲商去，毎履＞呑掴節溝数はヨぐ　左，紡

に向ってそれぞれの分岐巷勲店態がれ潤定子

レー局いていこ)。

1.4.13　　う．３００Ｖ，４０基以　宛電槻｀

１

鳥電梶の定好

　匙　　ヱ

　　窓　　曇

　　回転数

　　澱総数

　　巷回歌

乙巻恢方式

^1.421!　固定子黄

ヨ､､召〇〇

４０もｿぶ

７５０Ｘ.Ｐ.Ｍ

ワ２　。

曼 流

教
義
寂

波局
極
略

ワメ４

５０な）

８

－重星形

　首該発電教は二層，重ね軋　一短節巻七隔極毒艶戦８康司している。線着の死

産は籐卜社司の固光子巻線の展爾図几図示し牝重り爪呑気勝桐の菊貧はう

ごある。この｡展男耳より苛該感電槌の,慧脊ば了記の誓徴ともっている。

　巾各桓とも出力粟子よりト番司の條輪と恰唇音の教諭と状同一溝だ吋よっ

　　ている。

　白み相と七出々架子よりろ丞目勿線輪と冴杷の最終瑞の腕輪とが同一浪に

　　駒冰っている。

　応Ｕ柏の出灯瀞子より２唇凪　弓番目必探検が，Ｖ相の出力分子より１番

　　旧，包番可の蘇｡艦とそ札ぞれ同一満淳こ衡ｊつている。Ｖ租とＷ相だあヽいて

　　こレ箭旅である。

　ヨ。　皆翰の絶縁方式

　ヽ白旅烏荒槌は冷覆把縁である。詳但な絶縁辻斟れついては不可とある。

　エ，ぎ線の得恋郷畳

　爪折の傍骨容量と大○００ｃりブレリッデ（,弗七　２，弓茸に示しと）ど測定し瓦応

服ごネトワ款ごあご）。巻線のｊンダクタンスの更唐に疹６章茅6.1 ^r-こ示レて

ある。

( 3O

.7



Ｕ Ｗ Ｘ　Ｚ

鮒回図臨ＶマOて〕００１ＶＡ固定子巻報層間図

( 32 )

ｉ

ｙ

４



φ

じべ,i
ｔ

４嚇

’ち

l

　 j

い/

ｙＵ

Ｘ

　１

■■－

■ - -

‘
1
1
1
1
1
1
1
1
’
1
1
1
1
！
４
－
１
Ｉ

１
－
１
１
ｔ
１
－
1
1
1
1
－
１
Ｉ―

ｙ
Ｉ
Ｉ
１
－
－

１
－
１
１
－
１

1
1
1
1
1

1
1
1

Ｉ
’
Å

爪
永

―
―
―
・

ｔ
ｙ
―
！
－
Ｉ

1
1
1
－
１
’
－
Ｉ
Ｉ
ｙ

1
1
1
1
1
Ｔ
Ｌ

１
Ｉ
・
一
：
‐
１
－

１
１
‐
１
１
－

ｙ
‘
１
１
－
1
1
1
1
1
1

Ｉ
９
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
’
人
1
1
1
1

！
Ｉ
Ｖ
Ｌ

’
１
１
・
・
Ａ
Ｊ
Ｉ
１
－

１
１
１
‐
１
‐
Ｉ
Ｌ
｀
早
！
―
1
1
1
1

１
－
ｉ
ｌ
―
－
Å

―
Ｉ
・
爪

ｔ
Ｌ
Ａ
り
Ｆあ

１
？

１
Ｉ

ｔｉ

1
1
1
1

ｔ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

～
り
Ｖ
Ｌ
Ｉ
’
！

1
1
1
1
1
ｊ

―
―
！
‐
Ｉ
Ｉ
？
ｙ
Ｌ
１
１
１
？
―
！
―
―
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

１
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
Ａ
Ｔ
―
Ｉ

１
－
－
１
１
－
１
１
１
‘
‐
１
Ｉ
Ａ
Ｌ
‘
’
１

－
―1

1
1
1
1
1
’
―
―
－
1
1
1
-
■
≪
―
・

1
11

ｙ
ｌ
－
¶
―
－
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
1
1
1
1
1

1
1
1
1
！
－
Ｉ

１
１
‐
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
も
１
‐
－
１
－
―
1
1
1
1
1

1
1
1
1
－
Ｉ
人
Ｔ
‐
－
－
1
1
1
1
1
1

１
１
１

ホ≪
＜
"
-
_

１１
■
^
―

‐
１
ｉ
‐
ｌ

‐
・
・
Ｉ
Ｉｊ

Ｉ
Ｉ
１
－
―
Ｆ
恥

Ｉ
・
‘
１
－
―

４
‐
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｉ
爪
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
ψ
１

１
１
－
－
１
１

Ｉ
Ｉ
’

Ｆ
爪
ｉ
ｌ
Ｉ
！
ｌ

１
１

！
ｙ
ｌ
１
１
‐
―
¶

ｙ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

―
‘
‐
１
１
－
Ｉ

ｔ
ｌ
－
１
１

－
１
１
－
－
1
7
1
1
1
1
人
－
1
1
1
1

小

へ

交流発電

．

機

W｀WIW¶四･･-●-･SW∽ﾐ〃=~･･=--ﾐｰ-･･-M-,●･●〃･-I〃¥〃-,･∽

矢印は電流の流れの打向

下‾

KVA

Ａ

３

０

T

∠L

式
数
量

Ｖ

Ａ

３,うり０庄

Ｉ
■
ｉ
一
一

ア
６

０～

Ｒ､Ｐ､Ｍ

　　５

７弓ロ

流
枚
数

　
　
液

数

型
毛
容
ｔ
電
極
周

転回発電機展聞回やVＡ第|.長図くにう糾ノ０
!l

（32．2ふ

ｙ

ｆ一

応，



I?

？
…
…

1，

'ﾒl

　各槽次)奸地･静惹窓箭きら巷蝶而ぷ)９ｔ'懸愛

包Ｋｔする，弗1 .VMの各掴巷数の胎雲官費

４擢か異なっている力≒　ごれ芭七２００戸｡戸，

三石一指の時己'7900加＝としで，Ｃとバ乞縦

よｱ)こ)。

３Ｃ　－　７Ｓひ夕

Ｃヤ２バ　＝＝　4-,■200

よ,のニ式ぶり　C -=2.6と)∂戸,Ｆ，　Ｋ　＝　ＱＯＤp.Ｆ

となる。

（３３）

弗牝ワ表

柵釧可
蛉ｔ容量

　CP.F)
佗禰の我意

Ｕ ぶ､２２ク 換　旭
Ｖ 凧／ｇぷ） ク

Ｗ 4i..^/ O ク

三勿一石 ク,７７∂ - ｌ

び－Ｖ コ･.■28 0 夕

ll註〕．揆地球両端子の養地と霖

　　　巧彫する．

１

１，

ｊ

‘
ｔ

　.111

　”1

jFj j.

〆ｌ

－ I I ●

. ･ へ ・ ・

｜ ● Ｊ

ゝ

. ゛ ゝ

｀ ｜



斜項欠



●

第2章　発電機巻線の衝撃波特性(をの1)

(回転子がない状態に洽ける固定子巻線の衝撃波特性)



Ｙ

１

§２．１　緒

弟２章　発電機巻線の衝撃波特性(ｕ)1)

U訂転子がない状指にこおける廊定子認線の衝堅波吟性

言

　発電似認線の衝耀波絣性の理論的研児１４ Ｊ.戸，ここら６りｊ回　£,f..u&d.lふde^R 3.C.

μμｊ４９Ｊ?），にごぶ６論文が｀征双さ11でいる。CoJ.ae.肩，剛ふdJ-dmdeA.　面氏ぼ冤･隨鍼

雁纏左巻回向の卵電容量，対恋蛉ｔ容置が内一に分布したメンダクタンヌ丿回陪ｋし

て眼瞼的にヱ皐旦してい呑，

　托みムフzぶﾀｸﾞz民ばと把の理瞼にスヒlツト，内に誤Ｊつマしj6二本の線輪向の拍合を着

慮しZ &M.しマリ５．この腸合二本の減給の纏体が溝内に:!おいて互に並行しでいる

と仮定しマいる。さらに実験約にla £.w .3夕６んﾂ６芦ミ/ヽ-1.Hmit丿回）尊の輪々ボ発表さ

れｚいる。-Bs-eJ,。,６氏叫発電檄の衝菓波特報を爽験向に厨祀した最初の人であ５，

　球酋は梯二収大法＠を同いて回転,仔を取り除いた吠懸にjおけ＆発低城認線の循渡

液勅　インピーダンヌ，奮多数測定し。こ乱ら過渡波勣インピーダンスオッシログラ

ム在解袴して回避子悪線中の凛行液の伝掛衿桂在胴らかにすることがでIきたのでぺ

本命において感べ§こｋにする。

　圃転子を取り除いた状鶴において圖定子巻機変三徊派電線路に見瞰し，弟２バ哉

ぱ示す拭験坊一ス，に2ついて，各徊の進渡液知。インピーダンス在実測した。その実測

した才,ツシログラÅならびにこ測足方汰界心附傾（釘叔第／章，曝２章参照）12記載

しｚおい厄。

　断温電阻茫血喉置の内部･4ンビーダンス,画靫左Ｚ,7, LP) k しヽこ乱に康準メンピー

ダンス西数Ｚｓ（内在楳脆し･，磋の聘のμが電圧など５（刀，太如のｊンピーダンス,征

旅Ｚわ,りを樟禿した時ｏ出力亀圧を£エげj）とすると，この２回の測定から木印のｊ

ンピーグンス画数Ｚエ（凡）は次式才求められる。すなわ恢

Zsむげし)＝

EsCFJH-

Fｆびり　　　　　＿･_

万う回〔心(りうヨバ吻

Ｚｓ（凡） (i2Jj)

　肇翁lj短吋鴫喊において盈御家が休嗣で’きるよう1ヱす６ため口．測凄回陪の４ン

ビーダ･ンス爾寂乞

　　　　　　　　　　Ｚ。（伺≫　zs (.r)

の瑛件とし. ＺｗiC？) .Ｚ９（鴇左純但砲尺肖, ??s　とすると，（２バ）犬吋

ZxiP) =
らﾐ･●

-』|--■､.I･..q-･●､･

（万）

一一－ k :z. -2)
βｘびり
一

彦５

　£ｇ（りの液形が矩形液之’ある場合已14、（２.２）式は（２､３ｊ式ｋｇり、哭測し

趙屈渡波動・fンピーダン入から在銘の癖向におけ§霖勣Ｘンピーダンス＆直猿府向

俑載にして求め§乙乙ができ＆。すほわち、
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註　BI，Ｂ２た;４びＢ３は

　したがつ７，実jl］に当つで13 (2,3)式が減足す５４うに測衆回路の/il.ピーダ

レス在者定し柚．

　曝２，ヌ柿にヱおいては柘電屠巻線の逼渡波動ｊレビ一ダンス０初期値にバ玖Ｅ禰｀医

遡線の理論を詣回し，単層，鎖形巻琶線にこ層，霊葛巻巷臓ピの衝専政に対す呑迦

１はらびにこ，ざ電線ヒの廊濃.左餉じ｀短．

　第２３節においては終魂Ｊりの反射波が紬端に?到庸才石までの置寂波勣ｊンピー

グ･ン入涙形に2及ぼす巻揃方式ヒ‥.初期０液形について座べ｀，単２,羊萄においてμ宛

窓綴毬線の波動Ｘンピーダレス.波頭の板播選腹，減栽口ついて泌べる．

ｊ ２．２　固定子巻線の初期痙行淡将也

　Ｊ,欧手毬嶮は巨竹浅口対して厄い鍼陪ヒ同様の峙性を潮してい否と召にみ２氏初　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･-

や

ﾉｾ輿ば宍y

｀論じている。肇酋は第二衆大威にょり美測した病渡波動インピーダンス

の初期値に対し、対扉三抑叢叱核の渾論在意回し、発９城巻澱の蔵動性を飛討す６

こｙ.にすふ

　２､２．１　対琢三担線路｀乙して取扱った詩の対林分波勣ズンビーダレス

　　　固交二子穏線を白限視の線胎にし、溥殲を加も§。し鳶がつ之弟２う表のμ験

　　ケース申ＰＱおよび尺の遇凛液動メンピーダレλの初期誦Ｊり前轍'Ξ菌殲踏巳

　　してμ収分服動メンピーダ｀ンス含れめ乱

　　　硯嗣す西記号吋Ｆ記の風りざあ否。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(うら)
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Zo, Z, ,　Ｚ２

巻弊口加え,６慨～電圧

しj相，び祁，および｀Ｗ抑０各紹砿阻’

　/j　　　　み　　　　　　　　　　j/　の吝相槌流

　　　　　”　　　　　　，．　の呑趙巻嫡伯端の備涙メンピ一

ダンス．

惣翔，正扁，滋桓

固　捧２．プ表のＦ Ｊ７一久．

つ

ｰ

合作分悒}Ｅ

　　･･流動インピーダンス、

の陽合り粗にこ疹=i團電圧己乞加九るじ、次式が輯られる。

６ぱ＝ぞ

ら必＝∂

名以＝　∂

……- C 2. 4-)

　（２､４）式左対轍分口薔き疸たる。なお対称=Ｅ旭線距であるのでＺ､= Z2

である収件裳入れるｋ、（２､ぢｊ　式とμ乱

ど－６?・＝ごﾚωヤど四十己ａ２

　　　　　　ごい　　２心z　　，己ｚ∂＝い＝ヱヤ＆ヱ十改ヱ

　　　　，　　e.0.0∂二二乙砂＝一一一一
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庄くし　ａ

G,ui = £■μ２

eao　　　巴し４，
一こー

ヤ改jj竺一十必２
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｀、
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（２.ダj）

→〃㎜－Ｊ㎜ し2.6 )

,--一一一一（２バフ）

召ａＺ

-
Ｚ，

ﾆｰ女゛/牛’がニ‾寸‾/子

（２,ぷｊ式の第２式名４び弗３式４り

－●¶■・－－㎜■卜■■．．・■■Ｓ

（２,乙）式を（２,ぷＪ式の夢プ式口代入すると

　　　　:上上

…－

したがつＺ．巷線の俯端にお11呑逼爰反動ズンピーダンスの初期磁14

したいし、　２り･は戸々一ヌ、12おける麿寂・fンピーダンスり初期値〕

　　となる、

圀　屏２､２報のＱ埋－ス．

　　この･陽合には夢２う表のＱ炉一気の回蹄からべ式が戌立７６．

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇﾜ）
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と

亡れ
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る。

（２バＪ）式Ｊり恕端の溺渡オレピーダンベをZm≪ とする

液頭郎分にＭして

　と尽 ５，

副　梯２，／釈のＲ抄一又．

　　　２の湯合12は次式が旅立する．すなわち

　　　　　　　e^--= eM-ﾆ=ﾆ己９＝巳　………－……..‥………
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とれ故に、
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フ
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eu.0
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０場合の伯端置演／fンピ一ダンヌ､の初期m k. ZuK kすると．
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゛

1

、

　　以上券２、1 ^ ＼2.禾し包ア､Ｑ６４がＲ）丁－ペ12おけ§官れぞ｀れ０匍端経渡凍

　勣メンピーダンス在対挑分波動メンピーダンスで双わした。すはわち、參二

　柴大法12おいてμ獄制茲恕包矩形液回な§ぶうぼ顕官しでし･るのざへお端の

　腿渡インピーダンスは乙几い27求め否ヱとが? 5 S>.

2. 2. 2.　　実測結果ぼ対寸る検討

　　謄２､２づ項ズ｀は？メ）および尺の各試験サー人において、固定ﾆﾁ巷呻を灯凧

　£絹線蹄ｌしで取り楓っ桓時、超㈱の浙釦丿ンピー－ダンス、どれ麻分液励メン

　ピーダンスii o mM.式を求めた○で卜　戸およびＲケースの有測結東に鳶嗣し、

　対称分波教rメンピーダンÅを求めるｋ共口、対称分我勁､イレビーダIンス＆り

　Ｑケース、に石|ｺ西液励丿ンピーダンス左求め、戦測緒限と一致す§かどうか

　を検吋しマみるこklご１る。

　･1. 3 4ぶク（　４クかA y /＼、軍層鎖形認密航概

　　　当該冤電撰の試験ケースＦ､Ｑ、および｀尺にお口石舜梢巷腫の遮濃波動メン

　　ピーダレスヽオッシロゲラムを禾寸に第７づ図之Iめる。このオッしログ｀ラ

　　ムから濯入浪が終端口おいて反射し、舗端口帰って禾る寸一どの凪、固足そ

　　袷報は波如何往右有しマいるこｋを如否。すはわち、絲輪０毯回向には直

　　列赳量発肩しているが、巻禰ｋな否に穏回即容徴尽幽列にこっながっていほ

　　いの才飲阻器の珊合とはことなり、波動瞳を有するヱヒにな西。また、三

　　謳巷識の一首狽の匯接液動ノfンビーダンスと七初期においては騨しいのマヘ

　　名相包セ頴入液口対しマぱ平衝している。しかし入末液球終端で乱射して

　　から、反射波ボ粕端に漣って禾るまでの向は白相の波動バンピ一ダンス吋

　　巻線囲あるい14同刻扉絵部の垢豆誘蝉のため々）喫っマい呑。これは、樺

　　７､染師ぞ杏べるがし　波頭が変歪、減栽しマ＜ると印相線輪朗の柏互誘＃が｀

　　作用してくるからであ§。

　　　騨２､ソ即のオッシロゲラヘ．rり名試験ケースに杉ける各拍の浹鋼の辰動

　　インビ一ダしスをボめると、梯２､２奴の蹄りで易る。

　　　　　祢２．叉表　ヨ､4-^ kV、ぶ∂ロ鳶が爪反励・fンピーダンス

試　験

壮一ス

波動インピーダンス、（２）

び　　俎 ソ　　迦 ぶ　趙

Ｐ ／ｙ夕汐 ／玄夕汐 ／よ汐∂

　　　Ｑ・
／よ汐ど） ／よ∂∂ ／よ夕汐

尺 よ∂∂

嫉２．２表より

　　　　　Ｚ“戸≒２ひ？≒Ｚｙ戸≒／よ∂∂立

　　　　　Ｚｇ尺＝さ’ひひＳh

C 2. 2乙））

た｀g’レ．　２４か　Ｚ゛／”Ｚ″戸la試験｝ﾌ’‾ス？の廊潮波厨li,ﾉf5ピ‾グンベ，ま

たＺｇ劇ｊＲサース（三相一恬しμ県合ヽ）の液動インピーダンス，

　　　　　　　　　　　　　　　　侈郷
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（２,２£））式，Ｃ２Ｊ）式お４’び' (IZ. t･７）式Ｊリ６対称分を求めるし

ﾚ……二し'|

……………………｡………｡…………_j

とほり、吝対旅分14無しい結果とμ６．

　次IZ. C 2､２バ）式の紙件乞（２、グ４）式に代入するに試.怜ケースＱの喝

合り液動インピーダしÅがまめら飲石．すなわち.

　　　　　　　2ua = Zむ､s == Zu､４＝/ぷ∂∂兌……………….　. C :2.ﾆ?２）

　したがって、ｋ ２、２／）式の係､件より求め層波動ノンピーダンスぷ巷

２､２昶t２禾したＱケース○嘸測結莱と一致する．芒割故にヱ当該発色棋の胞

織la，各試験ケースにおける物相の漑助インピーダンス，各相０名試験ぴ

－スの波動イしピーダ｀レ汲が相屏しいという裸件、一方対春分では肴対那

分液動ｊしピーダンスが澗莽しり族件左有す６対疼三桐熊路にいうこｋ ＼z

なる、したがつマざ電揃ｋは趣を買にした鯛蹄ｋ考£る。すなわち 電

の為掴巻軸同電軋爵腿／２グ具に 2 し ７

、

一

部 { 4 但 心 中 口 艶 置 さ 八

、

一

節
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1４鉄にの外口あろ。単層巷では海中にZ一岨０綿輪璋体が納７７いるため、

隣の溝七の同に狽互誘躊は溥剋られるが、急峻浪頭応'日鋏)じを遡る磁束が

るのでへ右端刺皿之｀は七柏胞鍼岫互向口誘贈係寂が｀ない包唐丸５．たで線

輪端 でIは存庄ずる。

２。　　ぷ6 0 0 r , I,ぷ0 O Aび/1単層。鎖形包，発電轍

　　ぎ畝発電徊０回転子ボない収懸ぱおけ§> 51 S反動バンビーダン尽の才ッ

　シロヅラ∠・，を禾すｚ籐２,２昌之認乱

　　コのオッシログラムにおりでび祖のμ渡液動/fンビー－ダンスり液形ほ趣

　のﾀﾞﾚﾍﾟﾉ福０オッシログラムとば暇つ尨こしのであ５．こ机は回転子が認５吠。

　態で砿位分布を測定する隋に了瀕輪の巻回邱びあるいは渡り網で旭緩水破磯

　こ札，短絡を生じているｋ芳九る。（ヱ０２とについでぱ拝６単喀おいて

　睨吊づる）こヽ一才は初期にこおけ西波動メンピーダレスについマ前目に同扱

　考臓允力口九てみる。ソ珀と｡吋桐の踊浸浪勤メンビーダレスは反財政が趙姻

　回帰フて末５昔で医肱線の栽動性に球めマ荊以し厄セのざI拓る。梯え２直

　ぶり已Ｑ,おＪズ尺の試験ケースにこ対する波動ｊンピーダレスを求めるビ琳

　２,Ｊ表０雁じであ呑。
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したがつ？，対林分流動ズンビーダンスは蔵の値どな６．

Ｚ。-･g 7 0 Sh
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く、ﾆ２、２４）

(，２.　２４）式の対称令液兪ljンピーダンスをC 2. 7 4 ) ^ ＼Z代入しマ

Ｚａ左求めるヒ，

Zua = Sr 7ぷこ
く、２、２台-．）

ンスは暦しい。また尺サースの液動オンピーダ

レス14、Ｆお４びＱヶ－ヌ、の各趙巻線の波動インピーダンスのレ/ヨフ1'あ＆

しひしマ、季題分と正粕分の我動ﾉfンピーダンスは大体等しく、かつＺｓり磁

同計育雄ど実測遥び一致す§。

　／／､∂･ﾌご］ｔ／。／／、∂･0O A V f＼二層重前巻、２重Ｙ結線発電撒

　当該冤匙似囲定子包線ｏ循浪液劾ｊンピーダンスをア､Ｑおぶびイの試験

ヶ－スにっいマ各廊どら測足乞行った。芒のオッシロダラムは弊２Ｊ図に

示す慟りで、前困の単層鎖形懇甕線とは、入衆電池浪が鰹鰹において反肘

したと考乙ら瓦石鐙刻後の対応龍配流ｏ襟趙が廊竟しマいる。また碑２､３

図Ｊり畑る如＜、しy柏とｗ指の郷友流動インピーダンスｏ初期において脊

蛎邱乞座じてじ西こ込、さtみに旭端を贈枚した折込短鵬し邑涛七乙ぽ初期

の液動ドンビ一ダンスガことはゐ。この爽溶郎左胞ずる垣肘にっい71寸本

章肺２､ヨ､ヨ莉にごて詳しく拠胴することにする。したがってこいごばしy､旨廊

とし/相の過渡液軟インピーダンスｏ初期における桐貰ロフい７線輪の配置

吠泥ぶり既記すれば涙の混り乙ある。

　本測定は当畝微電禅ｏ飛報の叫が端写より単位電丸乞潜入し７、銀波メ

ンピーダレス乞測足したｏゼ、光づ緯翰の服嗣図より巌討してみる。展湖ヽ

回に憚」章憚-ﾄゑ斗回にユ記載しマあ§が、呑廊のお力端子町立の線締の勧

置之転載した口が稀ふ４図であろ。

　単２ノ回べり廓とソ旭とｏ展㈲図ご、リ椙の右廻り圧鼻りの分我巻蔵○

最初の線締は脂在隔てて、左右の溝に￥瓦ぞれ納よっている。1/荊は右庭

り、左筥りの分岐胞殲の最初の練輪ば上回｡ｲjレ、下ユイjレとはり同一調に

納まフでいる。吟/旭はリ相乙同糖に最初の線綸は歯を隔７こ、左右の牌に

乞箭どｰれ納まっている。したがっ７、しj朝とμ狽の包燎はお鳶の韓輪にお

しぺ同梢踪輪向の勿互/fンダククンス14歯を隔てて、芒載ｔ皿存をしｚい

るのでへ次鋼が濤織なる陽合吋無見でさ６．一オソ超越報ｏお端の線軸は

頴一哉内に比コ｡ｲ）に　下コｊ）ﾚとなつ７納まっ？い５の之｀相互インダクタ
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ンスが存在する坤輪の灘I々におけ５自己インダクタンス乞ム，福豆ｊンダ

クタンス左図とする乙　拓端からみた｡各袖のメンダグタンスほ。

　　　　　u . ^v徊………………………子乙

　　　　　　ソ　椙……………………子（ん十Ｍ）

どな乱

　次口終瑞を㈲奴し恐府込娠錨した時ｋではぷ～ブ∂ノらの向で浪励ノン

どーダッスが顎つてい§。すなわち前枚した絣Ｄ波励χンビーダン入が短

絡した辨４にしやや大きい。( * 2, 4- ≪参照）。２の垣面として下記のか

く解釈これ乱

　一破に羊一線距の波励インピーダンス14μフこ£七つ？双わすこｋがで｀

うるが＼当該裕電械の鎖輪痰圈図（等ト３４図参照）か飢　姑哺に吐い線

輪と終端口丘い機幹七分同一溥肉に納昔つてい§ので｀。ぢ端にご丘い線輪の

対･鴎聊琶容看ボ首寸ためと考も石。すなわ則

/不二
のｃが償欠するﾉﾐΞめ匹考

えられる，

　阿お終端ご屎射が朽さ厄と逞ｔ）れる涙から，反骸;灰が｀拍端に啼つで来る

書ごの浪妙について同旱２,ヨ萄におい７圃べる。

　藤２．３図の還霖インピーダンスのオッシログラムＪり試験け一ベア，Ｑ

Ｂｊび只における鳶廊の波動インビーダンスは初期の髪起郎介左諏けて。

｡ダメ５附辻の一之０値になつてい否価所にで紺めた・妃の表が梯２,４表で恥

φ。
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試　験
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波動/fンピーダンX i.a)
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ア
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い2　グ　ジタ
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（２ダ　こフ）
　2 3 O
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（.7ぶ）∂）

　２２　乙）

(2 O O)
２２　Ｑ

(.^ O　∂ｊ

Ｒ ７ど）

（註３．（　）中は終端短絡した時の波動／rンビーダしÅ起叙わあ

￥.2,冷裁より Ｚ叩ニＺ叩= Zia-f = 2 30 SI

Zu./? =　夕夕£　　　　　　　　　　｝

c 2, 2 <i ; , { 2. B )　ぢ４び｀（Ｚ／ｆ）式４り

　　　　　　　　　　　2o = '2 1 0 SI

　　　　　　　　　　Z<= T.:. = 2 4- 0 SI　/………

（、２、２も）

（、２､２７）

k u §。したがつ-Z i'2.2ク）式を（２バ４）式にれ人しど試験ケースＱ

の液励メン政一ダンス在だめるし

　　　　　　　　ＺＪふﾆ２∃∂

どない　屏２､４表の値と大本－玖し短恂の也悩も、

　当該発電械のおくこ層巷におい７溝内に他前の線輪に痢めしれてりる薬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　・　　･････ ･･････-･･･=･･一･･････=･=････■-･････=--･.J

合口ぱ遺女声に七箱互誘茸かおり、しだガフてアケースと6?ケースの試験

ケース1ｾｄつこ波動メンピーダンスが呉なる・　しかしとの;tB M isrMかで゛ａ

る。また只かースの三綱一榔し尨肝の液匍・インピーダンスが、Ｐ、a >T -

スのソ３訓ﾉlこい。これは喬趨巷線向の相互誘凍慨溺の時号をとるためど考

える。したが７７前産の単厠鎖形色悪皺ヽ(ぽ異つてし1る。

　1.1.０００ソ､ /　ｉ.　００ ０　嘉Ｖぶ二層、首ね穏、三亘屡形結線拓饉桜

　当該冤蔽掴の固定子毬線の茸寂寂動インピーダンス､を就歌)アース戸ぺお

よ･びぺにレついて呉測レ厄。きのオッシログラム､球櫛２、ぢ圀である。各オッ

シログクムの初期の部分は厦か佩動し？いるが、一賞にこびつ？いる昴分に

拓いこ呑柏液動インピーダンス右求めたのが莽２､ぢ表であ乱

￥２.５表 ／／卵、／よ∂渥差し/β　波如/|ンビーダレヌ、

凱　験

ケース、

液蓼トインビーダンスＣ応）

リ　趙 t入植 μ　趙
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　Ｓ，丁，Ｋについ７央測し/Ξ，をのオッシログラÅは誉ヌ，６日にﾆこ尽す｡こ

　の才ッシログラムより含相の･呑凱験ケースの波勒メンビーノンス在求め邑

　のが挙λ６漱で易＆
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　る立ロく拉匠しｚ巻か散マい気　　　　　酋恥TJ.
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反鳶Ｌインピーダンス（こ）
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　とばＵ，準クマ景の雛ぷりやや大きい。当該柘亀禍て下P , Q. h-一入の各

　測波動インピーダンスは等しく尺ケ一スの波動インピ一ダレス1^ P , Qケ

　一入の大体力であ§。

以よこ匝転子が愚い犬舞にこおけ石７台の柘亀諏居皐巻囃の裾漠波動ｊンピーダ

tノフ，のオッシログ｀ラム心り初期にお打る波勤/fンビーダンス左求め，線路に

同様にZΞ細魚鵬ｚして厠々に検酎してきたので≒以下考案者加九てみ＆。
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（り　固定４の盾相穏線､の蔀渡波動、インビーダンヌ､波形14呑試険ケース|でヱおい

　て大体頚以した波形で、ひつ右梱包樵の波励イし。ビーダンス吋鮮しい。し

　むかつマ初期|･2おいでは呑袖は対釈であるｋし|乙ことがＺ｀’きる。

匈　試験ケース戸．Ｑおよび尺Ｊり各対数分派靭｡インピーダンス、包求めた飾

　県、ヨ４ぷｰ∂ｙ、４θ∂ｊﾚ//?、６、６クと）（　ノタ∂∂ｊﾚ//?の吸着｡膚形

　巻懇普磁でぼ零掴分ｋＥお分ｋの波動インピーダンス、が騨しししまた各網

　‰七試験）アース、Ｆむ４びQKこおける波助インビーダンヌ､が草しく、Ｒケ

　ースの波動･｛ンピーダンス、は、戸右４が４の波動インピーダンスのｙ３で

　ある。

　　一新に2対霖三潮旅路の対称分インビーダレスほぺ式でヽ･ありわこれ否､。す

　なわち

:プ| ( 2, 3 3 )

ただ･し　　£：Ｓ定耳聡鎖の草と長当Ｕの自己ノfンダクタンス

　　　　　Ｍ：　　”　　　　　　”　　　　潮･互インダクタンスヽ

　　　　　４：　　，．　　　　　，　　　群　罷　環　靫

　　　　　ｆ：厠定手塵肺向の　〃　　　　筋　贈　屎　数

　翠層，鎖形怒慈線では，第ブ，∃口国石Ｊび鼻／，ヨ６回のＳ定子慈魏辰圈

岡Ｊり各潮の老練尽電気南無／２�の部隔砥もっで匿］兄子飲心申口脱列さ

れマい呑．したがっで，希堀の鋤輪尊線同にり可誘姉凩靫がなく，波頭び急

峻なる場合ヽぼ獣心を蕭る磁敢疹争いので卜初割他t２おいでは　/ヽﾀﾞ＝∂，

がニ∂と考えら貳るの-Z' . C 2. 3 3 Ｊ）式は（２,？４）式ヒほなし見放｀つて，
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………………………………………………i 2.3 4 )
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　　雙旭分派動インピーダンスと正部分波動ｊンピーダンスが同一の寂式で｀

　あらわされ§。こ札ほ，尨線の瀞拉長当りの白己インダクタンスｋ対応剱

　醤ｋぷリ，液動ノンピーダソスボ足まる２と乞勉味しでい呑，したがって

　串層，鎖形巻の悪線ぼ初期におい引４軍一の贈賄にして房聯することがで

　己る。

固　二層，兪翁包摂嘔撒では，各冽の？，Ｑケースにおける波動メンピーダ

　レスはＱ｝アース,の方が噸分小さい。ヱれ吋溝中旧化趙の教輪と納まつでい

　６０ぞへ尨綬にしマぼ局擲おに枇杷巻緯ｋの岡に讐部民寂ｋ劃互インダク

　ダンスが４在す６からで部る。今？，ぶりアース,の慨動バンピ一ダンス登辱

　しいとすると，（２,ｇ）式, (. 2, / 4. )式ぶり，
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　　　　　　　-一一　　　　　　　　３　　‾　Ｚ,＋２Ｚ。

の朗慄が匯立す６．Ｚ。Ｚは共にヱ正の整数で炳６ので＼　上｡式がI匯り立つ條

件にla　Ｚ。＝Ｚ，が貼寥であ６．しかる心( z. sハ( 2. Iタ）の澱式ｔ漁

圈して求めたふ，Ｚ/は乙くＺ,の関係にあ５．コ栽ほ瀕内にh ＼yB nな石桐

のｙｎｔれの繊輪璋板の直行政の進行方向が互にこ反対にはっ７いむ巨め

練輪諧癩向の坦互インダクタンスは珊の狩号茫とるのマヘ　巻網練輪茸鍼の

無効,インダクタンスはムーＭ（琳輪贈練の自己インダクダンスをム　瀞,岬

向の徊亙インダクタンス，ｔＮとする）とﾑrる。練輸謙緯向の誘璋磯截は尺

）アースにおしIZぼ茸電と包はるた必，が＝∂　とはり

Ｋ｝丁－スの波頭の波動メレピーダレ入Ｚμ　1J（２.ヨぢ）式右あじはこれる．

ｊな抑も。

八づ∩]／ （２,ヨぢり

　　　　　但し　４は鎖輪諒坤０収量保数

したがつ７，零柏今我動インピーダンスＺｊＪ（２,ＪタＪ式の３老とする ｋ．

（，２,ヨ４）式七叱べると，柩徊擦締譚錬呵のms. Aレダクタレスが｀喫の杵

号にし７棺厠す否ので≒（２，ヨタ）式Ｊり求め旭啓細分波励ｊンピーダン

ベは正増分波動メンヴーダレス，より小之くは石｡

　二層，重砲塵々綬において，戸ケース｡Ｑケースの液動Ｘンビーダしス

が尺体等しいに死蔵さ教る晰は痰に?Ｚ。一乙の娠軒が戌りとっこピ差鋸べた

が＼　Ｃ２,３ラ）式ぱこの撮件から，

子要ソド
　　とyJ乱　Ｅびﾌ圈掃はＭ＝∂，が＝∂において０み政迦１る．したぶつ･こそ

　八七ビ丿しの頒助ベンピーダン久ほ（２,ヨ千）で参わした七のと同一にこはるの

　　で卜　この幡合にりＪ軍一姉弟ｋしで考察さ散乱

　印　．八エ二子レ支ス妨イレピーダンスの初朗誦ﾉ介ら.与毀した蛤畷．　薦危鰻は參席

　　個ぺ回勁ど晃倣まことぼで己ない．梁希親ぞ吋香櫛巻線所０徊互イング｀ク

　　ｊンス覆考える必要ははいが，二層胞では相互バングタクシスが推肝しヽ

　　七れけ珊の特号茫うつマ探珊し’にいる．

よノｊ　圓悪等親線の粘合倣救ｋ厄前法に対する考廠，　　　　　　　　　し

　　2. 7, I頴でばこ但雛鮮とレこ打林分之求め，梱々にこ考紫左加たたず，本褐

　において畠胆巻牌八の誘爺罷圧を基にこし７夕蕭姉回胎の式包用いて，初鶏に

　応口呑隋価係拡＆求め，相互誘嘩，更にりＪ圓定手毬線の巻緯法七０肺保を着

　肩･レマみる，

　　献験）アース？の回蹄にごおいでし7測12衝霧寇瓦包印加した晦０昏趙巻線の電

　母ばＣ ２,回心）式で教わこ能６．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（らぢこ）
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-

-

&
一
己は

Ｚけ
ｰ-
乙Ltび

Ｚし乙肺

-
Ｚｇ以

　(、２､３幻式の結極欄数０苛七方１嗇湘の唱灘メしピーダンス測定跨０枕詞

の囮芦に2.誘起する匙坦に瀬吊す６に、弟こ緊大法の測定より結合娠靫竃求め

るこ乙ボで勺＆。即転子がない傷極０降濾電邱左禾し厄のがし茅２り図であ

呑・堺２.今回４り含漕他識０圓息子厄擲０結池係数覆求めたのが峰２､々箭で

ある。

夙　　汰　　鍼 Z･z･1 /̂Zu.u. Z“μ"■/2.^ui.

４夕汐洽y /7 0. 0 -Z ∂，∂２

ハご∂∂　必tﾉﾒ4 タ，クり ひ，ａり

t 1 . 0夕汐か1/ﾒ1 ひ、｜ ∂、／

／，夕汐と;）βソメj ∂．７　１? 0. 1 <?

４∂がし//7 0.04- ∂、∂４

　婢２,夕因および｀外２.夕萩から趨々の発砲糎０各項悪弊０捌互液励インピー

ダンス在肥rる２とボでさ６．芒札乞禾したのが屏２.ブ∂表であ§。ぽおそれ

ぞ飛の発亀鍼の葛線収愈ル禾し７おいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　(％)
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第　２バタ　裁

供匯祀聡振

　（４し/ぶ）

廊巨浪匍バンピーノン沢辺
葛　　　膜　　　浹

び- 1/ IS] むﾉ一いヽ/順 ｙ一匹/向

４∂　Ｑ ２＆ ２ろ ２６ 蜃盾．鈴多感

ｙ、ぢ００ ヨヌ Ｊ２ ３２ 合　　　血

／　ブ，０　０Ｃ） ノ　２、６ グタ ／タ 二層，貧知義

1. O 0 O ２３ク ２３∂ ２ヨク を　　　趾

４∂ ／？　＆ ノ　２＆ ／２ａ 仝　　　七

　　以、1二測定結双４り各槽巷線の紬合係寂を求めたが、との内4 0 0 kﾚ･/1、

｡/、ぷ∂∂４い為の結合係数は小､亡い。こ０こヒは擦翰が減食隔でこと賛して

　いるため　蚤渡辨にlj鉄心を傷ぬく盛栄が題め７やく、した/べ･つ７胞作風Ｏ

　騏互跨溥涙数が他穏でさ§程漑の七〇で沁ら２コ乙ご祢る。第２、タ図ぼしり回の

　終端乞陶扱した陽合０オッシログツムでめる０で、終端を祗芦しだレ酒合Ｏ

　4-0 0 k V A、/､ｙ∂ごﾌ追し/月０オッシログラム玄禾した０が那２づ∂図で

　での万ッシロデラムから七魅棚凪の結合採取が小さいこ乙含即台こ七ができ

　乱

U M ＲＳニ／∂･ｸ∂急

戸

　　　　　　（ａｊ　　４∂∂　ガレ’/1　　リm　　　　　　　　　ぱ）　/;寸∂∂おz月　　vm.

　　　　　　　棒２バ０回　終端短絡した跨０鳶裳ツンピーダン入

　　　　　　　　　　　　　　と他祖へ○誘霧淡形

　ノｙバ■)　００　ik　ｙβ私電職０巻線末は騨Ｚ章、２､２う頃に轄レレこ座べた如く

二層、塗柚巷々翔で分載薦包、隔絵毎働法で二後塵形結線である。したがっ

てヽ各相纒輪心昴ブ帰雁／、3 4 I'llO ^前回を参照によの畑５お（　薦申口同

廊の雄輪が鯛めら札てい５併合のみでなく、他掴の坤軸と七コ４）レあ６いほ

下こレi）レとばっ？納まっマい＆。芒れ故に鴻０中の績輪向で静電的、覗磁的

に他合してＵる。今しj梱に亀瓜を印加する巳、／啓曰０拐輪はソ垢の２番図

の諒輪じ司一滴中に納まつマいる。また前座した分岐線ｋ反対側に巻か栽て

い西ｐはり担の５番日とソ垢０／番回の頑輪乙が回一滴に納まってい５．ロ

榴とLへ/相ｋμ引力姻享（ヱ０爽験では鉛娘）側に泣い所で閲べる２、Ｕ叔の

４祭回とりmo 1 mmぱたり相の／番目の頑輪どし八ﾉ相の４番司の板締が目一

滴に納まっている。したがつで、当訣柘屹鍼では華壇、織形脆毬線０場合４

り結合係救が｀大さくな＆ことを卯６．第２､夕回の誘浦液形ぼ終端包前枚し尨

詩でめ＆のでへ終端色知略した肝０愈あわｔマ、わかり腸く図禾したｏが。

　　　　　　　　　　　　　　　　ぐS‘9）

Ｘ
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／ｊ

茅２．ｙ／図ざ易る。２Ｑオッシ1コグラムから、終端０･陳弁は侵入液が･侵入し

マグ∂メら以と丞茸しで親幻れ７漱＆のがわかる。

　ここで論じ｀マいる０ぽ／クメzｓ亙の乙しでこ　それ以筏０現家は本草０峰２、

３節で密ベるこじにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾚ/（りー(ﾝ）

　（

しj

リ

レＶ

ａ

く、

（

（

）

μ

ｙ

り

むﾉ

-

　so　４４）

一座

こﾌ　）　：

忌）　：

ク　）：

レ（へ／一一S)

μＯ､／一列

　/ク　　フひ　Ｊク　４こﾝ　.y＆

ぱ）　び一μ

ﾒ/５

り相の終喘ｉ剛故し厄併のび相の｀磨滅電池

　　･･　　　短肺　　･･

び抑ｊたはt/趙の終端を㈲放した珊０誘算電β

　　　　　Ｗ（ｙ一Ｓ）：　　　　　”　　　　　　　　　μ　　　娠胎　　　　・

　　　　　X／　（りー･o ), V (. fヽ,/－Ｓ）はしy（じぺ/一∂），しﾉ（ぺ/－Ｓ）に?同じ’。

　　　　　　　　　　　　第　ふ∩　　図

　ｘク，ｸｸﾒI V Aの拓電機は二層，量穏巻，巻数瀬鸚，魅節巻で易るｏで≒

前座し巨グア，クク∂乏1/ﾉ|亮亀織と同職二藩肘にｙ寸同畑の燎輪が常Iご納寸る

とはかぎ仏ずヽ他梱の綿輪に同一肩μ納墟るユとがある。これは芽／章坪/･

ヨタ回の晟圈図より孵昌三とかとさら，すぼ豹ち，リ桐０右端より２昌回の

緯輪とＶ粗の廼贈より／番目の綿綿，しり

澗に納まつマいる。迂たソ后どμ相じの図燥ぼリ梱ヒゾ相と同様で易る。ブ

矧分ヨり本の柿輪が／ぢ本が隔経雄蝶ご塵少れ，残り／占本ボ析じ返し隔極

帯焼万巻小札７ぢり，／僻目の線輪と同相の／６番目の無齢とが同一報に納

ま７７い５．彿タフタ図に図禾した粕＜き皺硲砲徴の傷心心各旭題の相互誘算

が拝めで他の発飽機に叱して八さい。

　4 0 &ﾚ･ぷの死免租０銑舗の熹節図は挙／，４４図にこ回禾した盛りで，財力

端子に血い緯輪ｐ配置について鎖べるど，とy掴の旧すJ蛸子より／罫曰０線輪

とＶ掴の励力消子より２番回０雄輪，リ怠の２番曰の雄輪ヒソ裕の５勝目Ｏ

綿輪が同一薦口納まり，音極同じ吠憩にこはつている。まだ八/梱し町相ヒヂ岡

柵ぼ綿軸配置になつこい§。仙郷０／節曰の綿輔としj梱のケ祭目の鰹軸，μ

抱の２番目の･作輪にリ相の£番日の坤軸とが同一典内に納まつ７Ｕら。

　各揚超錬とも／番目の無輪ど／３番日の線禎噂体が同一薦に納言フており

２,のか。11.0口口V . /'夕口∂逼ソメ1杷莞扱と燭似してい乱

　以と呑発覧撒について，無輪○略置を調べ｀厄ボ，答するに発気謳ｐ各相包

鯛は匯覧綿における今年綿衆回環０ようにこ昏噂綿ザ並行し，誘苔撮数相互イ

　　　　　　　　　　　　　　　　G9ﾉ
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しグクフしλボ一夜1乙分布しこし･るのでなく二杏極と七毫吸物腿/;ｚ∂゜の庫1

隔砥七つ乙瀬内に納まつ７りるのざ。旱層巻で｀ほ誘凛係数がなしいむのに考、七

ら載るし、二着捨て図同一嘱肉におレ､？薇線輔庫絲岡口緒合保叙妬七‘乙にどい

６が、捨錬ｇし７みればし　勾一に分市し７いるの乙なく、局瓢的とある。各

梱包線扁０粕互パンダタクシスは屏２、９図の他桐へ０吻茸宛£かりみこ　極

めZ )h 1いしヽ一合展厠回の抑蛸の配蓮に2ぷつこと飢だ｀札靫っ？くることが豹

か呑〉。

　ぼに溝内○線輪満線Ｏｔ流か傾を悶べてみ乱

　軍膚、鎖形悪徳線は湾内に線軸価体か／本であるのでヘ政）しを～しＺＯ電

磁釣結合は芳丸られ６．今忿ｔＯ流れの方向をろタ乙）クガｙμ冤電域につい

て調ﾍﾞﾉ£。（琴／、３口因に収印発七つ７匙流の方向包しめしたべ）同垢無始

は糖繊の誘起電凪がヘクトか和どなるように巷いてし･るのでへ　同褐線軸の亀

流の方向は一玖する。栃垢と七電流方向は同方向で易る。ただ＼毎桐のﾒ江醤

の取り訂から、（すは菊石、誘咎電圧び平衡し尨三柏染流電圧包甘る４つ）

第ト３０図のように凱斟と一相だけが釜に丸瓦でい§。

　こ麿、亘位徳花柳ばついて鋼べてみる。まブ／／･をﾚ’、／タ４∂り∂差･/ﾉ1

0固芝子毬機０一郎左取鴎し、粕杷のお端（必が端子）より魅流乞進入した

辨０流れの方向をしめしたのび犬　第２バ２回とある。

　薦司に･らじ唇掬｡紬丿顔０亀流万1猫が同一方向包とるのμ同椙り線軸が漓に

納まフでいる溥合であっ７、抱が夥ぼる線輪ﾉ八司一滴に納まっている扉内の

各線輪嘩線０牝鹿方傾ぱ’互に反対方向にμフマいる。したが７７、前粉ｃお

いでけ瀬内の柏互インダクタンス､の杵号は正をと。り、参柏０場合は贋の､時号

をしろ。辻札故に同荊棺翰闘の桐互､ｲ･ンダクタンス､内･蓉の椅号、買抱り紳輪

廓で〕ａ溺の折畳どな石、尺ケースｏ池動ダンビーダンスが？ヶ－スpjいより

少くな呑こと･を昿Iる、当畝伍胞誕ほ紅鶴、分布、分寂滅惑で隣禄雄視太包蔵

用しマいる。

　ごらにこ／弟-7章(D 0i陶回において告絹縮輪Ｇ悲流か総丘聞べる包、分布、

嘔和悪、分数薦包回おいては／ダ差ソ、／舅乙ｱθ∂洛びﾉ1ど司様に溝内の

坤輪営無０遮流方向ボ同一方向の陽合吋同禰韓輪び納まつマい５喝ゐヽｔ、互

に方向ボ頑対の偽合は呉な呑禰の･嫉輪が納まつ７いる還合であ§。

　ろ。６４ソ、４３クぢ応び/4のＪうにこ（辱ハ２４図砂照）。分市、気節、敷

寂鶯慈の爆価はすべ７の溝ぼ同一摺０線輸謐線で易り、亀浚の方向ぱ一致し

でいる。

　以血舗輸の祀鸞Ｊり掴互誘噂につＵで述べたび、1司胞の姉輪０摺互誘諭は

正の符号乞とり、料掴の綜轍網においてぼ瀕の噂号をども、
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2.2. 3　漕　祭　０　継　盾

　　発電倣０遥浪浪動メンビーダしスよけ初期０浪勧ノfンピーダンスを求め．

　夕厚岸澱亘勁の蓮糸乞駆便して包線り浪動左に!検討を'ｍ尤た縮図E，次の艇論

　乙碍七，

　｜　俑ﾉ腎感光匙諏の香相巷坤は構直上から禾る０であるザ，呑細巻線向０搭

　　雄末城，石心匹悒互バンダブタこノ入が初期に2おいで吋無私され.６の乙　恐

　　焙は絶縁二骸芭嘩一岸蹟として見倣之れ石，

　２.ニ壇巷発電柚れ)将桐巻㈱ば保層脱色搾ヒほぼ目祇巨畢一牌陪とみはごレれ

ぐが）
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　るが，痴輪り1巳醤にぷって湾内に他把線軸ど納きる桝ほ，相向０.棉互,1ン

　ダクタンスが局個的にZ卸いて禾,§。

3. mn･に同細抑綸び紹まってし1 ~^m- om s.防毒は正の鴨号をと＆。莫迦織

　輪が納なってｕ６騰の相互｡瞭酋は爾の叫号をとる。

４　吝相老慨朝の徊互勝浦鯖らが淑さしい易合におい７ぼ各細胞!S§i.g: a一咀沸

　ど悒敏す２ヒ呼｀で｀きゐ･

ら，二層，分布胞においで，図垢線輸がすべ･こ同一溝に納まつ～いる湯呑14

　同侶内の幇輪箭の躬互誘草のみを尊えれば14し。

６，　遜喪波動ｊしピーダンスの初期にこおりでは鉄心を遍しの禍互インダクタ

　ンスび小さしｈ　これは釣いこ内の暴皮効果□よる。

§２．３　固定子遡線£）座食牧動ズンピーダンズにつしに乙

　　第２２怖才｀ほ湯池液動メソピーダンスの初期12ぢけ＆派動インピーダンスを求

　め、夕謳綿系回跨の理座右廊回しで諭じた．本節にfおしに召は過激派動ベンピーダ

　レスの状形･１分頬レ　腸浪浪動・インピーダンス丿夜形に及ぼす巻緯方式にっいで・

　べるどじ七に2司朗の波形にっし17鮮打することにした．

　　２､３寸　泌寂波動ツンピーダレス液形○形にＪる分類

　　　　匪忿=手毬誠の原灘バレビーダンスは佗喘12おいて葦泣電流を池入した絣、

　　　莽ｙ悒の反射浪がお端に掃っマ衆る鳶の友形を以っ７表わこ栽る．

　　　　棒２､２艦に易裁いた原覆ｊン･ピーダンス､液形をそ０形からχ恂するじﾆﾆ£

　　　りｋはる、了なわち、終端よりの反射浪が伯端にＮ帚っ’さ末５配

　　　巾　盛攬インピーダンス液形が｀大体平滑な七の．

　　　卯　世霞ﾊﾞ「ンピーダンス反形の申頃（液爾が終巡回到釜したヒ秀九られ５時

　　　　I'Si )がヽら筒射我が畑鋤に到濾する逢凸傷を生ずる七のと女る．聶渡ｊンピ

　　　　一ダンス波形が尺体平滑芯液形紅.禾しマしlる０吋千∂∂寿し//7、/.よ∂∂

　　　　追い冴’および厚戸７ぶ途ソ月Ｇ竃牝糎で節る゜また徴獄インビ‾ダンス

　　　　波形にこ凸部左生じＺＵる当の吋．／／、ど）ひ∂差し／／l、/ぶ∂.ク后し/月、

　　　　／ｙθりりkV Aおよび略∂必し//1竃亀鍼であ乱

　　２､３．２　１直寝液動インピーダンスに及ぼす巻嫉方式£）影智･こついて、

　　　　把電織の巻腕方式ならびに朕試亮屹撮の晟同図ほ屡ｙ皐騨/、４佑に畔佃し

　　　７おいた．したがって、本章口おし1で房命中の竃亀徴の魅擦の殼向國ｔ参照

　　　し、　芭緯方式心､り来る旅寝インピーダンス扁形への影饗につい･で礦吋するこ

　　　と□する．

　　　|、　　4 0 0 ^ V A、/､ぶ0 0 A V /J 柘胞据は摩層、鎖形葛巻綿であＵ、し尨

　　　　だって、擦／．３６･Ｓおよび那７ヽ３０國の展陶回の如く、呑燎輪はｔ妓ぞ｀載

　　　　の蒋にこ納めり飢ている．したがって、膠２､２節におりで崖べた抑く、肴桓

　　　　巻搾向の旅心傑皺ざ辞め一引|ヽヽご＜、舟に単位銃流が綬入した初期において

　　　　ぼ　鮫心０か既知羅にょり旅心感佩＆価.鍬が少く、鵬合冴戴が｀煕履Lさ札乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごに）　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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また、|同森旧同相向０柵軸り禰互誘算'む遠めＺ小さしいものと希ｔり飢６．

そ狐故に峰２､２萄の牟池通り、領漏、鋤邱胞０－細分０魅錬16軍一回勁と

秀ｔら札呑ので、ｊ､勤インピーダンスは騰闘に対し一定ｋな＆。すほわち
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簒菊巷述線乙あ５が｀、畑榔

善隣短錐甕丞で１)るので、

を０巻郎坤輪の泄㈲図は辱

/、２φ凪ぼ禾した画りに、

同朋Ｏ 隣極(ｐ搾絢が同一薦

囚にとコノO レ、下コｊ)レｌ

μつマ納まつでＵる、した

がって、こ０場合μ同廓の

隣極同の線輪は静胞的、お

よび電磁的に鵡心している

が二　乞の綿価が袷鍋０線精

から隣極の泊端線締から６

唇目ｏ作棹し践友希狐の回

廊の坤軸巴扉卯で路合し、

終端にヱ畦しＺい§。２０＆

心な旭･線の耳楯回廊la茅２、

／Ｊ国で図禾これ否。

　この尋凪回路は初期の部

分につい之求め厄七〇で、

他傾巷細口つヽ､トＺは考廣し

てｕない。徳桐０聴牌吃､毎

凛了るに姓めマ複雑尽七の

とほる。また錬輪グ本０畔

価國路吋、櫛子型肺／験回

距にし７考し　コの皿感二手

回所が継鵬して回心乞芳池

だ。

　聶内の線輪落雁自の胴互

Ｘこ／｡ダクタン入ば前約で皆

べ巨派りjLの一所号をとか。

細輪㈹の誘纏係数をオ七５

と、莽２バ３回Ｊり／つの

分収胞作で３組の姉輸向直



し

　列落奮を･しつａ回路が考ｔら礼るので≒靴瓜番２類以の話家我動ノン已一

　ダンÅ栽形竃廊してｕる２とがｵつか６．

３．／タ. 0 0 0 -kﾚ’ﾉjは二層，重･ね胞，３簑屋形前県でめ＆･今弗/,２ソ回

　の賎順司を恭照し，び趙胞擦の旅輪の配贋左芦べてみる。今寂湾。　勁葡を

　藻極禄統であ＆０てへ呑屋０同抽練輔は隣極０胴褐線糖と全部が同一角内

－に納まつでいはりので。　４３グタガレ/月，ｐ魅機の辱榴回略い４興ほつた七

　びつで’ある。リ廊の内ブつのみ政胞線の導価同彫を図禾する乙昴夕づ４図と

　なる。こ０尋価回路ぼ／分岐巻禰のみであかのてへ　同相で几ﾉ旭の２つの分

　　　　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　　　　　　　　　　ａ

（慨輪番号）／ ２ ３　　　４　　タ　　　６　　　ク

ム

ａ
　
Ｋ
　
几
一

　　　　　Ｍ

第２､｜略図

８ ９ /∂ ／／　　／２　　／ｊ　　／４　　ノダ

館輪りメンダクタン入

　･･　対応炒覗豚量

　･･　巷回朝即電な量

舛輪部静覧捧最（入口ヽツト内に於けるj〉

腕輪向相互インダクタンス、

　ダタ、∂夕口迢t/月　ぴ芭腕の等価回恥

　点差塊、ごふ、２は他杷０庖線にぼ騨れマいなレ≒司一分汝線中の怖輪向の

　桓互笏婢吋染３クタ逼㈲の巷臓よ０ば少い。

　　当畝発電撒ｐ巻擦吋前忠した如くう重屋形錦線で、将廓とも３分吹聴線

　が並列になつこい５．をの分政包絲げ)内７分吹聴線の伯地に2丘い前輪巴他

　の分岐聴織の艶遡に丘い綿輪どザ同一瀬已納まつてし)否。例包は心廊で｀は

　しん分岐巻線の恕洲より３番曰の絲輪としし毬輔の終端の坤軸(娼地より４∂

　番目)とび自一袈已剽蓉つてい５．か力ヽろ場合に2河当貳静慾約、電磁妁誘

　尊びある。　こ０誘尊電荒液おぶび電と哀ｆ伯池、絶端に向つで瞳行しマ行

　くことが芳九られる。

㈲　／／。ク0 0 -kV肖は二層、重ね庖、２重屋形前線である。第／章竿た３

　拳固０頬圈固より、／厠の芭癩は荊岩した選り２つの分政惹線が並刺しマ

　いるその万｀、迷説どれの分岐巻線吋隔語廉鵬で友左に穏いている。ここにこ

　つの分匯色癩朗£)㈹撮左顛べるヒー方の分坂巻線０帯端lことい線軸ヒ他方

　分岐錬の艶端にこ洽い線葡ビが同－滴に朗まつている。そ裁故に蕪内で晋地

　にとい錦輪沁ｏ静を的、電磁触誘尊ぼ誘噂亀叙栽およびJ慾光衷として、そ

ぐ研）
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　の分岐巻脚μ）伯洲及び縫端に=向っ･て盛行し＜行＜。

匂　/，θク∂乏ﾚ･月は二層，宣ね胞，分叡,茸・　短節巻感練で，／監盈形声域

　であ§･% 1. 3 Q mの台畝兆覧撒ｏ巷舗頬刺凹より　各杷葛線i4隔経萍統

　で，と記し冷如く／重屋形地旅であぬので，釘逞し７機輪ｔ紅醤し７いて

　旧嫡収り第ト勝目０相輪は／と5咎ヽ耳の擦軸と同一鴉内にあ５．３蔡回の絲

　輪は麟姉の慨輪ヒ同一滴内に納Ｊつマリる。ｔ耽故にダ懇囲の呻輪ﾉｿヽら，

　／６僣巨rの線鰍衿ぷび３啓曰の報翰ひら終端伸輪へｏ括卑吃攻波ぢぷぴ電

　変双ぽ匍瑞おぶｰび｀終端に向っ７そ八ぞ拡宦行寸乱

向　４Ｑ　ﾉれ/4は二層，窟４包，整ぢ澗壱ぺ＼　／雙屋し結膜ぐあ心。匯兆う知ａ

　啼極度統法･と卜　～極毎岫£）満載は･３であり，／掴分の感慨･,４打りぶし･く聴

　やれている。／趙分の尋頑凪芦吋第／，４４図乞参はして胆ﾄｱば求めること

　小でさる，

　　当該僊党議ぼ上紀しii. ■/.0 0∂冷し/ぶ発官徴四司概六司圈芭線０／唇日

　の瞑締ビ拉り返しの最初の最初の線輪（,助刀結子４レリ／５恐ヽ包り微輪）と

　グ司一測にご粕まっマいる。したがって.j二記纒聡磁と燭似し旭相軸配置を

　し1 U g..

　　以,血禰々の映紙包電桜の機摘配量について　尚梁ぽものは耳偏回路乞回

　禾して説B司し厄が，君約すると，同袖聴舗ぱおいてむ硝に渡い紬糖ヒ終端

　L2忿い首輪ヒザ同一滴内に剤迂ってＵるよづぽ絲輪肥徽しこはつマい５隋合

　にこは，芭漫波動メンピーダンス波形回凸郡･乞生じてい５ ｡　一方回廊０線軸

　分畑端より順沢同－鴻にこ納まっで，就姑に2淮すゐ二層巷塵肺　ぬるり，ｊ畢

　層聴巷線にこ昌いてけm 'M -K m Aレビーダンス汲形は平滑阿液形であ今。

　　掌着は以この敗包複のるため，穏回収痩４回巷，／司包の巨一長ﾉ万約２.ぢ

　肌，線翰茸頭の長１約ぢぢ＆斑ｏ所にヱ薦口納力回札マい否こ乙を神領して

　斗ぢ　○几　ノどけフしぐこニェーム諮乞貼りっけた機輪口本を庚珊して　侈Ｚ,/ぢ

　邱にz禾す謳由ｏの柿軸配置にこおけ５,惑巻踪の感濃波射メンビーダレÅを測

　定しﾉｾ。湖ミした道濃液動バこ。ビーダンス，の万　ッシログラムほ導２． ／心図

　に禾し/包。これらオツしログラ４乱　Ｘ，ＣおＪび｀ｄは帚２づ占図の栃肺

　ａ，ぶ■ ''-1G cfび厦にそ机ぞ･乳対応し･７い呑吝オッシログラムは向っ７圧

　俑い４終物之剪芯した爾，右伺い１荊枚し厄排のこ乙○で易る。こ○圓胤におい

　て直列低札差／タル迂とし( 2. 3ジ式が戌立す§４うにした。

　　第２コら回のオッシログラムから初珊にわけ否各液形は曰一万，初期○

　波動インピーダンス，はヨ３∂迂’ごある。入末変流浪が嶮行するにこつ双で，

　昏惑頻Iの液動バこノビー｡ダンスは興はっマし|§ヱビボわ小る。ま厄終端乞⑤

　池した掛し　嗣衣した群とて∩戎入禾涙が終端で反射し，反別浪が俯姉にZ釦

　糖する席０翔の既知イしピータン入ば暇なっマい否。以下我験所呆にこつい

　７秀湊すると次の皿り才あ§，

　卜　眼一回路の既動／fンビーダンス，ほ（，２，３９ｊ〉ズレ

　　　　　　　　　　　　　　　　ａタ）
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一 ‥子(言刊り （２、３り）

　　　　発電掘穏線でla（２､３タ）式０茅２凋12貳る彩響より毯癩中り魏輪向

　　　お４び゛柿崎グ丿レプ槽互闘の相互インダIクタ｀ノスが蔵靭イしビーダンスロ

　　　影智を与えでい６．入栽栽び終端ば自フマ雍行す６時に旧ａ國はグルア

　　　閃の禰物剔にこおいで、廊互.イしダヶタン入燃£の竹号をｋつて効いマい

　　　g. p -d m Z' ＼3:きらに、他０グ）レプの坤輪ヒ０咄にＥｒ）所号０相互、1ンダ｀

　　　クタンス､び効いマいる。C izl12おいてμ２のグ）レアヒ３のグ）レフ・との纏

　　　輪向に濁０玲子711相互パンダタクシスが卵用し、／のク丿レアヒ２０ｸ丿レ

　　　プとの織絵闇71り戎正の布号で効いフレ1る. cimz'ぼグいレア向の熊輪柿互

　　　1・正０所号でI効いマいる･

　　　　終端を微茫するヒ、反射ｔ泥流旧:入戻浪ヒ、吟号、Ｘきさとｔ同一で

　　　あるので、反射電北汲は入禾演の滸と謳に相互メンダクタン入はホ阿す

　　　＆し、艦洲愈剛衣した阿は凧射吃流我は入禾派ヒ杵号を腿12し、皇行方

　　　向か滅にな石ので、ｘ澱派の旅行と同樵に相互インダクタレｘ l4 作用す

　　　５．したがって、終洲ｲ良件によって締裁液動メンピ一ダンスが頁な右こ

　　　とぼ理解さ八たと恩う．

　　　　こ０よφに二層魅々緯では鵬相箭絲内の相物袖互罰の槽ｉインダクタ

　　　ンスが、價輪ｐ庇髪により、複雑lこな５し、また終端庶件によっ７そ粗

　　　互インダクタンスぬ棺用ボ頁球つマ禾るのマ’、毯線０派動､インピーダン

　　　ヌ、河初期においマボめることがぶ蓼々ある．ま愚衆禾巻線の版畢～麗を

　　　帚二収Ｘ竃まだ巨をに隣下去を閉して棄えしているカト￥２づ５回のオ

　　　ツシログラムからｔ）かる４りに反射弐の到良敵を求め§ことは昼めて困

　　　痘で菊る、

λ３､３．亘灘液動メンピーダンスの初期著につい乙

　　勝二蒙ペ去により榔電廠巻旅０締漑恢勤－バンピーダソス、を測息し包游、ぞ

　の初期において靴起色胞ずる傷合七あり、ま后珊らかは､曲縮Ｋヱな６場合池易

　乱　この退由に?つい７差免ずる．腿減栽働ベンピーダソス､の初期の栽形島芳

　聊するにこセフマ、まブ畢也亀衷浪が固良穏線の尚子にZ鰯直し屹涛12吋．蓼初

　の加輪の猟効メンダグタンスおよび対咆無官粗砥Ｏ 一句ﾋ.を織０栽剽メンピ

　ータしλが茅２、ブ７國に示し改革指回融ｋ･してぢか貳で皿る４急池谷．

　　次ぼ入栽敬流派が｀巻旅中を謀行す§にっれで、軟心の叙灰妨犠羊が鳶華＝fｅ

八万

　　　Ｃ

填２､７７町

易らわれマ禾香２.ども唐麗す否必葵があ６.

1、勝２リ７回り昇梢･目路μ対す§唐桑

　　勝二東大法は、車位匙進を丸入し、そ

　のレ､不尽゜ンヌヽ健民.ｔ測駿寸必のであるか

　ら、草心電九戸(幻　を塊入した肝Ｑ、

r67,）
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丿りニ云鋸ｼルマ

これる

（、:2. 4- 0 )

こら･２ L Z. 4- O )式はC 2, .* / )式の如く晋くことができ６．

ﾚ/(り＝士 毒吋刮二で1戸

こふ4- 1 )式において、

涙

iil･）　戸゛く泌２

尺
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大月………フ

タ　μ
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( 2. 4- 2 )
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。子三琵二万

とする。

C ;^■4 ／ ）式の忿一西数台栽めるピ下記の遍りになる。

り　戸２＞べ２

　　ぴ（功＝士巳‾゜く≒弧九ｌｕｔ HC-ｔ)　＋う良丿巻い一首ずｊ‰/7べ心゛？り肌幻

＝三７に゛んλｕ）　£ Ｈｔ-ｆ)十気い一手ど゜゛‰λ(ω£オヂ)＼Hi-t)

　　　　旭し　ｆ　＝　ｔａぶ

Ｗ）　　β侃=べ２

Mｔ卜圭一ｚがり(ｔ汗ﾂﾞﾄ･ふD－が‰ヤ・び)ト(1り

　　千浪水心)十陪ベノヤ・心貪ｊﾀﾞﾄﾞ‾外心)

　ひ巾＝万可‰ドビ巴じ゛沁(ｔ片今人今フ仙ｉ(不二ぐ)卜田

但Lし戸２ヤぞｰ?十金＝∂の２の無根金肌，72とする
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したがって．煎制電尤を怒電粗鋼輪に流入し･

C2.4- ３ ）式，（２,４４）式も４び■ ( 2. 4.ぢ

（２,φ２）式より　μ＝βとすると，

孚こ仁

た職、初期のインは一ダンス14

)｀式Ｊり求め＆ことがＺ｀'きる。

となり認絲の波動インピーダンスla圧てＲ１４巻線の波動ベンピ一ダン

ペざあ５ｏ？≒と式が眼立す５２とははく子く汗となるしたがって常

12べく戸の條件のみど7J乱

２ 　針　奪　剥

）　c z, 4 3 ;式に尺，ム，

　　　　　尺＝７∂∂息

　　　　に

Ｉ

ＬＩニ?■0 jUH

　　　　　C ― -3 0戸戸

　　計嘩し巨紬凩ほ櫛２リｇ

　尤５べきかという２どで，

＆

ＣＯ数礁を'ド記の釜りと１６．

　尺＝２∂∂に　　　　尺一ヌ∂∂巡〕

ム＝ブ　ひ　０ﾉＵＨ　　　已

l

ムニヨ∂ノ“バ

　ＣニタＯ Ｐ，Ｆ，　　　に－ｙ Ｑ Ｐ･Ｒ

回12禾す。感慨の侵｡入郁危咎量を2･の程胤房

第こ似大､賑で貿漏した坏ッシログラムの内、

　　　　　　蔵爾部分が叱軟的Ｊく撮影さ裁
喋ふい表　帯電垣巻報の侵入呉量

た　鴉

駐βばり
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蒋蜃ＵＭ）

攻城
　趙
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の立とりの曲概左抱靫蔀数､の曲

袖乙考え之求めたのが屏２、ブブ

表である．と記のＣの値は輝２、

３圀、ブブ、∂∂∂冷し/月に対し

て置定したこものでト　堺２、ブブ双

尺二70^ O.

ム= ICDMH

巳＝ぷびr＞~Ｆ.
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の杷電緻4‘り存ｔがχさいので機外式さい七０とした。

　ま厄Ｌはi^ Z.3 m oオッシログラムば合靫す否よiフに，杵降ダンぞに

な５ようにした．Ｒは／／，ク0 0 k V /^絡電概の｡嵐狗ｊンピーダンスが

２３∂９ごあるので≒　そ孔略立い２θ∂兄を琳用しﾉた。

　第２，／ ｇ図の計尊例のR ca) laが茅２．３回しJ , w mo過渡栽勣インピ

ーダンス,我形０初期０我形に痢似してＵる．ｘきごのかからほ回図が

大体一致している。Ｖ桐の／fソダ｀クタンスは順皿し厄如く，しj , wmの

七のより相互イソダクタンスび加ｔ）呑だけ大きい。したが７７，帯２,／ｇ

a (c;のＪとﾌ･２政頭ヒほるので｀易心ボ，測足した角煮双劃ベソピ一ダン

スの初期は第２．３囚の見§如く，突｀起ガむていない，これは波頭○立上

月が廠峻であ§ため測鳶されていはいためビこし茅剋りれ９．そのヒこ吋

X/徊の取爾は學Ｚ３回のぶうμ液形どし係影され台。

　尺= 200^,∠・＝-Ｚと? ＭＨ・（3°ダクだ.Ｆ　のビきの液形をc 2.4-3;

式より屋め＆ピ，療Ｚ，／タ回ヒな石，さらに，ム茫小さくすると液頭の

鳶拠ほなくなつマく６．

　以丿二-計囃例Ｊり．双頭lだ突ヽ櫛がI胞じた

り、順頭が椎叡函数の曲婉たなすこヒボ

浪解こ玖乱

　宛電棒の巻線は衝言液［こ対してはそり

流動zfンピーダンスに輝価.対価､祁:jRを七

つＺ玖わしてい５がぺ猟ほ最初のグタ一

｀ンの月一皿僻包含甑と不パンダ｀ダタレスび樵

呵しマいることび豹かり、Ｊ巨計算結呆

Ｊり惑覧供述繍は波前ｊンピーダン入に

昇価な抵杭左七つ17我ｔ）これるヱとが惹

解これる．　　　　　　　　へ

3.鉄心内○新撰勧服

　　回転子挙ない状指口片いては測足し

四
　
　
即
　
　
岬
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波
動
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ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
洵
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　　　us ―‘-ﾀ

　　　皿）

辞２、燧図

ﾉ１丞渡液剤ｚlンビ一ダンÅ波をの初期びつ形状から、旅lし1）栽皮効凧と芳九

られ呑七の包的碓に見勤し芯’ないかへ導３輦の喬馮霖派動インピー－ダンス、

波形と本章の波形也し乙較す５ど、囚転手が坊＆珊の教頭は円吠芭帯がてい

る。乙八は執心の炊庶効飛によ西七のと考ｔら貳＆。

９乙４　原頭○誠鉄　硯歪および伝薔依然、

　　本啼にニおしトては灘行浪が溢線包盛行する騰０双頭の減嫉、無蓉および｀伝僣思農

　について働ずる乙とにすら･

　　さきに鳶悲誤認線は単－回陪として大体取り扱いうることを遂・ぐ、さらに送電

　牌と葵なる点匿初期０部分～終嫡四おけ６反射后V2あるＺｋ左座べた０ご、初期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ワo)

Ｖ

ぜ
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４

k乙縫端にS11る瓜恥がまじるまで０岡につい‘こ車一回勣の池電煉に梗用ブ否運洩

波動メッビーダンス○式包珊いて、考報包加池マみるこｋにする。

　筆－蛾笥の創始にZZ〉∂に対しマ早位龍兇を殲制的に荒し込Ｌピ、む贈におけ

６対瓜～瓦　邸9j）は次式でめりわさ札＆。

Eｇｊ°

ぐ⊇jjｼ]jy]]才:

L Z.4 O ) I･２対応する.晰則函数ec*)は

と。7;1 6.　｀j

ゝ

一

一

む∠尚⑤レケトＰｔ卵小び）

∂の泣倚の巳淘の値を茄め石と

～)＝圧4/ヤ士(会一孚戸ヤ八り

（Ｚ４心）

く、２､４･７）

Y u ^. ec幻　七目眠０皆流Ｏt巳が･廻賞液動に．ピーダンスで易６が≒　叱胤ほ畢

位政流ならため、（､２、４ヶ）式は飾瑞にぢける遜良枝聡バしピータン入ヒμ６．

すなわち、

z巾こ⑤ﾄﾔ女(晋一不作す八ダり

i 7,, 4- S )　式申 士(子一子卜む呆我を崔件Ｅ犀剋４式乙おっと

（２､千8づ）

　　　　　　　ｒ＝女（不へ（?　‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥‥’･･　　　・･･　C 2,4-ダ）

が政立了･呑辨は保嘱形心尺尨，すなわち浪速に麗華ボなしバ乙とになる・この乙さ

の液靫インピーダンス旧汗で与むら気乱

　挙ヱバm
■ #■2, 2 tzし　単２,ヨほレ暦２,夕凪，琲２,£町。昴２ノ曰および’築２Ｊ

図の樋漱慨動ﾉsツピ一ダレス包肝詞の亜薦口らヱ音〉音・昔く舌・介＝毎

のいず狐でめるか佐爾べるとヽ大体において音こﾏﾄ○傾向をもってし八るが，

1,S 0 0応ソバ，／グ，∂ククÅび力，/，タク∂差し/メ|および卜湊ごﾌ必ﾚ’/1では師分

蝕’にこは膠向と共L2液御インピーダンス,が虐したり減少したりしているのズヘ　島ごる

珊向に夕すしてぼ会）づし，普く不乙が溥七ら玖６．こｔば，茅２,３,２噴に逡ぺ

隋同期穏棉荊の贈輪朝の屑互/fンダクタレスの獅裔と跨ｔる。したがつで，聶衰

滅動ノ|ツピーダンス　Ｚａ）かり浪頭の慨蚕，すはわ･ち疎我形條件£孤幽すヱとぼ

唄難でめ乱　尚坂･改効宋にＺ伴う頭熱庫が考七ら狐るが，ビ０程贋妨いてい石○か

測遣し厄オッシログ･ラムからはつさりレなり。

　べに2，郷電識嫡嫡仰９んで応召が，シェリング，デリヽソヂで｀･測貧しμ㈱吸ｔ禾

すヒ辱２，／２葱０芦りどあ乱　扱試絲輪は新岳０ル０で，吏嗣部来る４う口乾燥

左丁分行つ尨ｔＱであ乱

　竃信緩巻鎖０畝りま竹内氏鴉，覧気板番毅酢豚の教計例より冪め?> ＼i, 3 /バ

乞畠り，　學２，７２蔑の卯ｃの慎と£職するk , (^/c.は弓ﾉﾑにtとして ･lヽ,さい０ゼI無

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ刎）
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視ごき６．尺/乙は、1･0 D"ｺ已対する七

のでIめる．　同次数が高くな５ヒ島津

０無効孤高は團蔽奴の平灯根にも例

し７唯し、無知バンダクタンス14順

流数J⊃平方根lj t£例し７減少ヽすもの

で即乙はと記の碑よりさり12佃べす

るので＼　卯乙はﾇﾉ乙回むし７小ヽさく

琲２､／２辰

湛照

応）

ひ/C

／７４し/報臍殆 £ろ恥/報咳輸

リ? I- 7 3 >^　10 ヨ.'7 2 >く　io-"-

6C） 4.タ　　×　／Ｑ“４ ｊ､35- X　lo-"-

／∂タ ぶク　メ　ノク'゛‘ｊ 3.3 ■?ｘ　グ0-'

尽､視して=も坦瓦ｔなし1.したがつ-Z. i-2.4タ）ズは政江しない０ぞ’凛行我の波頭

の嚢蚕が｀あ乱

　２､４､１．波頭の戦戦おＪび｀県費

　　　栽頭部分の減痕はとゴｔ　であらｐされ谷底露の点０誰行源の但巾の最Ｘ庫

　　吋　召ことどづ’z　で易らむずと．珊向力降朽け石霖行双の波筒癩をき石、t-z　の

　　晦０裁隅値£印とすると、執靫環栽･9は次式であらわこれ５ヽすなわち、

ダ＝立大戸ッ／(ヽtz-t,)　……… （２,タク）

を姉の揚濁波働・｛ンピ一ダンスオヽソシログラム４り巻線０戦無派数琶求める

＼1.13 ( 2. 4 ３）式竃用いる．すなわち，終嘴乞修叱し鳶時０遜渡波動ノド／ピ

ータン人才ツシログラムのレスポンス磋胆り最大郷良～ぶ　ｋ／唇目の一興の悒

尽の最大罪吟とを（２．４ ３）式に代入して，そｏ聘向内におぼる巻線の猟

叡祭
こSj謡戸脊尽≒t之め乱　か之,し７求めた巻繊０減額草付子T録弗２,ｚ双，弟

２･千蓑，聯Ｚ,ｇ表，梯２，／４双，昴２バダ秋および壊Ｚブ６双に禾した．こ

の桔薇グタバ7zフクβｙ刀椛電琉衣除い芒発銃鍼巻線の減敗祭吋∂,２より大さ

い膿で易乱　／ダ6）ク･ﾌ逐ﾚ’/l柘危扉の減痕率が貼さいのぽ反射漑の蔀端に

到萱した乙乙在他の花亀微の砺合より珊瞭に知る・とが㈲禾ることからも榔

命でIき乱

　飛めた減姦年は∂,２以丘ｏ値で，特にＥ柚－柏した尺け.一入に弓いでは，

各発電滅と七減瓶察が｀大でめ乱　その瓊句ぽ次の如く秀丸られ６．

　一般に透悒頻て∩戎減瓶撮数丿ほ次式であら寸つさ武石，

ぐ=一子(子，士ｸ く、２､ぷグ）

　柿輪は歓心中に拓石のでC 3, 4-４ ）式il）1蔀ぷriS14歌阪効宋のため噌し、

ス｀ンダワタンスムは減少ヽす石。すなわち、羞＝辿＝･ゆ興効郷拠ほどｏ莉我叡の平

右瑕にt乞例しマ噌大し、一が無効インダクタンスは順寂寂の平方概に籾叱丿例

して減少する。

　嶽)む申の取次効果に伴う渦既領、お心び｀に入テリシス領の無地獄迩ｏ僻入

にっいマ尽、林、爽圧目両Ｒｏ論璽ちｆぎ表さ飲てぃる、この裔文式り、肩巾の

滋線ｏ興効低抗の償大は知６２とが才き６･　　　　　　　　　　。

（ﾜ２）

Ｖ
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2､４､２、液頭の伝播害幾。

　　送電羨にZおけき､涯賓０訊孫銀鼠は２磨の核弛亘畏左葦奮戦動インピーダン

　ベ浙かμおいて単位電気を流入しミから、曝ブ回曰の及射我が徊端口到梅１

　る色(Ｄ外向で釦つだ趙ざめる。χ電頑の屏合心屎航疾が伯遡に到業したこと

　ポオヽンレロのＬざ痢瞭であらず、微電批葛城においでぼ蔓だ示喝億万ある。

　ま庖終僅條件在梅抱、内攻ヒ徽七了測定した帰寂液､動ｊンピーダンスズッジ

　ログラムひら反射蔵在求めることは極めて困赳で易石。そ０鴛匈についでは

　　１　鉄心申の服良前沢によ后波頭の践幾ぢぶび友歪がぺきい・

　　２.穏輔方式および梅枕恚から求弓同相線輪絢０相互誘雄ロＪ谷汲凝我勤

　　　バンビーダンスに凸部厚生ずる。

　　２の二つの題胎に2より艶端よりの灰恥液の到趾府順参珊錐でない。Ｊヽ頂口

　おいで伝播定置の求めが七城行液０伝僻還麗|こつり･て盛べる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
１　タ・りｋｅ弐の伝易尿瓶の或めが

　巻擦の伯池旧衝斟電凪を那加、終端包康胞し？おくｋ、終端で咸ぺ禾政

己符号反対の攻ぴ反射我ヒなつマ粕埼に婦＆．匯行衣か魅織ｔ一往復する

レ　ー邸期の亀圧獄動が収められる．危線の亘長乞ム乙　喧行漑の伝播慮

醍ｙ以加Ｅ　岡明左万万５とする（　次式疹戌立する．

よって

２ム＝ひア C 2, 5 Z J)

２

　　　　　　ひ＝チ……………………………………………（２？ヨ）

ごらに。練輪端部の伝播諏旅吋溝岬のツ扨とし、魅線０等価亘長ムを次式

で茸㈲している。了ｇわち、

　　　　　ム＝（ﾂﾞ､ｇｚす∂、グ∂）り………………………（２､ぢ４）

　　　　ただし、　ｊは漱部の辰こ

　　　　　　　　　口は腕覇／凪包の巨長

　　　　　　　　　Ｎは包蔵の全感巴叡

　ヵヽくレて求めた老慨０伝畏密農ぱ／心､９うレＧである。

　菌炭激動インピーダンス､Ｊり伝帚澪漑之求める汰

　屡二架大志で馴定これたオッシにJグラム、の波形弑、二つの部分からな口

だフえい＆。すなわち、第ブ回り反射波が略鵬口帰つで末る巨０減形はそ

０感線０級友洩動インピーダンÅを与剋§ものぞ、だの慨-１）振動栽形心、

巻線○豆長をソ４入の微とし瓦徴動とでめる。

り　｀且漑我動インピーダン入の仮形ぷり疏播急庭を求める塞、

　　草層巻、鎖形義巷鎖では右側聴慨は初期においてｙｔ､そ噸独並した畢

　一回路と芳ｔら紅唇ボ、波頭が匁歪してくるり斉相老峡間また同廊巻線

　の錬輪紅12相互声溥ｆ初く、したがって今漱鋤莱回路として考えら載西

　ので、したがって試験珍一入ＦＯ浪濡蔵葡ｊンピーダンス､ぷりＲゲーペ

　　　　　　　　　　　　　　C73>
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（ﾆ?，アタ）範式より。
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となる。

　２０Ｅ細分液如インビーダンスは諏電蹄に石け函鯨同液じ6芳乞られ

６七ので＼波頭０微歪び少ヽいのでし　２０正相分の反射漑の１］曖点は糾合

期瞭になる剱で拓る。ただ｀柘電櫛巻線は低瓶線ヒ２とな肌　練向汲が少

ぐ妨･しどが対地波であ§こ匹相互インダクタンスの作用衿ぶ･び｀誘踪

疎敷がむ昇t２分拓し７いるので怠＜　局部的に艶繊しこ存をしフリ乱

　# 2. 1 Elの４クD Hi y /＼発電撒０？ケース, -R b- -スの屋渡波動/fン

ピーダンス£♀屏肝向柏に転彗し，そ０赳すはわら　'Zp―iKを６捌心フ

し17求めたのが第2. 2 i5 glである・　/,タり∂涛し/月　宛庭以に対して或め

たのが，尽２,２タ問ぐ５§。
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ｊる肝1司＼L 'Btp-eふlｔ氏の環衆にぶり朕めた値、さらに還漑我動ｊツピー

ダンス液形の國有佩動叡より求めたのを叱靫したのが弟２バ４双式I･拓る、

２の玖かり囮るｚ ^ la 'Bo^-A/ne.民の楓猟μりびに寸ｏ四有同期から妓
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めﾉ之毬線乞往

復するに侭す

る時同14助演

渦動イン亡一

ダン入より我

めたものＪり

時阿が畏い。

ごれに延寿法こ

打す否巻践の

也攘舛同でぱ

ぐ　高禍栽分をル合めた合政亡ltた七のにれする固有團期であ§のブ、

町有同期吋次築に:噌し７行ぺ　したがフて、邨りｋｅ玩撮帑おぷび｀ﾚ４波

畏り同期より親めた伝部画報は晒嶽液粕ｊンピーダンスより求ぬた七の

より杉･そい息良２なる･　そ瓦故に伝帚咀度は諸夏激動・ぐしピーダッス４

り昶めることを俺漿す５．

§２酒。結　　　酋

　　両転子を取り除いた吠倆ぱおける冤電鞍益線の嘔渥波勒ｚrンビーダッスｔ測岸

と発発撒巻雄の廠行液の伝碁柵雌包論じて禾だ。２乳盆暮めすると次の倣ﾚ)であ６．

　Ｌ　穏練の畷渡液動ｊンピーダンスより初期における激動ｊツピーダレスを求め

　　三桐諏電線の対霧分インピーダンス､£)考え方を誰入した齢釆、

　　０　軍沼、鎖形巷冤此諏の包線においては一粘葛線対大吃囲涙動ノッビーダッ

　　　スｋ一部対大池こ癩向液劃インピーダンスヒぽ等しく、三箱一価大咆剛波動

　　　／fンピーダン入のそう老である。この三つの波動バン‘ピーダッ入ぶり対水分寂

　　　動バンピーダンス在求めると萍細分と正尨海び尊しい。しとがって発電機聡

　　　節は汐璋流両回祀ｋ考九るより、畢一回路として寿巌すべきで柘翫

　　朗　二塘。豊一栂攻柘電機の巻線においてはー粕老線灯大叱向ヒュ聴癩対大応こ

　　　穏節句涼気インピーダンス、ｋ吋彼将が踊僅か低く、三禰巻雄－括大叱向涼動

　　　バンピーダン入のラ嶺したものぷり大きし･。こ栽は屏扁膚Ｎ)相互メッダグタ

　　　ンÅが扁の防号ｔこむっで霖用し７いるので、研層聴と同様串一回隋として房

　　　齢す呑ことはで｀き私

　２.発電袴巷流の琶渡液動インピーダンス液夥は大きくこっの甑に分類され５．

　　－７１４厚層巷尨線に弧る平滑な旅形で、旭は凸匍包包ずIる波形で勿５．凸郎

　　をｔずるのは巻棟０伯匍に洽り稼軸ビ終埼に!泣い報輪とか司一満に納まって

　　し･る陽合に生じ｀呑もので≒　司袖繊輪咄の肩互インダクタンスが作師し？い§

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿?)



　ため･ざめ§。聴叛り機輪配置、即ちj芭板方式に４り悪鯛０或漑波動ノfン･ピ一ダ

　ンス液形ば袈化する、

3.雄練の過意波動χンビーダ｀ンス液形の液偏の形吠1ごほ、図足子政心の表戌初

　哭瓦七効いていりが、しかし、巷綻の他端線輪のＸ体一巻回洩のインダクタン

　スおぶび｀対叱諦覧唇蓄が鮒いている。

ｲ　ｰ読楯を瞎行すら濾行波の涯頭○減靫ば八さく、また変丘左七易台。

５．　　巷鵬の旅行政の伝多湿農は斉褐巻線０線輪向０厠豆誘黛が揖雄に2脈函してい

　§こと七、喜行液○旅心の泄皮効呆に!､ぶるゑ微、我我のため反射波の波頭のお

　端だの到盧点が不痢で、終姉條件を貌勉て副島した遜渡波動ｊしピータン入漁

　杉Ｊり箕眼求め§こヽと心困趾で･島５．

６．伝降服度ぼアヶ一スの置濃既動ノンピーグしス液形ビ尺ケースの屋既決動ｊ

　しビーグンス液形より作図して求め§ことを蔓奨じた。
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第3章　発電機巻線の衝撃波特性(七の2)

(川転子が挿入ｊれている状態における固定子巻線の衝撃波特性)
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第３章　発電機巻線の衝撃波特性（ツ２）

　　　回転子次乖入きれてロ恐状態､におげヽる固定ふ巷猷の発墨波持枇

§3.1　幽　　言

　　本章において回現子謔Ｊ曼か禰ミ子巷雀の政友インヒ・－ダンスに及ぼ｀す船宿

　ﾄﾞこついて働すヽ１ことにする。

　　発乾複を霖の耐奮波悟猷を之ぺ､仁貧文にま回転子髄翫お､よび回転子､為政の

　如果、さらにぼ他動･巷獣の鳶果についてにゐんど働ぜヽら混ていない。阜看･に

　多敬の発電肯の｡侃大攻動・うンビーダンス七か二夙大城でヽ芙渕したので。その

　嶮果包茎にして歯ずることにする。

　　布弓ヱ瞰ば目靫ふか挿入さ｡れている吠態の谷宕･巷れの退渡波動メンピータヽヽ

　ごスを弟’乙丿表の試験ケースに基ゴいて測定した妨優につし）て克･ダ　回転子

　礁極の咎をによる鍬翰の漏澄･インピーダンスの遵幻と、回戦子石亀極に女る表

　瓜妨果につ’いて叱ぐる。

　　改琵　回転子外政乞短絡廓放して各祖巷線の危徽波釘ノ|ンビータンスを測

　荒し測芝した才ヅふロク､ヽヨム1､より回転子ヽ巷欣の庭蔵波動バンピ一タヽヽンスに

　与える影巷七甫ズ牡・

　　帳改３蜘よ剛動態叙の各椙｀巷獣の置激浪動丿ンピーダンスにな瓦る影冨と

　参測し　九才、ツシログラムにて説困（　制動巷政の更煮波動ｊンピーダヽンス

　に与える鳶果につ０で剛打一的に説明する。

　　第ふ斗めにおいて、固定子巻轍に単辻電光七洸入したと芒回転子巷寂の問

　働子に誘起する電灰を測更した結果に息づいて説毛し、回転子の放履の表辰

　妙哭、および罰包子懇献と回転子庖欣との総合の度合について藍べヽり。

§3こ　ぞ貳の意表寂動イゾピータうスに与九る回転手の影響について

　　回転弓､力ぐめう状態にと)yる剔丸子各柩参寂の試験ケース､に対する軋煮波動

　インビー－ダンスのズッジロデラムはヽ腎録に掲なしてあいこ。氷瞰で岸回転子

　縦組の銅定子を敷ﾉ)且激波動ノ|ンピー夕ヽンスに与瓦る劾簑にっいて迦べる。

　言｡こい　各垢芒康のえ波波動/3ンピーダンス､波形

　　脆悦発電｡榴８台のえ裁瑕観し1ンピータじ入才ッシログヽラÅ乞紀明する。

　ヅ　斗(う○九万Å毛電。槻

　　包蔵子沢神入を肥ている状態､における固定子ヽ胞叙の夏霞哀動｡インビータヽ｀ン

　スのうち試験ケー入Ｐの各相参政の盈波波動ｊンピータヽヽンスを終端条乖に分

　けてて匠ぞれ一節に医示したのか弟３丿図である。

　回有子沁住い状態にお少る各省の藁激波珍χンビータヽヽンスま大体阿一で勿っ

　七公、祭３バ図のオツシロ尹ラ八汰ら回転ふ政厩のだ｡め各癩の波鎔ｊンどー

　ダしス戻昇なって･いるのを灼る。なあ波頭の立上り択円味包もって末てい５

　　　　　　　　　　　　　　　　　(恂
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　　　　　(の　経鋤洲枚 （6）終島脱絡

蔡３丿図　400-krA Pヶ－ス

　　　　　豆衰バンピータふス

遮極の影響が肋ること次一たうなづナる。

次に試験チーズP.Q.S

およびＴに貯寸る口

頑のズツシログヲム　ー1

を一譜に粟偏て否示

し把の裁降弓｡３図万、

ま裁ノ|ンピータじス

波形臣ＲＯ．Ｓとも同

一波形己　Ｔケース

汝酉味赴糖び｀箆波形

どなっている。

総ペケースの才ツシ

ロゲラム､もぼ示して

恚い牝。

９９－ ･ ． ＆ - ． ・ ｊ ． ． ． - ･ ● 、 ． ． ＝ ． 題記３､猷糖と

蔽極どの恚片

位置を示した

の■m%3.2M

で｀肪る。この

図よy)Ｖ垢巷

家でよびＵ槍

包収峻畿擾ど

姉応している

ので屋哀波動

インピーダン

ス､にに回転子

弟ご2図　狸定子猷映と回転子我我

　　　　　とので対社長

司翫子か栓い場合との主なる毛r嵐かな欠のこ点で勿る。
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Ｇ）各波形の初右の突起部か栓べなり，円歌之帯びてし）る。

(io ;silMの位蓋によい　各潮の亘衷波敦メンピータヽンス状冥つ拾波形となつ

　　抵。

口居○○希豹い愁電朧

　枕験ケースＰ.Ｑ.Ｒおよグシにづいて各胞の遺衰波動インピーダンス悒測乞

した。その他薦各梢ども同一挑朧ケースに片して咬よ槍同一の且衷波動イ

ンビーダンス波形で肪０，奴,つＰ.亀お士びＳケースにおりヽる各廊○逼政波和
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.ｲｙピータじス波形庁同一で勿る。茅３．４図ぱその代表むオッシログラハど

して，ドケースＵ福とＲケースの才ツンログラムと云しておいた。固艶子露

心参㈹鼻で坊る。

（５）切00槍か発電槻

　盲兄子巷数の亘波浪動jンど一テンス極貧験ケースＰ必兄ぷ,およびＴにつ
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いて各鰐ども釦怠した，化表勾抜才ツジログヽラムとして，Ｐケース,の各地の

j1衷波ｔＭンと一タヽンスの才ツシロケヽラムと，ｙケースの才ヽヽノシログラムと

と示したの戻集３．５図芒める。この才ツンログラムから各桐巻欲のえ泉哀動

ノンビーダンス択そ肌ぞ収冥なつてい否こと包蛤否。弟２車集２．７図原はヽ初

期｝でおし）ては各垣太大体巻しい煮波波ｔｊンピータヽヽシスで勅つに。今目取子

成薇己固赳子各廓嶽廊乙の乖址位畳色感図で示す已蓼３ぶ図の且りで，濾内:

の上口jJしと廬liとの関辰なＵ粗と７鳶いこの政雄次咸,誉丿雷に対応し七蕪に釘

貼　Ｗ廓の叙輪改良覆頂Tに崔置している。
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　ヨミ子柊貳の豆炭販匍インビータヽンスま，試験ケースＰ｡<a.R-.sおぶびＴに

ついて冥測ぱ梵。㈹表峻坂才ツシロヂラ八としてＰケースの各迦返疲インビ

ータヽ　ツスとＲヶ一入の亘漱波粉インビータンベのオッシロデラペと示したの
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収集３．７図々ある。ｔのオッシログラム心り回転子嵐靴による各部の農波波

勃ﾉSンピーヂンス状そ殴それ興政つた波形ど故つていうの沢分る，各廊態縦

/)廠恥ヽと回転ふ廬板どの栢対夜£ -feTEIJxしたのか察ふ８図である。吝極毎栢

の洙数豆５で。第3.8 Mに禾した七く同一浪ト2同－趙の叙奪か惣まり，Ｕ把

改毎甑３舜ども故厭に面rしてし)５か，他のこ垢の内耳廊に２燕．Ｔ槍霖丿落

となっている。

布石､８図　イヨワ5價｀A囲友子練輪ど回転子鹿屋どの雁対枇置
　l

、.

］

ら）45.０００岫嘔発電成

　剔兄子為政の且渡波動丿ンビータヽヽシス､戌他験ケースＰ.０および尺ケースに

ついて実測し乙での一例としてＰケースにおかるき垢且波波散インピーダ

ンスとＲケースの夏霞波動･jンピーダンスのオッジログヲム､を示し牝の火影

3.り図でヽ勧呑。回転子次なら場合の各椙荒波・うンビー外ンス波そ炭大氷同一
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で拠･つた沁，回転ふか妬る場合まその裁板の佳夏の塵いによ０各粗旦渡・4ン

ピータヽ｀ンス吹具改つて1）る。

当浪発電攻の各棺痕齢と回転子遥差との垢寸妁位麗を記禄してい＆いのでヽ苓

咀でめる。

(6) i1,000 4TA 電皮

　脱験ケースＲ(aおよびＲについて各粗荒家波動ｊンピーダヽンス左測ｔし托。

Ｐケースにおける各胞の亜衰叢ｔｊンビーダンスとＲケース乙包柊端柵体だ

よりそ肥号前分胎て泗示し忙の次弟３ｊＯ図でめる。回転子戻ない吠葱におか

Ｔ

jＴ‾石‾‾二万‾冨‾77‾冨‾みＸジ

　　　　　(訓　終暦宗族 (荊　終端短絡

第ミ10図　几000有額ＲＲケース豆襄インピーダンス
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ｙ

１

j･夏霞波動ｊンピーダンスを比巌するため革５.竹百にＰかースの各爾危激波

動丿ンピータヽヽンスを禾し牝。この両図悒比較するとＰケースの波暫インゼー

ｸヽンスぼ回転子畿漱の答鉦に41）大きく壮り，亘漱波動ﾉjンピータヽヽンス妓形

七べ化している。

瓦版子危座と吾粧裁輪乙の匍対攻気胞禾し把の次第3.12 laでヽ払否。
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（７ｊ７２０充ｙA（単褐鎖形巷）亮ｔ枕

・転宅快心且浪波動バンピータヽンス吹試験ケースP.Ql-<

杷。波頭の波動ベンビーデンヌ､収脊垢とも等しくちヰ〇豆でヽ、試験ケースP.Q

とも俗客しい。Ｒケースの波動｡インピーダンス吹-l80ilでＰ.Ｑケース､のVsO

で緬る。ＲＱケースの波動メンビ一タヽヽンス､鳶感寫の恢｡夏乙矢rこ増してし）る。

　　　　　　　　　　　　　　　　C9が）
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　（a）き廻向次　　　　　叫　終端世俗

熊３.惚司　昭○舘角ＲＲケース夏宣仙ど一ﾀヽンス

d ･ . d . i ･

当数発覧獣の匹

咆子剱心半質葺

で泰３.４図の

1,５００矢ＴＡ発電

微乙徊似してい

る。

(ｅ)４０面ｙＡ巻線のゑ漱波ｔ･インビーダンスは柾験ケースP.Q.Rぶおよび丁

について測定しすこ．Ｐケース，Ｒケースの各垢葱直波葡バンピー･ダンスを示

し牝ぷ)戻蔡３.14図でめる。

皿）経埼瞰衣

参ユ梼M 40-fiyÅ只Ｒ与一ｽの退流波動仁ビアクシス

ｊ

百昿子卜.呉と回転子胤極の額係を示しすこの次岑ヨ.i 5 iSiで塵ご，丁桓丿咎極

(９０



ｊ

４

３つの急とＷ怠の谷極２･つの瓢とＵ廊の卜っの慨の一都訟回転子胤極ど垢寸

している。この固包子暇廸乙瑳極の粕汁在置の舞概包築３.誹・０各心巻載Ｏ

亘漱波動丿ンピー夕づス波布巴奴､ら危巌○歓心に収るも○なること衆考九ら

前る。

以上回敏子坦挿入芒札た発電垢８台の固覧子息歳の蓋波波匍ダンビーダンス

すツシロヂラムについて説陶し竹本　回戦ごづ赳汪による影零七甕めると次

の星りであ乱

　巾　退波抜ｔバンビータづス汲形のま東部奴布レ谷に円徽七曹びている。

　㈲　猿勃χンゼータヽヽンス於増大し　時㈲と奘に甫増している。回転子訟匯

　　の位:置により波勢インピーダンスの増幻ならびに波形か異々つて束ろ。

　(ｍ　波戮の淑表丿および徴歪貌回転ふかない場合べり大ヽきい。

　(ｙ)玖雁点､状不明崖どなっている。

回賑子於ある場合どない場合の震動インヒ?一ダンスおよび徽表率た比敏する

と集３ｊ表のえり子ある。

　　　　　　　　　　　　　　聚５バ表

伏統更更漸

　（豹メ）

波動･インピーダツスぐ勾 露　　栽　　早

百隻ふ右 回瓢孝蕉 阿取手脂 回転子貳

４どﾌ∂ な5ぷ夕（琲） Ｚぶぷどｸ(Ｗう 瓜6､5- (TT) 混､ｦﾉぐﾔ）

か5びごﾌ S∂a iY') ∂８∂(７) G.SOiM) ∂.2ダ汗）

ﾌﾞ,ククク ﾌﾞ.2∂タ（Ｔ） ﾇ,２夕汐（７） / /
４,３ワＳ ４夕汐（Ｕ） 32タ(山 ど2eﾆ2(U) 必､琵（Ｕ）

ググ,び∂∂ 2､5ど）（TW｀） o.^ohr) 以､な玄妙） ごλ29（宵）

/､Fバリタと） シグク（し白 グクク白） ∂,３ぶ肛ﾄﾞ） ∂,が（Ｕ）

４ａ ミぶクジ(亨) ミコタがｙ） ﾀ.'79 CT)　/

　　　　胞:（ン､大組を表丿浙す

画爾子磁極の鼎証により火動バンビータヽンス汝大体４０～7.O "/oM.'Mの増幻で

あう牝　散米の方辻薗しく影鴛していう｡tＳＯＯ有ｙＡ牡長び７２０砲ｙ為の発町

禽何司軋手本よ半知奏で冶）うすこめ軋　司定子本を兎る拙､衣放東欧画賦与血履の

右在によＬ余り夜化しない

3｡9バ?。回転子為政の藍言波動インピーダンスに孝えう影響

　百転子巷政の光子と幄絡持T城して，固丸子巻数の血涙波動インビーダンヌ，

を酋載レその影響を誘Tべた。朕試発耽貧吹吽３７ヨ妄了A C6.6 Ky ｙ　1.000

ぢ∇ス（雨廃丁うで諺る。

　恂ｏＯ柿ヅ発電機においてはＰケースについて酋たし把俗累，兎裁庶動イ

ンピ一ダンス汝回転子巻暇の池子を短昿　甫攻しても藪ら収い，ヌそＢマち

熹丁八でヽも同扉で惣う。し牝悦つてこのこ台の測鬼愈果収ら包転子巷脊は耳

　　　　　　　　　　　　　　　　C8T)
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罠子息燎の是疲戦匍インビーダづスに驀裾包ふ£や

理由についてき宦寸る。

第引6図　磁極の幕豊
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心
- と戻分つご。以下その

水車発電枕の回辰子虚無ど固た子

向の構豊汝大体において茅５バ６

図に図禾した且りでヽある。胴艶了

巻寅と阿転子芭賓乙け曹駝的にば

結合さ匪てじ〕晋いことぱ屎堂上力ヽ，

ら蓬解される。ス固定弓ヽ叙毎に乾

岸をました時に生ずう廬叉の一部

ば回覧子飯ら面転子の陵極にλ|)，

回瓶子鉄Jじ匁と菟０，目転子巻寵

と蓼支すうので診起電圧戻発生す

刄。卿測他果の一例として引火ア，

岬００紅以発電袁の胞吹の池子乞

短略，梱寂し箆ときのＵ拒○盛,衷

波動｡インピーダンス（　期波路の芭線端子の牝瓦乞試ぬたの戻弟弓｡17図で

肋う。このズツシログラ八奴ら㈹るこい荊　百島子巻侃の端子の誘専官圧ば

疾や奴改労政であるととｙ　Ｐケースにと少うＵ椙乙回転子恙椴どのｔ孤姑

合辰教を牟３.汀図よ０求めると0.0 6-5 (6.5 'Vo)と敬り極訪でお合ぱ力＼芒い。

し箆戻りで庭草波動インピーダンスに応塵叙の影響欧切らわ帆ない。
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茅ミア図

上回元子血履こよう未満匍廬尿の増加につ０て

ニづ宍昇二言飯刀非圧於囲足子遡擢の登浪波動･うンピータヽじスに影蓄している

卜八よ本｡享丿川ンコ皿丿項ｒお○て説明したので，理論ぬlで唐鞍してみる。

　二土入に七夫状流込乙と尨L汰加ヽで，きる力七　その朧凩の大。洙ぬでヽ寂輪暮巍ど

ソ=トペ冬後来（胤悳慟故里と珠す）匿の両側の歯端と輿大麻輪年波と癩交

’……ﾔ二,善果（歯有漏廊欧沢と麻レ塵盾と固丈子丸乙の爽I礦皮置わ砥公皮阪の

長芒によって吸呑ﾑ）および麻輪都部におかる鎖次廬限（綻奏瑞漸奮廬吏と蔵

ず以あ治。こたら座乗戸こよう自已インダクタンス包ズめう衰式の膠尊に当ク

て火のごとを碩定すう。

　旧　鉄心のμ厘ち脆徐飽気の都分に比して庖めてﾉNさいのでこm.-e≪i現寸

囲）
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士

“｀‘………'¨゛^･-｀一－－･-l　　k;い　暇翰尊脈々鉄心この圈に絶歓吻と

　　　　　Ｉ　　　莉していう。と昨毛倆､視する。

･､;ii')̂ic 1ま一ヶの政臍尊体沁･める･こア

　る次｀、こ肛包蔵視す≒

（1）遡箭尭塵沢による営Ｅｊンタヽクタン

　ス　ムタ朱部の状塾芭第Ｂｊ７ 医に示

　す。糠屑寿廬策愈溝内尊体の中悒ｊしる

　故策ち、と鳶酉尊体のよ部乞える旋風

　も２とか､ら＆る。

　弟ヨ｡１７Ｓにおいて希位唸麦乞充した

　疹の尊体記ヱ包金｡る政栄コ尤匈ﾀﾞ戚次匈

　で表白芒混乱
・●一一 ･ I ■ ･ - ･ ■ ■ ｜ ¶ ■ - - l q ■ ･ | ･ ■

Y=dﾌﾞ

４－〃

(3､仁)

(３.？｀)

(3. 3で）

Cb.S )

C90)

Ｖ

必匈y一口ダフa.1ﾍﾀﾞ見

　　＝ニ色４守瓦ｼﾞﾚ≒うこ・ヱ､必見

　　　杷､;｀と。ﾉZ:政輪尊肺､赦

　　　　　　　鼎：鉄心の有効長

擲九の導体乙鎖次する左畿康恵μは（ﾐ3.2）式となる。

況やｓﾀﾞ･八テ

（ヨバ犬　ぐ乱之）支より

lﾀ/ =0A7rｽｼﾂﾞｲﾄﾞｰ

＝＝∂.４-ｌｒｌｃり諺・言

こと々､つて徽内､兪輪の鴬已、jン少りタンスムｓﾂﾞは（ヨ｡４）支で認ら｝ｂざ匿翫

　　ム５グー瓜尽･ｙｊｃ・がづ争リｙ∂C Hin/ZM. )……………-…………………（３耳）

穴に蕗内､年体より上部を蘆る鹿乗　舎２ぽ（３.幻式でヽめら叱）され答。

兎・一白

この廬凛加轟吋の八本の尊体と鎖皮する必でヽ．その鎖次数否ｓな
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どなるので，ｉＳユによる怠已インダクタンス心く？｡７う式と改る。

心ニバ゛今リ≪告←イ恍二）町／c心杉）

（ヨぶ）

(ヨ.マで)

それ故に鼻涌瘤謀兎による営己インダノフタンスムり堂ぐヨ。４ｙ（Ｒ７）式包趙

九たものとなる。寸な叱）も

ムＳ＝ムｓｚ十乙Ｓ２

＝ク47r£。･泥２(づ白か十牛十芯半白ｿy) （ﾖ.S）

(Ｂ､９ｊ)式より家方の獣輪尊報の含｀已ｊンヂノフタンス､ぼ家のかか映い翼、奔

の家さ迦宋い亙大きく崔゛乱　ま杷蕪ロの形によっても徴る。

(2) ifi-弁価変姦策による肘こインダクタンスえズ・∂。

　回転子の諏極前卑の肴勤だ吸口場合にお吹る紺節涜瀞直聚によ否首己げン

ダクタンスを求める。歯希部の騰豊を第三い旧図れ1沢寸。扉の轍廓専椴に単

け
て
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
ｒ
一

影ヨバ８図

求穴匠ぼよい。し惣疾つて

位聡流を充し杷玲、両歯向の起成方次．

認ダ刀乙で就)忿．ペーミアンベ汝巣拠の

巾ズヱに奸し．茅Ｂ.侶医衣､ら

　ソlc厦之

　　ヨ十方ズ

と阪う．それ故日歯更にごおウ５馮泌成聚

ズ戸えり炭

　ｙ転゜ニニク･準急労ｘぜ≒ﾂﾞﾚ‥｀…………とヨ.･9)

全漸蜜公衆苧ぶ)な歯端の巾全都に汁して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ=Ξノ

今ク‾ニク'４ひ叢々乙

]

ﾕ

ﾚ下ﾍﾟﾀﾞﾙにゴ- oA'Trnlc・優今卜≠)

=＝∂.ﾂﾋ２ﾉ２ｊｃｊリ（ﾌﾞ十紆）……… C5.10)

教西のﾉ2.ヶの奈良と倣次する撒天数歪む,ぱ

　　牡ク＝＝ク。９２長逝勺?明（:ﾀﾞ十万斤）

したかっで，亜かによう富己バンダクタンスム沁ク嵐Ｇｙず）式となる｡寸吸心ち

　　臨一心宍2返が名ﾊﾞﾚ＋月号））〈力一町沁－享）……………………-･･……（３.呵〉

　　　　　　　　　　　　　　　C㈹



吸

(３)愉竟,μ誕辰と診勁している鳶色,y)歯池鳶兇孤児』りふゐ自已ﾉfンダクタンス

　　ム才

　勘池におけヽる旋極向０星辰政一威でない迦，こ旧態-~軋已に　ぞ脹七ぶとす

ｊ，　また朕丘概心のたれ　旭地における磁浴ぼ愈端の巾かより広く反る。を殿

最歌Ｋとす５歯端漏瀞雄栄宍忿ぶＸ尤でj･)ト改さ収う。

仮一∂,４力tic - ―ｶに……….... －・Ｉ・Ｉ・・ - - ･ (:引２う

　この54は諮酉の庶脊尊床己鎖｡欠するので，歯端和鴛駿飛によj5自石イ

ククンスえ応吹（Ｂ.IB）式でめらわさ几う。すなわち

ム尤－と）｡４ ？’７ｆｊご・TEﾀﾁﾞｰｘ．り’∂（地゛恂ﾀﾞ）

y夕゛

(3,13 3

亀）貢翰粕馮完謐聚にぶる自｀已｡インダクタンスムｅ

　蝋腰端にお庁る翁尭巌聚巌端裾のも状によって多少異なう。とが､Ｕ　芙原の

形状にっいて求めるのぽ困敵で豹るので∧端部を一つの円の写阿として求めて

いる。ここびぱ詳むく求幻る必乖が数いので寫単にする。

　幄練端部の長さをえｅヽこレ　この部分の漏勿朧乖ぱ全部尊叙を貫亜するもの

とみなす。さらに癩玲鴫有力単崔予､きりの瀬釦蔵洛の羞兆を尼ｅとする。し疾

ると芒の漏老随果伺ｅ池沢匈で助ら的さ此乙。

陸。付言 ……･･---･(3.14 )

　こ:の成果於火軸尊栽刀れと鎖戻する£）でヽ，靫輪:暦郡罵寿雄宋による倉Ｅｚfン

デクタンスムｅ寸（３.15）式で坊らわ乞ﾉ化｡る。す杖畑ち

　　　ムe = 0.4ﾌ心２うﾐﾄﾒ，グ(:ニ)｀゛ｅ（ﾉ1面肌ノ汐）…----‥｡･｡--………………‥･‥,･｡(3.15!）

　以上○考察より回締手殖極訟珍しレ疹,の線玲の目已カンダヽノフタンスム。，回転

子獄攻と妬萄している驀,に概ってぃる寂輪の他己ベンデクタンスムぱC3A6 3

到であら心さ几乱分悪戻試巣に用いた亮亀枕の畿扮岸亀甲形獣廳と鎖栃織輪

であるので，各自ト己づンダク｡ダンス陰乙借したものか蘇嫌のむ己カンダクタン

ス／已心言。

ｒ
Ｉ
・
1
1
1
’
１
ｆ

0｡柘で)犯4)両若J)叱綾倉／ＧよIT)拓と(:３.13T)旬の比級rこ及る。 す改函ち

λ－ム。＝２り,４７が･た卜去トー爆し≒(/十二早々　……………C3.17)

心）
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となり，１　１の中か正ならま回転才戻ある方沢繊恥の甘已･iンタクタンス衣ヽ

着レ　した汝つて巷寂の漑匍/|ンビー一タ,ヽンスばせE.で奈乱，卵際ま｜　｝の

牢か£でめるので回転子疸枇に姉して崔置している老電髪態眼力波動/|ンピ

一ダンスぱ回転子浹哉いあ合より大きくなう。

　葱の￥陶専ま七容鋼鎖奪で窓こう。ヤ）鮒，あるいは（ヨボ）司の掻の巾尤

ぱ増し秀の口巾政払さくなるの己　ムかﾉよ右寸。一方（ﾌＢｊろう式の左濃状

大乏くなるとムもは減少するので卜八ｊ・一乙乙に立づ｀くとヒも希えられゐ。一

例として＼BO0 AT"/トの廻電漱ぽこついで（ヨバてミ）拓の｛　:ﾄのや包求めてみ乱

［例　題］　芯＝Ｊ.∂ｙz　ロ= 0.3s々･n,,　　♂==-1,6 CTn. K
~づ　く左攻仮数汝

　　　　　不爾徐ので，寺ぬ若゛杷気撒唇設計学″より収めるT）のとき臼,勁

　　　　　支のｆ　ｌ申を求め乃。すヽ歓わち

匹一等句(－千卜o

乙＆ｙ’回転子の磁極により巻寂の販勒ｊンどータンヌ､汝蓑らぬことに

言呪　実測使果と一寂す･る。

動バンビーダンスか増帽する
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返由と固芝子胤戻半閉鎖蕪の場合 回転子蔵極ズ)存政の劾果太払らおれる奴
否恢は ( ヨ

｡

j 了 う 支 に よ り 映 討 す る こ と 於 できる

。
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ふ乙席　回砥子追風の鉄錯申の表叉首果Jこっしjて

　庖縦の噛斯におナう遮激波竃わ1ンビーデンヌ､唐（2.４８Ｊ）応でめら灼さ混る

　こ己芭集乙章拳２．４節否皮べた。さらに町分庄煕兆芒肥るこ已にっいてもiL

　べておい牡。し把浪って盆栽我動ノトンビーダンスＺば）は欠支万あらわさ混

　う。-か敬わち

7(え卜証ぐ≒子牛柏 (3.ie)

　第弓丿耳　弟Ｒ５匹　繋３八図，弟３．９図，蓼３.幻皿および華ヨ｡誹呈の鼠

疲波動ｊンビータンス才ッシロデヲムÅら，各波布ども破東都が割合に円味

七帯び，疹㈲と共に流勤インピーダンス,戻非増しているの状現泉さ肥う。そ

れ枚に（５ｊ∂T）式状長立すう。す友前も回釈子寝極の鉄心中の表皮酋果に伴

う膏尭による覆氏とヒステリシス,覆已浹呵わるたれ　懲戒の芙効迦兇状増し

て泉石ものと君えう。

　百瓶子戻訟い爵の親叙の且妻波動インど一夕，ンス波形には集２．４衡で鬼べ

恰切く, ( 3.18 ) ^か取立し器い。す哉的も茅丿回め反射波於廼端尺到吏す

る陶においてば同一葬に鮪哀っている同屠巷獣の畷廸向の漸互誘暮か罵双肩

鮭子欲心申の夭良治｡聚よy）殲＜作=用し鉄心中の表及効果はマスクさ此位状

(9∃j)



疼､で劾る。したぶつて百転子放置の存次による洒差イングクダンスのみ次府

加すると老える時一汝、。巻靫の疸波浪変ト4ンビーダンス波形ぼ珊返子か歓い昨

のものまり寂匍ノ|ンピー夕ヽン又択増レ伝急死良沢せ分涯く､な０波形ぼ大体

凪たものと考元る。そ帆故だ回転子の膠柾により蔚定｡ふ胞家の震動抵死、お

汝び哭劾メンタヽ｀々ダンスか碧大すると考えら胞る。

§3､B　制動巻暇を君ずる発電禽の固定子息寂○逼友波豹ﾉ|ンピーデムス。

　　水貧においてぱ刷動態蝶を肩すう発禿梶巻疾の畳表波動インヒ・一ダンスに

　ついて之べる。実測した台数収石台で。実派制動巷暇芭莉すう発ｔ槻状５色

　模擬制豹巷畿（右侃集２．２笥、集２.８２.園参照､）を肘じた発電禽犬ｚ台でヽあ

　る。

3.3.1　制動旭政包おすり場合の屁た子悪衆の夏衷衰動ノjンビ一ダヽンス寂形s

（n2β○○砲∇｀Ａ（ﾐ3.４ｓｏＴ）発ｔ枇

　別乾手巻靫の遺友,4ンと一テンスま試験ケースＰ｡Ｇ,艮ぶおよびＴについて

幇刺した。その句Ｐ．Ｒケ一入のオッンログラム七禾レ巴のが榔５.汐図である。

0 /。　　　　之）　　　戈必

　　　（の　略姉剛枚 ㈲　終遡匠終

第引9図2800剱ﾒ匹定巻繊　ＦＲケース瀧浚づンビーダツス

βぶ

趨鮒の罫合でヽ遺衷jlンピータヽンス劃定玲の放糎と｡沼良谷暇辰己の関衷と匈う

こじかでさな氷っ忙。築３.乙節において胤べヽ忙司転子戻巷在する場合と同族

虚飯による表皮助果公考えら混る。

出仕ご○○柏z二八い七〇〇〇ｖン宛ｔ朧｀

　茅２葦に藍べ分化〇〇〇丸V5へ奏電｡枇，さらに本章の弗弓。２ｊ項で｡藍べ亡，

銭ＯＯＯ七以ヽ己よ剔百の兇ｔ巌である奴ヽ，泰２章および本草の茅弓｡２丿載で立

べ牝発吃漱已訟夥一製絃貧の製布のもので，本頂でえぺる方低例助巷寂芭も

っていご琳択冥なるのみ鸚　設計良大床同－である。した鳶って遡叙方匍李

心同一で硲忿)。

　第二粟大賊冗よる悪政の更褒ｊンピータ,ンスま鴬験ケースP.O.,およびＲに
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ついて突偏し惣。その一硝を示し牝の収集Ｂ．?０図のオツ｡シログヲムで･助る。
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　割前包寂による各組色沢の老波汲鳶,インピータペンス波形の釘虚訳集３.19圓

に凧した2800有∇TAの苑更梶　ろ坦巷叙の倒置大物ツンビーダッス蹟形の七

く明ら裁でヽ珍山初垢の波動・うンピーダシス，係獣ネ琴ぽ腔録の蔡２．７表，

察２．Ｓ表rこ示しである裁｀，各相とも大きな枢豊かなぐ　波動インピーダンス

ぽ回転子どない場合よりj＼さく佃Ｏｎであ否。

　当該亮ｔ擲の回転3,故親と固定子映輪ビの班対的僕£と時･角の都合で詞べ

３こと沢でヽき改入つだ。

（う）2qＯＯＱ丸７Å（忖０００Ｖ）発電光

　ｔ衷或動ｊンどータヽンブ,ば試験ケースＰ,食およびＲについて賀測し七。拓

3.2113の才ヽソシロクヽ｀ラムまその一例である。冥利の蜷果回転3一也極の影響裁

Ｊ

こ‾る二匹フアエ二こZEノ5

　　(訓　於物廂枚 (桐　終端短絡

華３ぶ図　2卯GO昿A巻扱のＰ尺ヶ一刈
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｢ ･ ･ 「 ･ ･ 〃 ﾐ ･ Φ F W - - ､ 9 個 〃 F d ● I R ● ･ ● I ･ ･ ･ r i ｣ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ､ ･ h t t p : / / w w w . l d . ﾐ ≒ 四 = d ･ ･ ･ ･ j 丁 ﾐ ﾍ ﾟ ｰ ･ ･ Φ

ぼったりしない武　上記の辻ＯＯＯをV｀Åの発電就の松坂ご居様，各相燃靫の遼

漱浪勅りンヒ・－ダンスの相農ぽ極,めて爪さい。

　当該,愁電搬の実到脊におげる鰐丸子恨輪と回転子謳極の相対獄吏匪不咀でヽ

拓治。

(牛) 400夏Ｖ誦禿鷲就

　当該発覚我庖寂０過渡カンビータヽンスは茅こ章に布ｏで回転子かヽない場合

本草の弗う｡こい現において回転子太める場合について血べヽた沁　この発ｔ胤

に農傾沸|｣勣艶線ぐ腔鐙第２章，茅⊇。２図参照)と取リつかた場合の両足与差

陳０荊浪/fンビ一｡テンスを試験ケース,Ｐ,Ｑ,Ｒ,タおＪびＴについて実測した。

布乱こ⊇Ｅ加才ツシログラムのー綱である。季５,２う図はＰケースにおけヽう

Ｕﾆ恒のみ示しと七もので Ｗ'椙とも初恕につし)で唐Ｕ廊ど同－波形マ≒　及

釘泣か帰つて禾５堤り奴ら｡戈分具汝つてい乱漑動/|ンピーダヽンスぱ腔撒集

⊆Ｕ,表に系した七く，多衆の制動巷級でヽ勿る赳　ミ転子故極の影苓か減しヽヽで

回転子派ヽない吠態の波動／fンピーダンスに軋い。

　瓦斯子故極土固定子巷寂己の俎鎧妁也甕L改築Ｂこ図にＥ禾した見Ｄであ乱
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　　　　ａい　終偏向枚 ふ）終始坦絡

参氏22図４)ｏ紅ん僕備Ｌ制動老眼ＥｔＬ批場合の

　　　　　Ｐ犬－スロ七．Ｒケースの是渡ノ|ンじｰダンス

(5) 40 kVA兜電火

　当一該､罷電欺に小弓．２３西心凩す倭巣刎動聴映包肘して、避哀波動づンビー

タ゛シスを萌咆し七．こずツシログラム洋壮侃隼2.３２図参照Σ　第？.阻図
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　ぼ）終端宗枚 (か　終飾短恪

:S3. 2.4 M　尋０妁‘Ａそ電巍

にＰヶ－スの告屈働｡徽波動､インビーダンス乞示した。　この図の才ッシログ

ジム涙らぼ回転子息嶽の影響が出ていう政卜波動・|ンピータヽヽンヌ､京肘鍛第２．

リΞ表に禾レた七く減少し回転ふ座極かない涙黙よりふさい値となつてい

る。

　以上制勃巷裁七肘し七微零度巷像の差裁政驚影インビーダンスのオソジログ

ラムにつし)で贈｡単な説君包行つ杷。総括面だ繩めろと次の藍りでヽある。

　ｍ　帽動胤幄包相した発苛横懇叙の是波浪剪・4シピータンス波形ぱ回転ふ

　　状ない吠鐙､y)ものに額似した咳形で画う。

　Ｇ)ニ

　　一クルスより爪さ以　そｔ漱によつてμ耳祗子かない吠態､におりヽり竟貳

(叩)



の波動ノダンピータヽンスよりふ さし八

3.3.2　顛動巷朧の夏激戦動・うンピーク≒ンスにふえ５影響．

　刎拾包絞の遭遮波動ノンどーダンス心与える影署たついてぼ芝かき回脆咀

す５．固ｔふ奔と倒勘巷繊の位屋.汝第ヨ.ｚら図に禾す厠づ知二め々じす乱　奪

なの尊体を流几る贋r疵によつてとずる旋茉の一部は固定子創端より囲戦乱並

m 3.25 m

流（　濁充蓼包ふえる。

極口）､､呪　茅３に弓図の天

印否禾す磁洛､ｔ遣る､つ　引

物胞線､の尊体にぽ管猛然

尊の去則にし牝浹って齢

壱力状発犯レ　その恙更

力によって制動巷政一に底

良う飽託ぼ誕昿子眼鋤よ

と）の砲夭を減ずる方郷に

柏と　Ｈｔ孚紅輪仏冪体

の鎖久志宋ぱ灘ヶす｀否、

在た鳥耳破振動にぢして

応制動包玖の尊体の表哲

に表炭妨菓によう贈丸か

したがって官測で得られたように制討塵瞼の犀枇に

より初期にお吹る激動ｊンピータヽ｀ンス収寡ケする鯵荼乙な５．

§ 3.4回転子教組の誘起町圧

　乱よ１　が⊃○○灸７Ａ鳶避截の実剥佑果

　　回覧子巷級に単枕躯庇七光)ヽ､した瞰　回転子渡欧の節子に誘起すう電圧包

　気をし七。実測結果ぼ第３／2ら図にｲ､０００１けÅ発電池y　ＰおよタヽＱヶ一入に

　柚ナう尋梱巻獣に単比ｔ光七流入した寄の回転了-巷政のが子の誘起ｔ圧を赤、

　こと。悪転子施極と証荒子煮物の関飛位置は寥３．６亘に禾す夏９で。Ｖ廓と

　Ｕ百巷飲の穀康彦獄極と診面している耽賀一廓ぱ随極京Tに崔置してい否。

　　鸚５.？６図の才ツシログしÅより次のとどか結締づ｀少ら肥う。

　汪)Ｕ拒とア顧官回転子廬極に娃面と｡で位置していうの己　詔荒谷悪侃に単

　　崔匙流を先入して、巷政の終過で反封ぶ生ずる&.(r) Mぽ回転弓､遠極差遣つ

　　て、回憑子魅線に鎖交する磁只氷庶い、し枇恒って弗３､２６匯ｒ見５切く

　　j｣趙と了垢の回転子塵寂褐チに誘坦電£状めら哨淑訟しｈ　こ肛唐故極鉄心ヽ

　　の賎喪効果のた胤　初期ｒおいてiま故釆戻鉄心包えりにくいことによる。

　(N)Ｗ垢巷蝶はヽ３の庶物戻姦座向に血置してりうので、Ｗ厠に単位覧衡包光

　　〉､、すると一部０姦策ぱ璧向乞夏ｙ　司転子遮庶と鎖麦するめで鴛転子胞線
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　にか誘起ｔ正か誘恕さ既る。

即）格端乞市攻している珊良　鰹鴛瓦おいて反舷砲充波ぼ入来を充敏と瑕対

　の疹号乞とり，妾地してい否痔ぱ同疹号とまる。した戻って茅５.２６爾の

　よう訟経端･包勝地した玲の老侃端子の誘尤電圧家終端と㈲玖している募Ｏ

　蜂起電圧より大きく仕乱
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(iT) PケースとＱケースとで吹恪端包廓放した武略ヽIこ潟Ｊて回囁多,芭脈の誘

　起ｔ汪:状異改つてい否。寸な池ちＱケ一スに勁いてぱし　擲専イごよう他旭悪

　恢七流肛う乾式によ恐政東状映試厠に流ｘした乾充によう址乗と垢釦つて

　いる。

３。４．２.４０支7V｀Ａ発ｔ截の実測酒果

　弟３､２ワ図に４０灸７Ａ老敗者の回敢吝嵐亘の寅にの熹聯畿捌勁巻家包耽し

牝琳のＴケース､に址今る言転ふ巷暇光子のｔ孤を測楚し社才ッシログヲムを

禾した。回転ふ並並と固定子巻聚の寞辰夜置皆柘３ペツ図に禾し七屋丿)気

Ｕ堀江盆厄前に位置しているので第３．２ら亙におかる同旅蓉影果が誉ら匿て

い台。

　茅乙２６葱は４０紅ｒＡ、Ｔケース．Ｕ趙芭無に単位琶光を流)、したどき(ｸ)

回転か鳥獣の誘起管玉である。この湯合窟制動感置な咎い。ま社外3.29 M

ぼ。回転子に模甕制貧巷線乞肘し把昨のＰケースＵ廊に輦也匙充を充)、した

昨の回転子魅恢の菊池子への誘応置氏の才ッシログラムでめる｡

ﾐしりヨ。胃を子塵裁と回転子恙政どの結合につ０で。

　　冒兜子息直と司転ふ胞椴との岫合の泉合乞句ぬた九　巷概の勿姻のしスガ

　ッス甘氏ぐ亘転子懲概の物端子に誘起七肥う母大匙阻どの比を宅つて鶴合

　友として表聚する。その杷果戻参う｡２表でめ乱剥匙頁蕎状下足でめこ）水、

　茫３.コ表よy）次のヽ＝と次感諭ずから九る。

　巾　順厦彬慟避貳きあ否大　制勁迪糞忿あう把心こ鋏心荒豆る廬粟於落ケし

　　石転子蔓縦への誘起電抵は裁ケする。

届）試散ケース､によら回転子庖嵌の誘思電器ぽ胤つて呆乱　Ｐケー匹こお

　　いて骨もケい。すぼめ帆　他粗魅直紀誘善により琉能う電充優影響してい

　　うこ乙包意味レていう。

町）参寵の初期波動インビ一営ンス乙固匙子巻鹿と回砥子巻資とのめ合泉痙

　学の榎物芭利している。
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第３．７表　唐紅子息獣ヽと回転ろ塵教との結合良

懲苛漱与量げ判）
雅に朧

ケーヌ、
柵盆石

略　呑　友　谷

終馬肉貧 洛外泰治

Zク夕汐

Ｐ

Ｕ ∂.グ タ｡ユ

７
　　　　　　　〃●･･〃S〃･jﾐ〃ss･･〃｢ミ

　　｡･1“･‘戸゛4゛‾'･″i･゛

./

p〃〃㎜
訊だ?

W｀ タ.コざ 改心｀

(逗

Ｕ 汐.グク 0.03

Ｖ ク．ﾌﾟ､Ｂ 必芯

W ク２８ ∂ぶ９

４ク

漸畿句勧巷

嶽ぐ迦yし爺の

窺のみ）

Ｔ

Ｕ ひ.76 O.79

Ｖ ﾀ.訊コ 必∂∂

Ｗ 必∂ざ O.IS
　　　　　　　　　　　　./　　　　　　　　　　　,d/

　　　　　...･-゛/‾･゛゛“＾″

a帰･.■U･r声j¥SJ¶Fp
Ｔ Ｕ ∂.グケ 必きり

剤勧巻痕 Ｒ Ｕ ∂｡／ ク.二巧｀

５３万感　　言

　　以上本章で胤べて未たこ二と七草的するど次のをりで劾乱

　　七　回転子状挿入していうと亘転子親極と対だしてし)る固定ふ巻獣の力迦

　　　波動バンピータじスは蕎変づンダクタンスの増地?こより増すとともｒ近

　　　爰に赦での表衣効果のため是渡波動インピーダンス波形の波痢ぽ丹錬乞

　　　珊叫冷向の経且にっ前て波動インピーダンス汝着大する。またま項の

　　　徽歪，露哀ま普天する。　　　　　　　　　　　　‘

　　コ。　回転子悪獣の光子包短戦甫放に対レＥを子遮無の簒波波物バンビ

　　　ーダンスま聚苓しない。

　　已　馴動感線ぽ頁艶子感佩の初期波動X＞ヒ・一ダンスを露少せしめる参果

　　　を有する。

　　４．回転子老貳の沈子に継起される耽圧嵐回転子皇蔵鴛た位置してい否固

　　　能平然獣に単比電尭を光入した秀次最も大きく。豆蔵の警と姑むして比

　　　置している匠匙子息夜の場合ぼ皇族鉄心の表夜胎果のたえ　巌極鉄に淑

　　　を星る近東改制晟乞轍　回意子息靫の診起前瓦皮八さし八

　　５.　副動巷衣就あう仁皇丿阪峡七な乞還う廬康江叉)こ剌双さ肥，回転子巷

　　　暇の誘悪電圧ぽ哀少する。
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第4章　発電機巻線の衝撃波特性(七の3)

発電機巻線の線輪の対地電圧，分担電圧，および

回転子巻線への誘導電圧



｀？

第∠L章発電機巻線の衝撃波特性

　　　　・　　（その　３）
(こでﾚﾂﾞにに碧言門ﾆﾚ謡鸞)

§か１　　　緒　　　右

　本登Jくおいては乏行筑に対する発電桟巷喋の電圧分布，巻回問ぢょび梯輪間

介担.ｔ圧，および回韓写巻線四誘尊電圧について立べる．

　爽電扨壱線の苛圧分布バついては，どう/, B.o-e^i/mﾌﾞﾂ　r. D. F乱皿石ノし血β，

ｊなＪツ　ＪＦＧ必り心遥ツ　IV. J-. Fこそ芦う　左．が./ム々冗ａ七ぶｇ．飢μ/ふ１ｅ－

ゆにとて　E.M. /フし乙＆ぶ刀　大万内１助叩　三ＲＪ乙＆ｊん４必心㈹　　B. C.

死屍≒：ダλ．７ごﾉﾘ　各位の物文か禿表ヤれている．　／？Ｊどﾌ憚にど,Ｗ．＆ひこん7もむ氏

ぱココ∂∂可　66OtDYの誘冪電動m ii'-kcヽ":24000 V　回期嘸頂櫛包朕試檀とし

て巻線の電圧分布の刻受タ行っている．このこっの諭文の結諭ば下記の簒リガ

ある.

　1，暗入賞による発電籾ｏ巻線の内打電位振動ぱ主として渡行酋の直続反射

　　によるｔのてヽ，短い嶮路に衡毎放乞印加した場合ﾚい頃似していｌ。

　２，　振動周鼓数／は巻線のインダクタンス～£．静ｔ思量ｔＣとすｓと，

中性点接地の場合は　チ＝百万五万

中性感非接地の場如ま　ノ＝百分Σ=ご

　　とたる．

　３，４クククｙ　ぶタリタ刹胴同I糊額相肴に波頭長，ｸ,かふの衝卿波を印加し，

　　肺端を接地し鳶とさ，巻嶺申９線輪対地電圧の箭高は印加濡手より２番町

　　とヨ番巨Ｋ書いて生しへ　？の賄葛津は端子電圧の加ど外であった，

　４.ざウに線諭の最犬分担覧圧ば嫡孚よりｆ番目の舗酔て･，その絞高値ぱ鑓

　　写電圧の９∂外で勿った，

　ら，巻線の巷回闇にかかヽる電祗の大ざさ洋，侵），波の練布値と波擲峻麗，巻

　　綿の分布静霞容蚤ｙインダ’クタンスによって突めら昨る，

　大河内氏（/゛）陣/9ヽヨ４忙に/こと］町　寸かＶχ．れフ七，グぷ∂尺戸ｙの£相支流愁電

橘，コヨタ∂ｙ　ＪよﾉれびU　J夕句，ノコタクタ斤屏　のぎ刻安流発慌核ｔ漸綻刈とし

で，濾行波/（打する雇線内の電汪分布曲膜を求我　巻線の変圧分ヽ布?くういて論

じている．ま赳　ノ,タヨよ浙　ど.眠/しぶｉ４ﾆ既伽勺謔線諭の巷回惑のｔ圧分布冰その線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ轜つ贋部卜方げる巻回聞静電,窓,ｔと対地瀞囃嶽言とか６尽る回路禰lぺよっブ央

走されろこと乞虚べてい恥　!<?34- ^ K　ＪこＦＧ辺／ソ４ノば匈μ２亥ぶw ky,冷同期

梱細徴1てっいて実測に　珊諭的に考琳を徊えている．

CiO5)



　破酋ば第４･Ｑ節片おいて，１個の線輪の等価回路,ｔ to 沸ざ回･硲とし，巻線冰

その稗続回路として，巻線の電圧分布あ｀より･ヽ捧勒り分担楚圧の理寿式乞擲等し

線輪と個直列に捧続し片易合の巻線・り廼圧分ヽ布石｀よひ卯輪の分担電沃を謝算し

これを実験により確めることにした。竿４･弓節てりま綜輪ぶ本石弓いJまバ２本乞

服いて，燧線の対地僅圧，あよひ分ヽ担電包Ｋつき実験的ド確り，竿４･４貧で,ぱ
～転状訪の発電辞巻線の電圧分布を一掴より衝参妓汝侵入した鋤４　Ξ癩一栢

Ｌて浸入した珊含について騎じた，第４， ５節は差線。対地電圧に及ぼ｀す回転泰

磁極り彩営。さり匹巻線閥の電圧不平衡，柵旭覧流の概♀衡Ｋついて溢べ，茅

よ６貧で･洋巻線の線輪分担電圧に及ぼす回紅唇磁極の剔響，巻回鴫分担電だ対

荷頭長の関係についてぶべ４．第４ヽ７節/てあ｀いて/ま回斯孚の剪冪電圧Ｋついで

趾べる。

､§４コ　　固定子巻線の電位振動丿勺寸する理諭的考察

　固I定早昼線の過渡的電位酒動の一鮫的微参方程式｀包丼くりに宍の如き仮建を

設り’だ。

ｉ，線輪中の巻回線め対片静霞容量ぱ，その構造よと，溝申で上コイ･ﾚＫなっ

　ているしのと下コイしに鳶っているのでぽ胃なる加。これを同一と見謨す。

　亡らバ巻回線の標比静電晟量ぱ国政暴鉄心郷に算中とれ，線倚簿部において

　ば俸めて小さい加ヽ，ごれｔ一抹Ｋ分ヽ布しているものと罠畝す，

１　相互イしダクタンペ/’ま線輪朔劣よび｀肺齢中の各巻回線閣Ｋある加，これり

　を考命すると毎次微分方程式となろのて几　一応無視して考九亀　したかしって

　昏鳶回線のづンダクタンベぱ一様Ｋ分布していると弩える，

３　他相巻綿の存在｡のため，相互インダクタンヌあ｀よａヽヽ誘導涙痕ｔ奢鳳した･ﾅ

　れか斥らねび，　これを無双寸罵。

４．郎翰揖聞の凛り線の伝播塗贋牒蒲郡の巻回線のそれり約)o mm. m.でおる

　　ので･．堰リ線片斂價する，　　・

4●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　今巻回蓼冠＆る峰齢り等勿回路を鳳分ずｰると，算４り図となる．･絲翰り巻回

　線に対する回路琵叙を下記の直リjく漿め４．

第４り図　　線蹟り等価回路

(106)

ム：／ぞ回味のインダク

　　ダンス

Ｃ；大地Ｋ対す弓ヤｙﾉＶ

　　シタンベ

/く；巻回線聞のキ・ハ･シ

　　ダンス

Ｇ；大池に対す･5分路コ

　　レダ｀クタンス

ｙ；巻回線闇゛）分路っン

　　タ4ククンス

｀「

人

f･

ゝ

Ｕ

１



･￥

4

、

１

ｊ
　
ｌ

　　だ；　ノ巻回線の直列抵抗

　　/Ｖ；巻回瞭教

ぷ･ぶ１　　１相･かの巻線を四端孚縦続回路として考奉した場含の理諭式

　線脈ノ本ド対する等価回路ぱ第４ヽ1 S K 13示し片ａりでヽおる，巻勁ぱ誇練かヽ

数個かり戚十個直列に柵続された回路で勿るのてヽ，察∠ﾚ１図の等価回路乞感溥

ヵ倅輪教だ｀け縦続に接続した縦旋回路としてあｂわすことかで之る。邨４･l図

め等価回路匯回路沃｀複雑であるのｔヽ。ごれ包第弟２９・匍之併子慨準｝檀の硝

単な等価回路とがｊ．やりＫ損失を無視する（　第４･２昌４第４う同の等価回

路どなる，

所八/づ

第４つ図

Å/乙

第４う図

　今梯孚型四端孚回路をｘヶ縦続Ｋ梅統しか回路の入力端子光圧鉦伊丿　登硫

八ゆ几　尤力錦手（竃圧丿　筧流を右吻，八⑤とす４と　次グ）同係だ成立す

る。

(ごトヒ町化)(宍)…………………………………… ぐ４･ﾉ）

　ただし｡　A-n. B。．Ｃ,ｔ．～乙＼-p^　１ま戸’･り添翁で｀躾尽した四端争廻報でj　寄手裂

□端多回語のり端乖灸収七Ａ B, C, Dとす！（

イパントぐ言丿，･……………………………………………………………=･………………………,‥･l･…………･…………………………ぐ４ダ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　’　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔで･あうわさ渚｡る。　七らに，第か３図の等価回路において基本回賂妨就ち対亦で

ｊ･う場爆（　酒＝Ｄとか以　　したかってい2f一Ｄ。7　とな;る。それ故片（４･ﾄ）式

≒　六小３）式と書吉攻‾め得るプ　す旗わち，　　　　　　　　｀

づニトぐ留タブ麗)……… …………………………（74●ヲ）

（４引皮申のコ端手恋歌七ぺ曲線廓叙で海わすと次式とな乱　す鴛わち，

(･10マ)

IりS、

　　'挙

・Ｊ



⊃≒

………………………………………

　一言万ｚ丿
九云播・戸御蔵

（４･４）

　さらに　四巷回と　ぐ々り）番目と゜境の爰圧。　電流をぞク’俘り，４ふひり　とずる

と，　鯖端の電ﾉ王，電流との関係はぐ４トぢン式｀と同様Ｋ認うわされる。すなわち

ぐ穴押ぐ念鴛几ご）

……………………………………,…………………………………………………………………………,。宍）

ただし

,･1何一（λ）４返どク2－加）夕

励一Ｚ長ｄ佃一利夕

ｃ臨゛告ふ温良（７ｔ-･ｘう夕

ソ

…………………………………………(4.-6)

である．

ｏ）終端包祠放乙卦唐きの^--mmBの億圧

　終嫁乞閉放すると　．心肺.）゜ク　゛｀ある．それ霞Ｋ　と４･ｊλ　ぐ４-‘ちタ応よク

二回⊇ …………………………………………………………（４･７）

　４こｆｙのとき，･″φ帽式）吸筒処理匹より，ど。ひ,）の時問画数だ４け｡）を

ヤめると(4-8)^とた乱　すなわち，

４尚パf介入ご゛引回織み脂ｽﾞ乱夕゛Ｆヱ……………………………ぐ４.∂ﾀ

ただし　弓いま乙匹λｚ∂゛∂　の根で･ある．

竿かＢ店の四癩写港畿月繍次式であらわされる，すなわち

と捻り

と

A = /ナｰ
２

　/り゜Ａ/２ムぐ
べ
itp^Aソ(kl~l)∠-だ

淵ぱ淀裂で･ま5るのひ

……………………………………………………………………………………………　ぐ４.Ｓ］

ぷ= CtKt A夕－ｃ。４ｺﾞﾀﾞj≒jﾌﾞｾ!E－……………………-……………………………………………………………　（かlひ）

たた辻　危=－/，コヨ。一一,一元

たる。

　　Ｇﾉふβりターフ1 )i^ = Coc-A -71夕co<^-A ->・2夕－｡ふ之名ｚ夕ふぶ４ ４ ,。 夕

　　己心φ茫々tジ＝ク

(べ)8)

ｙ

λ

1 ⌒ ’



ｙ

Å

１

～

上のｰﾆ゛式より，

　　改冷ズどグーχり夕こーぷ扁遮９２夕ふ長石。z夕………… ……………………(４･//)

子む４男ｔ∂）＝立亨丿匹とてﾌﾌﾞｽﾞj7jj」とj≒のか2と

白白⑤戸白人゛七宗に囲づづ斗倫………………………………………………………(4-1^)

( 4.3ジ式|ま．(４.-1∂) C4-II ). (4-･／２）｀と力ヽう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐコ溥－りπ　　●　ど､２ぶｰ/J。7『

　　　弓４斥ンー聯士子犬言言子千丿豹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｃ

ぐ４９』政卜ぐかﾉｼﾞ）攻どよ丿、励の栖りま。

グ＋

にと･し

よに

藻

乙

ご

心

＿Ｚ

一

一

ノヤゲだど/へ/－/jムだ

バゴ言

ｙﾆ゜八/ム

。＝ＡﾉＣ

几，
一

一 州/一万ヤ

＿　　　　　戸コ港－/うて
‾ぶ5‾Ｔｙ‾ﾇＦ‾‾‘‾

…………………………………………………………ぐ４･な）

　　　　≒朋　　　ニ己左と血_＿　　　仁子

上式jく励の根を代入すると，

…………………………ぐ４●/ち］

………ぐ４･ﾉぷＪ

ﾉｯﾌﾞ⑤ん゜‾Ｊ゛ぶに七に'JJL- (li-4-右し心丿≧らソ･監）………………ぐ４･/タ］

　　　,戸

/･つ＝乙ｸﾊﾞ’対して　ぐ４･ｊン者より

　　　じ心火ぴ＝｜

Ｉ．だ･か八　て

　　　夕＝どノ

ｊ　れ叔Tに，

卜贈一二ブフ/

……………………………………………………………………………………………………………く４･ﾉ８）

…………ど4･/Ｓﾝ

　　ぐかI?) a:∩て( 4--U J　ぐふ/フノ，ど4 13)^を什ぺすろと，第４･Ξ3認のつ輪孚回

鴉を刀ｼｰ縦続に椎続し恍回菌乃杵端を開放し几時の各柵続点の電圧をおりろー

μÅ泰得うねろ。すなわち，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いＯやノ



(飛治)

　　　　　・ふバ旦1二よ刀･ふ祐

＝Ｅｴｰ・Σ　--‥－ミぶｰ一一一一

‾　　　‘27f　｡4;･=ノ　ノゾぶ2二Ξ晋丿卜諮ＬＯナ

I I ■ I W W r l

忙ビし　一士づ

　　　　　　　　　　ｆ
　　　　ダーづ士　〕
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（2）　さ葡を短絡乙た場合のら審続鳶の牝瓦

　　　摂贈を短絡寸うぐ　巴.ｇ（酉｀）－∂であるので（斗.３λ（４.５卜むより

ｅｇ一己、二まごーどａ-有珠胆-……………一………………………(4.22)

ｙの尾筒において（４.２２）式の百有巌汝火祀灰りおめら肥否。

　　　.ぶ.ふレえ九夕=＝＝∂…….………………

乏の酉･有更ぽ

火=一仕j） 牛 ･ ･ ● ● ・

4ｌ　―　ｉ,　２,--一づ尽－ブで）
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教漸鼠復によりe.m. c/l:,の路向巫数Ξ。むは）七求め呑。

(4.23)

(4.24)

司衣ｚ)こCゼ贈圈昌嘩競首庭な首諒’ｅ゛りj ^…………(４２ら)

(４１５)式乞き元に入院で

　jdlfV-JLOt.一斑)∂鳶一一乙尚ｸﾞ尤ｚみ.･Åλ兎。ｓ∂充　二…‥.…‥ 湯.２乱）

しかと｀ご∂兆の崔に（べＱ４）匈悒λれて（４.２Ｓ｀こ）支汝火のて1く愈を聡参れる。

E。レcヵ1)=・＝陽皆帆麗囲
づ言ｻﾞご二心゛1……………(４‘９゛

駱４．３図のＷ池子回路より

”七夕４〒1ア微前面ヤｗｊｊ
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（４.Jj）£にぐ４､19j式芭祀Ｘすうど次武をう治。
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愉４.う図の辺端子匠略･において

決÷∂＝七＝匹

｡;　乙,ｔ:お充子に子　ﾊﾞ回丿回青　　………………T…………………………'‘……(４.51)

沁粧立する報，μ状八＼さい値の鴎寸こぼ既似的に

タニつ首万万=＝＝-　""'･-‥………………‘'……･---･-………-……………-‥･　Ｇ

と:置き

　　　六法ドレサ斤……………………………¨¨¨二4,33)

紅毘卜仁゛対６へ印゜値を代入レ　こぐユワダ)尤ぽ

Ey71cとf)こベダー几憐縦言謡回尹づ贈賜回尤-･一沌游

牝だレ　ω＝習ﾌﾟﾚｽ

　　　ｰ　　琵才往

と言う。追って（４.ｙ）支な終光を低絡した辱の鮭鋤回賂の各港絶無の箭瓦

を表畑す封で拓恐。

黙斗｡４図

印紺波次第飛４図に云々ように仮頭か三営寂

の場合か（イ｡弓斗）允は（飛弓ちで）となる。

寸槌幻七

川Ｏ
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(ヨ)幄嚇の分且電圧

　色練宅配蚕目の織物分坦電Ｅマ瓦(が)は次式より峨められる。すな的ち

　　　‾ﾜｋ(句＝こＥｇ－バオミ)一日,４(え)……………-･‥･-…………………………-■ r436)

４こ｡⊇｡剪療式に対する検討

　上記にれめた理論史に対才猿検討を４３７５充以（淀灯う発電者の練聴６本た

梗哩ILて程った。資葡の配置は誉染,５図心凩す選･）６本の欣’輪色寵列に捧恵

し　終端乞接地（る匯嚇の妨地電を，および暇麟分坦ｔ圧と劃定し牝。吠

ｙ

"1

「

第屯５屏　６本の政論豆列配置

裡映映漆巷回数戻11回悪のものでヽ，線西郷都までヽ錫吉乞駝り）つけヽだ。脚葡･1

本の宗数は次の逗Ｌリ否勿る。

　　　らこ= -2020 ,と）戸。

　　　ム0~ V了９ノ訥

　　　几－　２６０　戸戸

し牝かってω= i.66, dr"^一飛F乙な｀る。数健計卑･こ改心政測走いごｏ歓収

-つ杞のでヽ♂＝普として計専した。印加波芭矩形嫉妬o(=,
/e.= 6として僻｡鋼･）

式により計家し尨結果ぱ茅４．６図に禾す。夜だ脚迦した各寂廸端子の才ッッ

ログラムり一第４．７図に禾す。この両医み，ら，訃奪略果と曳瀬結果犬ヽよく一致

しごいる，

火rこ慌軸分坦電圧に一ついて|まr４.35う£を荻用しＦ＝て2ﾝ。ア＝士に

（剽シ）
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単毫マぼ矩形臓ヒ印加し死蒔の御輪寸地信巴

つぃて計察し艮。こ?レエ０,４ワｚｓ，づレ＝ｏ.(Ｍ４ｓであるの気　発葱Jこおゆ

乙)波飯長)i 0.5>む斗上〇Ａｓど乙た。斤こヅトに対する洽廻ｔ圧巳((λ5x40:)

　　　　　　　　　　　　　　　ni3)



^i, n ix＼~する洽坦電圧のオッシロ杷塾４．９頂ト戸一士ｒ対｀すまものと^7 4-.りＳ

に爪し拾。繊輪分坦ｔ£の裟千りま計掌結莱戻実剌傲とよべ似ている。ろ政輪

の分坦をＥ色曲轍にて禾したのA* f- A: iC図で，壮年に便所した波形ぱ波尾暴

択凧飛大でヽあるので，終鍋だ虹い収奪の分坦ｔＥぱ｡実測値より大き＜＆つて

いう状，金線,の形収よく一致している。
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　　誉４,２影でま仮輪河の相夏インダツフダンスおよび専択の危地ぼ暇虎し　梯

　夢見町端多回路の晩霞回路としで，芭貳牢の轍扮の端子における対一地ｔ圧お

　よび睨輸の分坦ｔ瓦に黙すう理論拓を誘凛し，糎輪戻政列に塵此さ池た胞獣

　jて適司して理論式か正しいこと加分ったれ，罫際の疸輪記－ぱ泰耳｡弓図に図

一禾すうまうな商単な線輪の肥－でなぐ　弟１章の堪説発電槻を叙の展酌Ｅに

　見う更りの恢輸肥１でヽ折り，み，つ茅６バ表に禾すゑり相互ｊンダクタンズか

　あ‰　こ几と政輸配置によっては尽更すう印汗にぱいカ，ぬ。さらに印加琉の

　改頭長により線輪の対地ｔだ,および分旦乾圧Eも曳つて末香｡寮着席紙験の轟

　部に錫箔ｔ貼りっJケた線輪包仮用乙，発ｔ専の択喩配置と同雇に鰍卑包肥置

　レ　印加破の波資長，および｀悟端條かを:衰えて基尾実験と抒（　政輪の対地

　ｔ£および分坦電圧とがめ，瀬討することにした。

4.3.1　巻蔵申の片地吃圧分布

　げ）脈拍Gj本と直列轟愛し吃巻鯉

　　泰耳。２勁にお･ず１第４,弓原に胴い七線輪ｔ第４,５図のゑり瓦列に勝祀した

　場合，印加表r０.らｘ４０）４５.（ロ｡０×40 ﾐ）４sおよび（40×４０Ｔ）４５に対する胞脚

　中の線綸歳子電正乞剌匙した。その紡果ぽ節季｡剖町に禾す。この杷果戈ら印

　加蔵の破尾長をーをとし。波頭長が0.5^s。２丿ｓ，抑Ａ５　と長＜なる覆為直

　牢の紅地歌丘収低く吸≒　終端yこ止づく程著しい。こ厄ぱ一色寂の屍暴戻既い
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ので，友貫長戻｀長くほうと終

奪よりの反,舷友加ヽ廊子瓦くの

椴踏対地歌圧ｔも低下させる

戌ら石ヽある。

　巻旅中の痕齢対-ｔｔＥｏ薫

大な印加波（○占ｘ４））ぶ｡5に右

けヽる3.4-#Hの鍬輪で節子ｔ

瓦の伯２％で笏る。

（２）叢喩口本乞答辰子廓の専

　数Ｂ，４極rこ參癒した場合

　の灯地ｔＥ。

　　第２√１４図（匈に禾した七

も伺本の良禽（峡截仮輪は

上応レたものど同一で喝る｡）

包奪此し枇巻緞の線輪端子亀

Ｅ乞経漸夜弗としで，冬眠

即応。印匈衰乞(ａ５×４ｏ)ｚも　ca.o ×４Ｑｊ)ふ5、およびＯｏｘ４０)４､5として測

変した。その略栗色曲貳で･禾したの次第4-jamである。

　経節蕃地においてlま'蒙嵐し杷６本の叙輪乞蓋列卑虎し把場合の蛤地ｔ瓜曲
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第斗.惶箆　機軸に本の悪報の対地電圧

　　　　　　綴練灘葱--･--

彫４､侈凹　危威上の電正分塵曲朧

･←-･9･-･一一1.-~｡~､-心--∽∽~ﾐ蛉→-W.W-94-凹--･･四
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我と同一である。恪節と荊

枚した時の経癩雍輪の対地

ｔ圧洋毛端覧圧の大体２倍

であ¬5.こ舵収線翰が歓心

に絡,4,一つてじ借し沁て≒　ま銀

の寡哀戻豚い吃めでヽあ乱，

（T3）老靫の電瓦分布街暇

　６本の巍ぬを亙列rこ旛屹

した包線に矩形蔵を印加し

た痔の匙だ分布曲喪包我め

‰　第４.侈図ぼその電瓜分

布曲寂でヽある。電圧分布自

裁にヽついてば大汀刄配ｅな

奘めていうか，急畿各痕頭

乞もつた皇か疲夕悪練端与

に到皇すると端子に立い裁

翰に座波鳥膨Ｅポカロ七1ハ

慨頭於晰塙にをしヒ後には

全暇輪に波商ｔ圧ぼ一朕に

分蜀さ耽,う。その町の電瓦

頑動の瀕巌昨挙手｡～図Jより

知うこどかできる。
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　４．４２　考　　察

４､４づ環の哭剥侍果に唇孵を加えろと次の通｡りであ乱

１　司加喊形r/Ｊ ｙ かタクノ乙ｓ　に虻する櫛樟の分坦電圧り最大は老作消手のう

省§において生に　その順は４ユ肺で石乱　叩衣ﾌ波形り夕ｙぶり／必i　に扮し

てはり錘７ヽある。したがって分坦電圧は釘節でヽ也べたかく仮へ竣の吸哩岐廣

により決ま貳

２．　　１祖昨和の場合申毬漸のせとは　く/､クｘ､グｊｊ匹£においては４か覧り以砲）

メシｇにおいては４ろ芦かっている。１綴分老疼を波動インヒ･－クーンズＺをもっ
と森爵と港欠、１溺可ｶﾞﾛの陽合の等褐曰路乙表わ吋とヤ４ヨ２図の遥りとな乱｡

:〉ヽ､禾波を矩形波とした時四Ｎ､兌必電圧は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＮニルＥ　‥･ (4..3刀

中本､ヨ２Ｅ

と痙う。

しやるに，笑測値でヽは鴉偏ｔ7石り

破屈値のﾚﾀﾞｺになってい乱　そめ

理由次力通リマ･あう。

や４バ表において三相一祢して印

加じた斉必ヤ独弟如叔吠簒における申桂為電Zpは　に｀？弛　　16 2%・ある

心ノマ‘涙痕係数はユ。ダし恚記る。慨｡浪拶食言兄込んだ時の中佐原遡及ふ，は

　　　　　　　　ﾉ●､ぶ
Ｅり　こ　ＴＦΞ

－ - - ，一一一一f.4-, 3 3 J

ヒ剪う。したがって･。喊庖によ晋申磁な電采･り低下が主なるものと光記られろ、

了　ヤ桂ヤlを乙りユの抵婉七還して堵地レだ時一相印力口の時め中辻希､砲座は叩

和波形（　人∂ｙ 、ｆぶ）Ｊむrにおいて　ワダ緊　　りク.Ｘ乙･゛クルＳ　に£巾てはトぢ

婬アl作を　こや場合の瑳前について解説する。

一桐即幻，申桂蔀即且接地，他の二二坦り巷犀はダ∂∂４包遜して夜地してい

乱　その叫スヤ柱芦ハトク聡圧七報めてみう。追行禎弓，ぶ,薦に鉛けろ反射咳ぺ
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したがってＮ原の･胞圧ら，侵入波め按高値をＥとすると(A. 3 3)^･より
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/‘４、伴ｏ）式の　Ｒこらｏこ

　　　　Ｅ々二口､２ＱアＥ
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ここ耳こ）タｊ１（附録才３旱ｙ白大仁ト　）

茜箭孫漱２∂％･左一方ス.ると　窄性向電圧ヽＥ･･は

　　　臼ノ　コタ､／ｊぶΞ

七なり、や４バ森のヤ性一烏竜圧　ロぷ乙　トこ％と丈体一敗すう.

斗　三.眉一括叩加し短祷、申社命をふワル　祇坑傍地におけるヤ佐点急圧Z M

。-Ｊ一二
　　　　飛

　　　　嘉

t4叫ごﾖ?４図

巨八　二

２吋
一
二十Ｒ

をボりてみ5.

等価曰路ぱ才ヰ,３ヰ凹に示寸還りで･，Ｚぱ三相一括

した時φ逆旅力演勁インヴー.タしス　尺は申昶焉抵

塊値とす乱　斉一へ礦力喊高垣茫∧E，申挫点め電を聡

我扇係衆を夕とうると

い－ｆ）Ｅ

し４４リ式｀にごこ９６ｎｒ．附頻うr'３章　でχんふ

を㈹ぺすうを

　　　　Ｅかこ　う､ぶノダ巳

－一一一一　ぐ疾４ト）

参珊に　Ｒ°ろOSl, fこ４こ

す４１表におりる　に∂ｙｈ)ル４ぶを印卯した時の甲性面更圧　夕Ｚ,タ％仁犬体

一霞すろ。

ち　三椙一越'してワ句した吽，　ヤ泳参ぢ降T賃ザ僣におけるヤ瞳点ヽ骨拓は才４づ

表｛り　りクｘクダ札ｚらＳを印加した吽は過孚乾圧｡のト;フ%, noバ･ｙぶ乙フj声ぶ

々鱗ぱ１６ユ沁である。賎哀がない隣ば申佐原において発吸財となり，入末朧

々岑葛値ビＥ･と寸る｡ビヤ捨帚|発を防つＥとな弓。

残痕係齢夕を｡へやると　ヤ社号電忌引ま次式どなる。

　　　　　　　　　　　　　dj/　　　　　　召ご　，こと兄一昨　　　　　　　　　‥一一‥－一一<-4Aコｊ

と= I. 6 Eヒして(よ吽２ｊ叢より老眼力右端より終始追之)慨戦慄軟ヂをでめる

ヒ

　　　　　　　ｆ二次２

七言う，

心

百圧碩コ屠より，小包几

(･ｏ　偉入蔵の吹頭峻炭が亦絞首場かば鉄ﾉ心力表皮知呪力ため頒頂ぶ腿･歪が菊し

い卜才４２ｃ)凹･一一舶４２ぶ図参照ｊ

§４Ｓ　祢君機老緑め対地需忌分布

　才療ヨ顔においては畷顛葦岸部に錫冶或ぼアルズニウム箔を貼りつけて　咀

　　　　　　　　　　　　　　　　0コの



列楳煙あういはｔお老に乖輪を配澄した老線におヽける襟橘付地党7Dｔボめ，才

４４飾で丿]ヽ直配蜂を慟して目そとめ想起の元に発ｔ贈老鍬の電位分布丿ヤ桂薦

力電るについてIぎ澗祢窄め榴明した..発電筒の斥軸は恢心溝･こ納り　したがっ

て被心り表皮劾果二層.老老線で広他.抱の線韓とほ一斎に緋り　まﾌと他相渚斬と

歯を踊でている必ア･，吋相線輪りみ７,なく，廸羽呻徊との向に唱互跨導かおる．

乞らに回転こＬ磁極の政,いｸた,め実効イしダ'ククンズの膚加および政心め表皮分

畷力いある，．　本節に卦いて趨際め対地電ｌに対･する鉄/じの影響し　各網老條.或は

分岐老線刃平概状ヽ懲とを調ベイみる．

　４か１　日転子磁極による匍だ子老線力電茜分布への影客

ｎ)　　/一夕タク応Å/Å丿／危l/ J 発ｔ棋におけか芙剌結某

　僕謝相はＵ相馬　．他のこ二相け彫蔵状酔にφいて線輪の対地電圧を冽定した

耶加波形は,厠転梁かおる時が　ぐ/,クヽ･ヨＬと)ＡＳ｀．取り除いた時の状勢でぱ

　四ヽ２ｙ４う.し4Sで･あフた．なおり桐巷眼は才３寡才ヨ,ぶ訓こ示した如ぐ　凹

転子磁櫓と対泥･して位ｉしていう．老線力線報対地菊石はヤ４３ぢ垢に‘不した．

回転子猫慾り兪饗ば殆んど々へ

(２･/ヽｒジクをｙ４　心ソをt/，単蓼　鎖昨週線)

　肪紅潮はＵ但老線，印加喫杉はツメ２ｘ尋玉八ｘヽぶ　フ･ある．老線力畔辨対地電

圧廿牙４３タｌrに示レだ．ぞ力姉莱丿相.分老眼ゴ４本中錨端に近い９衡§左の

線無およびダ脇に蛍い２１番剖よリニ24番巨迄の線顛では回転子り影響廿余り

奮川が漕群砂中程々)神域φ対地電万ぱ回転子がなＯ場合力方ず低くなってい乱

　１ら書目の犀袖ては回舵子かおる時め汁地電石はヲぶ％，知転子が忿い麟ぱ

　ぶ２％７･ある．

　函　ミタ,ぶジタ危1/カ　リノ埼．レ　ニ/雷　竃ね巻，冷夏歪形結線丿

　併試帽は」咽のΞ番'目の･分喰道服卜才I. 22図参概タブち乱　今岐蜷7敷の線

怖冊地発后は＋４３ｙ召に示した　目釈子がちる場今力即吟フ破形ぱりヽ２ｙ４り

ｚに，回転手を取り除いた湯合の仰加薦形ぼぐﾉヽタｘヨ２λ４．ｊで･あ乱　々43タ

匈の前傾からは回転手ダ言い特の老憚ヤの線紬紺地管泌は曰転子があ５時ｇ)オ

北電石より低い．こ幻は白奴子がｔＤことにもよ５か　郡加波め賀頭か膿やか

になり｀ｒいうこヒｋ，咳尾長が幾分短いこピにもあ乱　したがって回転子磁仙

に１忿惹尚々)岬輔対地貧圧に与欠う影響はヶ八

本　４丿ど：ツ危ッ/X(Z･ｙ危ソ　二重星形略悍)

　供匯梱はＵ痢である，回転子磁極力檀暑はで明々ヽちう．回転子がある湯合と

ない湯会の老希力蝶輪付地電燈は々吽,ヨタ固に示す，測足は祀端を荊鎚した時

と摩地しだ玲ヒ研っ乙

　以上回転=1融極にまう老裸り対地電通を鴬灘よりがめた鯵緊　翼転子･り磁櫓

と相応してＯろ怠眸の対廸竜圧.は目転子がない時より，七r･乖３!ﾀﾞ圀に示しｋ仰

　ぐ姶塙砂付地ｔだの約ノクぶ堰島いもりもちるが，回転子め有骸に拘ら載

令り変ら沁iものもある．
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より.2、他郷逓楓訓司枚、厄絡し7丘絣○也椀０汁ｔ岐圧､．
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　　　し/ｊ巻繊の擦紬審号一ﾀｰ

參４３乙回　セ柚魅線を陶寂し巨辨ｋ蜷

　　　　　　　越し包騰の穏線の対ｔ吃灰

　　　　　　　（痴輪最大対抱唾忌）

ふ。すなわち、各徊

葛践同の相互・インダ

クタンス、誘琳脈教

が妁い７い百ひじで

易§。

　単４３６回lg£､６

追Ｖ７　４､フケ５麗吟7

篭ｔ機に二おいて無測

した鯛輪の痕Ｘ対陀

電２を、粕端の電坦

10 0%ヒして、巻

雌０擦軸怒号に４リ

破めた応報で豹る、

印加蔵ほ　く｡／､(5 X4-0)

　夕ら　でめ＆。当旅発電繊14弗/,挙節12おいて求べ７おし1短二重星形結機であ

　る。莽々, -3 6 glの曲郎ぷり，

　り　他相巻楠左前放した時ピ短越し垣時七では，芭鏑の対応電圧|ぷ㈲故した

　　時○方が馥分九さい。込赴頑才は/ 2 S Sの練輪でべ泗端電£○約グぷＺ

　　大きい。し/,包数は畑んど殼ら喊　　他細を剛枚し危騰０オが雄輪対抱電圧

　　は大弓い。

　田　また同袖毯蝶におしlで七ニつの分岐巻線ｏ灯把電密ぼ蕪なっているのが

　　ｐか６．

ギ石. 3. ･&福徳翔岡の竹I花電阻衿ぶび｀撒乞電流０不平衡

　　発電桜０各福０認排尽Ｃ,ムボ全く曰‐口分布これマし4忿いので，各材徳報

　の紬紬対ｔ電瓦ぼ各禰とも同一ではない，細かく諾べるｚ，鵡端(旧刀端子)

　かしみ，最初０枢輪良(ｐ尊破の長さの直しぺ最初(9瘤輪が満内のよこコぐ)レであ

　るか，下ゴメ}レオあ６か，その枢輪が捌九ばお聡，夥徊３の満を有ずる吽辰

　もの油絵○ビ(J:)機軸に入るか，さらに，呑極聞の激し)雄瓢置から澱る同掲，

　或いぼ他袖との測乱メンダグタンÅがそ託ぞれ亘ってく６．こ乳ら○巻枢Ｏ

　Ｒ，ム，Ｃ羊の定数より各徳機の対応電？液形を銀癩t２求晒５ことぼ不可艇

　である・4 0 0 ky Pi発電撒呑細巻檀の対把晩瓜包測退して嗇細の該輪片ｔ

　銃匯の徊豆ｌ調べた。痴湖ｔ線の対他電阻波形|寸附戦第４４国に禾しておい

　た。櫛６章におｕて遂べる胞圧｀平衡去を用いて呑細向の対児電尽の不平衡を

　肩息した０が弗４３ヶ旧であ６．

　　さらlこ　４ク∂かｙ月０呑桐魅緯の終姉12＆２急ぎ神入して局柏の偉咆電

　洸の農玄測怠した。その鵬釆が蔡４３８｀國であ６．
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測し吃結果、嗇相隻線向に不平衝があ６こヒびｔ)かつ岐。この不平衡ぱ弗６

鶯に｡おける毯き嗣の短鵬の機勅旨平衡兎を套瞑する場合の障容どな乱

　これら不９晰の價｢口呟、観定用の分圧器を晦当に暇整するこヒにより、参

多程腐域夕ヽ也しめ６２とか之き呑が、血禰り資し八2対しては、これを鵬旱に

囮楡するヱとはできない。したがつ７、こ札ら不平衡ほ低徊鴎０木平衡にあ

５のでし服本酎にこの不♀嶼乞調整了石ことばでき芯い。
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ｊ耳ら　発電据巷痰の扨輪分担電圧

　　発１禍巷線り磁輪分担屹JEは組織的には第４､２噂　実験的に吋屏４､３節ご心く、

　屡々､４肺においで|寸を駝挺を使嗣吠咎に拓ける棺綸分ヽ揖電圧について実覇紡澱ｊ､･

　り逞べて６い厄。したがって本柿では回転子の影響拾４び翔輪の脊紅霞励乞題回

　向分担験圧ｋの囲柵左｡述べ、魅禰の巻回廊妓Ｘ分想電胆と波頭長りL）曲練を泄胴寸

　る｡’

　　４､らΛ　田転子の分祖電圧への影智、

　　　　固転子が誘５居合どない場合の巻線印り揃輪分ヽ但範圧を測定し旭。／ダＡｙ

　　　　/｡夕口∂途び月発電禍０り栢巻映について実測し、その練喩の最ｘ分楓佐

　　　圧巻飽端○対地電圧をt 0 0 %ヒし７求めたのが･弟４､３夕図である。し/相包

　　　澱の綴転写磁禄ヒの㈲係ぬ置可第Ｊ､ら図に禾すおく。磁極と対応してＵるが’

　　　分根駝圧に灯する厠転写磁極の影智は大したことはない。固聡子がある場合

　　　の方が穏練０出々噺子側に血い紳綸で｀ぼ厠転子がない満合ヽより哉分大さり、

　　　（第４､３夕圀珍照）
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§。４．７　回転子包蔵の誘単ｔＥ

　　回足子を限に衝撒蔵汝侵入して禾た場合回祗子巷叙へ誘ｔｔ瓦はｔ嵐誘尊

　攻こ八二と:，現T転子歳極異に崔且している遡線において回転子悪瞭どの結合良

　郊廓こ加でＸさしとど乞｡笥弓命跨り｡４賢において嵐べた。本節において心尼荒誕に兪

　宙悒圧脱験七爽施浦るに当って，回戦子巷腕の処夏七句何にすべ芒力，た戒暫

　‘Ｔ汝亡す)400灸７ん　４３ワ５似脇およぴ仇０００紅りい愁電昶にて爽劃し他才ッシ

　ログう４について艶咀す乱

―
！

荊

雨 Ｍ

f^4.4ワ図
｜

　固ｔ子胞朧と回砥子老寂と｡と･塾４ノ円'図

に永す熊甲回路として吉光６と，Ｅ取子

巷痕斑一子の酋忠電ＥＥ２(がな炊式でヽあら

わさ几乱

　　ﾓ亀保つ==Ｊヰ上巳‾象回ｄ)－‥‥ぺも砧j

し七友って，回転子息衷元の誘剋遡圧の

最大厦ま医艶子悪琳の発効ｊし夕ヽヽタクシ

スと脳監子巷織とi回転子胞靫との無効桓

互インダクタンスとに･よって走姦る。こ

の百胞子巻歳の実句ｊンタヽヽクタン入ま，

(樋ﾜ)

泳の鉄八コの表座右果，巷織方式，回転子長堤，さらに聡貧悪慨の尨鄙,回御魯

寸る七のでめる。また剔包子庖叔と回転子巷叙斯の実物相互ﾉ|ングクダンス

心酉定子旅昿　回転子胤極の位瓦とい鉄心の表皮訪果，佃動巻線の剪萍,乙に

　河原していう。衆庶どの覆旅の電瓦状回新子巻線こ誘応さ良･否の次実測船渠

　により説阻する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

屯で七　皐００４すA亮零点の厦制約聚

　拓４-,４９図のめ果臥ら穴のことか結轍づワヽら良否。

　ぶ　回転子数極と固史子鹿皮との杷せ崔夏についてぼ集Ｂ.シ図心夭しでお

　　い乙，Ｖ柏･懇獣ま廠極商に在置してし）乱茅尋。４８図勿才ツシロクラム

　　よりｙ福息繊に乾瓜包印力した呼の耳転弓一花瓶の博紀竜正奴大芒し几

　ぶ）哉験か一スＰで紐端と陶牧した呼，ｙ岨にC 11 X 38うｙ,ｓの影後攻乞

　　印犯しすこ爵刀回転子悪線の誘忿怒王則之√ﾐ5％（悪銭の池亭筒取に対す

　　う％八　夕ケースでヽ終淋乞排地し七ときのヤ相心絃ずる回蒐子胤政の誘

　　牝電圧ぱ4.4 % t:禾してい§。

　（ｍ　Ｒヶ一べに寸すう諺起ｔＲま昏趙柁旗心対する雅起靴箆の合次を斤しえ

　　匙圧で坊う。

　許）回転子巻線の中尉にお冷る対七更瓦愈茅４.４８固の才ツシログ与ムよ

　　肌　感吟向池子の誘起電圧より八芝い。
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｛註｝Ｕ転子誘乞電恥波形の塊申の％は印加電Ｅ疋姫する回亀子胞採寿子への誘筧亀足

　　　を表らりす。

● s ･ J ･ ，

斗。７？。４ＳＯＯ価4発電蛇の慨測紐果

　十どＳｘｍＯ仏了蔵ゾ十ぐ6×2B〇ノンｊの箭君瑕七発電親感振に句加して，励

嵐施庚に誘起と収うｔ圧,七測昿した。

　測宛奇にわする回転子磁極七施寂どの位置ぼ斌亜の中心戻Ｕ垢施寂の各粗

における叙翁群の中心匠匹体一致して衿り，遥極より見てＵ柏の左側にマ顧

燃緑，石妃にＷぶ徳政涙ヽ衣笠している。

　釧芝冰一矩差線へか加し，他用施献ぼ㈲枚，短絡した場もま相一認して印

加し　甲世点をえ房々牝　6(皿尨坑無地，５００血ま沈路地および回転子捲

侃こ互列に仙○八うKユ, -lOKXlの抵坑だ乖入して行っ牡。その他果は単４氾

　　　　　　　　　　　　　　　　(149)
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　　　　３．　１･ぱ回転写厖線rこ互列に莽χ也る毛皮

）十C 5 X 100しｓ　の影沓霞七一相の施叙に印加し．印加相の布施点は春

地，他栢の甲柱鍬も審地し，坦力端子芝荊攻という吠略亀Ｂ転子老轍の

菊子に酋起き肥る電圧ぼ印加兆.匡包ＩＯＱ§乙し，Ｕ柏に印加したときま

250 %.　Ｗ垢叩力のと芒6: 94%, T相印ｔの乙き唸ＳＢ石でめ乱　回飢子

底侠の諺起ｔ鳶悒第４.49屡に禾す．

（;J）參４.４９μよ,リｙ　-万屋聴暇に対する回取子恙恢の糖鳶ｔ瓜のお前の稔

　巴上昇吹Ｕ相にお？多よりまい。Ｕ趙唸初匍において回取子ヽ放荻の鉄むの

　表友初雁のため回駄子巻庶と豪支言る孤衆忿ヶい加。浚蔦長太長いので際

　向状硲つ）こっ屹て，義心βｔえる廬黛が沢察だ増寸。すなわち廬曼翁あ浹

　次峯･に戴ケす弓･ためでヽある。
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0!i)し把沁って，回転子巻扱の箆政を脅八すのぱ支庁汝の洩頭政嵐でなく，

　亥延長政長い｀ことにめる。

(i7)三相一垢して　ｔ（らｘ坦C）脳５の衝喜波包印恕し叱惑合，申良気の状死,に

　よっても回転手施叙への誘起ｔ圧:窪異って嵐乱

　　　即配　布靴鳶勝地のとき回転子捲愉への諺起ｔ圧を徊０心乙すごとに

　　　　牢社命,６０ｎ光度培地・とき回転子尨択への諺祀電ｔＧこ　32俗

　　　　　ﾉ/　　ぢ○○屁　　　　　ぶ　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　な　　　　　　　1‘Z外

　　　　　･･　剌旅泊場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓殆以下

げ｡）回辰ふ親政の角子K:と虎七直列に挿入に　申軟点ぱ£轟々地の状態芒ヽ三

　枢一垢し乙　十（らＸＺ３０谷ｓの衝庸波を沿加レ　印加愛匡と|・〇§とﾆした

ときの回転子尨寂へ

雨ＩＯＯＱの冶坑を

　　§以下

㈲付ぐ且

CA) 10 K.a

力
　
々

電圧江次のゑりである。

握の赤子に直列に挿）、し牝跨吋､り誘起耽Ｅは５

力
　
　
む

夕
　
々

３Ｓ釦

(引弘

　どなる。しだ反って常存量転申におし）てま回転子廼嘸な倒釦用老廓器と藍

　流廼電者に勝脆を混ているので。発ｔ漱施政に衝与波か農Ｘしても§転子

　遡択の猶子には集４／2表の七く高い腎圧巌誘起七収ない。

制）帽加波形十（らいｏｏ友５　＋（６×２３０友5によ５§瓶子悪寂への誘起牝

　乏の大きさな識尾長か長い（６ ×23OVsの方状差力､大さい。

4｡ワ。３．旦000 ktA発電撒ぶこ対する実測結果

　　孔０００幻7A更更戦は口台坊つで万一農作汀の恨,訃で。貧格改威ぼ局一でめ

　乱　化ソー方ば制動巻絞乞薦している。こ四両朧の回転子に誘起する電圧を

　実測した。　測乞回路は集４.５０司に天才ｊにでめじ)，試験條,ヰとして習転

　子巻畿七甫路し杷場合，ならびに励嵐貧七游,叱した惑合のこゑ包取つ七。

　　測能齢果ぼ制動遡廠か社い発ｔ複の乞茅４．３表に，制動巷家包后る発更旅

　の乞第４．４表にこ禾寸。

　　集ヰ｡う表，および泰斗,本表の才ヽソシログラムぱ吋轍弗Ｓ．１図と第５.２図に

　掲がて誌る。

　　本測定丿こおいてぼ珊転子廬極と固ｔ子巻直との馮対的也夏について調べる｀

　こニビ戻でヽきず不明でヽめる。こφ劃定｡結果より次のこと状廊兪づかられう。

　Ｇ)他動魅痰を肩する発電奪の回転子巷穣へ０誉垢ｔＥ政初期においてふさ

　　ｏ。

哨)回転子巻安のヤ報の対地鷺民改悪瞑両端子同の大床去以下である。

(匈　刑動熱蔵の劾果島差陶加経つにしにかフて淑少孝る。

Q帥捌動尨脈が話る愚老袁でぱ回転=y琥痰に励嵐癩を霧鏡した時と切り秀し

　　北海ビ切り爽した呼でま魅政の端子。および魅歳の甲覆の首地ｔ圧｡ま大し

　　　　　　　　　　　　　　　　0152')
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　批哀祀疾見ら肪なし‰

㈲　制勤遡概加忿い葛箭丈の回転子巻報の池子匙匠ぼ励磁遜を年栃すること

　によ０親裁漱ヶする。尨獣の申程｡の忿地電をば凍り漑化してり昔し)。
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第希３表　徊動巷練包有しなし)枕０００灸勁ぞｔ槐ヽ

　　　　　回転子誘忽苛瓜測吏佑果

漸悟 巾　力　廊 印釦波形 駅長 官職子蜀埼ｔＥ 習'嘸3物色ｔ茫

グ Ｕ　　垢 ぐプ）く4∂ﾒ‘S） 吻 ﾆﾆ2.7 "/o ∂.∂帥

２ 了　　垢 /ﾉ ク コ.ブ ∂,､Ｓ

３ ｙ　　旭 ク 々 /.2 ∂,２

苓 Ｕ▽垢 /ﾉ 〃 2.9 ∂､４

ざ ＵＷ抱 /ﾉ /y 3.ク ∂.9

ぶ ７天祖 な 々 ３Ｊ ･ｸ.9

/7 旦羽一括 // // ４,ぶ ∂.＆

９ 々 μ 角 4.必 ク.3

９ Ｕ　　　薦 j/ 々 /.9 /.∂

/∂ Ｖ　　粗 /ﾒ 力 2.､5｀ ひ.６

ﾌﾞﾌﾞ Ｗ　　　粕
冷 // ク.ぶ どﾌ.3

瓜 ＵＶ相 々 々 コ.∂ ∂.4

巧 ＵＷ栢 μ ４

コ.9 ∂.9

屏 ＶＷ相
々 ４ S.ク ∂.ク

片 ＴＷ垢 けＸ∂∂）メ゛5 々 4./ｱ ア．ど）　　’

μ しﾉＷ’趙 々 々 ３．２ たア

μ７ ＵＶ相 々 ４ 3.７ ∂.ク

/9 Σ1旭一齢 み ４ 4.ぶ どﾌ.6

ｸﾞ9 Ｕ　　擲 々 ２．,タ ／。Ｑ

夕ど） ７　　垢 ４ 々 ２．４ ク.ク

コグ Ｗ　　泥 冷 〃 コ.4 -

２２ Ｕ　　垢 Z/ 團 r?.c> 汐.ぶ

コヨ Ｔ　　垢 ４ 夕 3.∂ ∂.4

ﾆμ Ｗ　　垢 々 ＆ ３．２ ･ｸ．９

妬｀｀ Ｕマ廓 々 φ 3.き ∂.タ

２乙 ＵＷ潮 ﾉｼ ふ ４．８ ∂.4

４

Å

？

す｀
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略４.耳表　刎愈尨悍を勿ずる牲０００貧以老鴬鋤

　　　　　回転ﾐ子寄起電正知覚紡果．

硲考，印　力　相 印加浪妁 いふ 回賊子賜洵瀧匹 司紙子対地統瓦
／　Ｆ　　Ｕ　　糎 け×四足４ｓ ㈲ /,3邨 /.ア抑

　　二?

　　∃

ｄ　　●

　　略

　　『

　　６

　　ク

　　∂

　　9

　　/∂

　　//

　　/j2

了　　粗

Ｗ　　坦

ﾉZ // どﾌ.5 乙ﾌ,ぶ

ﾉﾉ ﾉ/ 払８ ク,ダ

｀ＵＶ相 // ﾉ/ /.2 /.o

三相一括 // // /.ヨ ノバフ

Ｕ　　坦 ゐ/ 画 グ,ﾌﾖ ／,２

で　　胞 μ り ｸﾞ．タ ∂.ワ

Ｕで坦 ﾉ/ な /,ざ /.Q

三毘一括 カ 々 ｸﾞ.6 /.∂

Ｕ　　垢 （ｸﾞ×㈲辿5 々 ∂,６ /｡ク

Ｖ　　堪 ﾉ/ ク コ｡ヨ /｡ど）

Ｗ　　粗
　　　　　　ﾉ／

Ｓ

々 ｸﾞ.,6 ∂.∂

β Ｕマ潮 々 み コゴ /ゴ
屏

| ふ ■ ■ 7 ■ ¶ ■ r 四

竹

三垢一括 Z/
μ

４渥 ｸﾞ./

Ｕ　　旭 夕 匍 /ぷ /,6

邸 Ｔ　　溜
　　/ｼ

●
/ｼ 7力 /ゴ

/ク ｙ　　拒 力 ク ２β 夕,ぶ

/8

ブ9

ＵＶ刈 μ 汐 /｡ク /げ

三石一括 汐 夕 3.ク ｸﾞ,ブ

§４．９　砧　　右

　　水章におしに億詮識旭寂の喪入衆に忖すう統氏合布につＯで肯ひて東牝の

　である久　こ厄と乖釘するど犬０亙りでめ気

　丸　　叔無乞Ｌズズの芝軟ともり挙ィ鹿辱手乱回沸子百路どレ　巻絞乞その涙

　　世回賂ど見位≒てかめた一芦貢牝　貳命乞血測丈岸絶し茫矛右の貧薗の或

　　形どよく一孜すろ。

(恨らう



　き癩う。

５.各梱漉振の対光ｔ圧，同相の参流巷椴の対地鴛瓦ぱ平行状略にない。ま

　牝⑩地覧充も平齢してい敬い，

ら。線論の分程電圧洋濃頭長により衰る。波頭識康が然峻な遜合ぼ分担教瓦

　ぼ大きし卜

７．塵回向分後者正ぱその庶物の秀雄鴛瓦と尨回教で葡っ七ﾉ直に専しし)，

Ｓ，鍬瞼分握乾圧摩回転子放極め膠在によら　大した驀苓訟ない。

9.鹿我中の歳紬分振電百応裳貫峻度か息織なる憩合ぼ廼笥に血い線輪ぼ高

　く，　中腹の我物唸刀ヽ,尨く。終漸々地ﾄﾞこおいでま絣動に庭t)銀輪の分担電瓦

　ばや!＞大きくなる。波頭政策か籤や力，に珍るにつ殷で，巻旅中の放輪分坦

　電圧ぼ大体岑しくな乱　浚貫長■^ S.M-S以上でヽ憲大体害しい。

10.　塵線中の僣々の轍物分楓ｔ圧ま塵練古式。親潮榛他方尤により政分胃往

　って未る。

す1.回転子悪疾０埼子の誘起ｔＥな初岨においては回転子塩極㈲に比置して

　いう煮疵Åらの廬東にようの戻大きぐ　回転子放蔵に面していう屯療より

　の巌衰吹栽憑の鉄心の内部表攻訪果の込め抑刎さ忿乱

乙予波尾長の友行諏に娃してぱ嵐極鉄心の内拓表夜都屎次賂匍め祓且たつ

　匠双ヶレ遥危の薇じ乞足る放求双漕してくろので，塩極だ面レた遮我に

　よう回転子巷置の誘起厖紙が最大と｡なる。

永層,ヰ波に対寸否回転手老疾の振起更圧rま大拓ｇ砺以下で紡る。差波尾長

　におしjてぱ老練の遡端ｔ瓦の250 Yoに珍ることもめ否。

伴。制動巻獣欲が匍にま3いて回転多乾廠の誘辺ｔを乞抑割する劾屎訳悪る。

(竹６)

Ｘ

ｌ
ｙ
ｊ



第5章　発電機衝撃電圧試験波形と試験電圧



１

４

ｆ
ヾ
．

胆章発躾琵班試駝態と謙電圧

§S､1　納　　　言

　曳圧.器、に対する断急電圧試験は購入試｀験としてすでに実施されている．変圧

泰は送配電繰に直接接続之れ　絶記す雷その菱燦路の前肉　一成接地争縦に基

旧する異常菅圧ﾌ）前喜を受けるか　これら侵入波によろ畏圧春慈線の電圧分布

および個澱怪虔は荊爾罰破数に対寸るもめ七ぽ着しく趣を異にするので、向用

囚波敬紹峰耐力試験を賞施しただけで.は不十分であるため、衝果電圧試歌を爽

俺するごとになり．１９４Ｆ年に電気営会電気媚格調査妾標華規格として、

J E C - 1 i 0交圧.呑衝専電涯敵験標準規格が制.錨きれた．

　発君機所篠に対する綻験規格ぼJ E C- １イ４Ｑ４９ｙＯ）同期機標津規略

により規定乞れている．すなわ５４∂､ロク∂だＶか　必タ∂∂Ｖ以上め発電機

で吋図表喪かな０吻ま牝ぽ６ひ吻で、なるべく正弦頒に査い哭老電屁　２Ｅ十

二∂ごり］Ｖ（Ｅぽ忿怒乾石）をト分㈲加圧して抒う商用局徽靫絶緑耐力寞験少

みで惑乱

　したがって　線鵜乃考回同繩疼耐力皺験は籐入試験として行わ狸ていない廿

怒で’あるので　使肝右部比しては考凹匈絶緑が使用にヤ分耐記うるもの万そか

乙知ろことずで乏ない．巌造者は線精毎に島岡破鴬験を冊丿　巷回直Iの絶峰を

調べべいう批　趣味が組立てらお友状賭においては老回向の想縁試験は行われ

ていない我物である．それ紋に発か爽遡線が岨立てらμた状堤において遡回向

随縁り延統理雁を症かめる試験な要求乞れるのであ乱

　発電機蝶輪の繩稼については才１章才1、２節に述べた通り乾式であり、かつ

限定之れ化政ﾉﾋﾟわ賃に絢められている心で．差暇向絶殊り紹蜂張店を対地絶絲

遠.度と同等にすろこピ吐発電聯の横溢を火乏くする力に　芝瓦は嘔慶上県と高め

る結果と曇り　現笑問題としてけ到底７可能であ乱　それ政に債頭峡廣の癌城

引屏ｘ破に対して巻回向絶低か耐えるように絶鋸を施行することは･不可龍て侈

乱　したがって侵､ｘ波に対する笏諸対策として回転贈肝避雷器および入保護畜電

巻を設置すろように音って果と　しかしなから　このように侵入蔵に対ずる防

塀装置を廻行しても　循言に七いて述べとかく　痩鋸材料の７良とか　また絶

緑.賜埋か不ヤ分めた政　絶縁彊度にむらがあっ麗のでぱ､肴回向範舞の疏遺から

資ｔ御力逓燭準々ををき起マ結果と唇る.しとがって|ぢ1紀緑としては鰻蝉材

料毒らびに処理方居つ改･首魁も必要であるが　回転機町避君器および孫織布電

寒四防護装置を加味して、線倚の対地絶鱗との協調しｱこ相好居.廣か府するよう

に:設計し　製休することか諾要であゑ、

　かように組立てられ七発竜複羞楳の趣回酎罷縁が防護装置ヒ痢味した破まに
七いず対地鏡繰と～詞を憬ち、暴年月め使胴に耐えるということと舵めるため

には醗用即蔵哉絶繰耐力試験左施行しても不可能であるので　衝婁題画試吟に

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ彷ワ）



よるのぶ｀I最も歯切と考戈られる．１４わち　発疹慨こは雷、隻石器め働鶴電黛

進断時における再点弧電圧および彫刻サージが侵入し．発ｔ樗め絶導特に碁回

向姪縛を鷲すのであるから、衝薗電屈試験を卿狛寸ることが　発電澱の対地絶

縁ぱ勿論、老回自絶勝にとっても実際約であか

　し牝が｀つて　発建機に套恚愉圧政験を施行するにぽ、回転幾両避雷琢および

保護蓄電暮ピの協調び｀必要条件ヒなうめ可･．この限要華件を満.足レ　かつ実紆

が容易右･農.密電・ボ験を.制£す名必要がある．

　安西ぼ本章において発電機含羞電笛試験をして、その試験の目的をす分果１

に必要晋　試験電圧　および試験浪形について患べる、

＆,５.2　発電機の砥縁湿度

　現在電力会社で運転している発電瀕り経瞳耐力ずどの程度のものであるかと

知る必要があろ．蓮靫使叩中り発電機に電圧を印四し　繩俸深度を詞査寸るこ

とｄア珂能であるめで，梗河舛限り岳い溌電機どか．僥損摩故り回数が多い発

電乗で，金線輸の老替えを借り発電機に対し　交流　および斯蓄電迎を印加し

て，対地絶域および.巻回阿絶縁の徊塀試験を実施しし　したがって絶縁核慮を

行った発奮徴の姫嫁ぼ電力会社砂保守め兇地がらは役用に耐友ない．す今りち

寿奉が采ている発ｔ機七意尤られるもめである．芯らに最近製休乞れた峰輪の

絶緑耐力がどの程.農心石のであるかをも述べ≒る．

　5,2 1　梗縛破求試映の方法

　運転してい牝発電機の絶琢鋏感は交疏電圧と僻書電圧ヒニ匍･|行っ乙　交疵

町座による絶尊蔵壌は各相毎に矣施し　咽絡が厭壊すれぼ，その箇所の犀輔を

2取り除いて，なるべく資料を集めることにした．交流電圧による紹侭破壊試験

は.吝相老線毎に実施していろりで，線輸の対地柩縁，継繰および礦り線の計地

妖際を対称としたものヒ晋ふ　ば験回路の一例を示すとヤ.ぢ１図に示寸通£Jで

ある.

ふこ

2∂が/
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L R.　誘壕電圧謳I整暮　2勿Ｖ±２砂ｙ

7
7
7
7
に
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考
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圧
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　次に衡番町圧試験は差回向紹縁およぴ対地絶緑の衝奮発圧に対する幌縁被虐

亀圧を測定し，港回閤鑓峰耐力と対地絶縁耐力との痢係乞まめるこヒにしブし

啼ぐ試験回敬が少いのと，各祖瀬線毎に試験を紆うので　拵児の破壊電屈ヒな

乙　しかし　賀陽の運転吠笥と同様な戻怒に各相老旅がおかれて試験している

のマヘ　並行演が巷緑に侵入し牝場合には，光ら最初刻められる箇所と目ニ箇所

が　二･か試験において袱塔するので，発電機の霖坏り扁から　当該発電磯め冪

摩愈圧値込方久るこヒ京｀で乏る。

　オバ

同胞縁破沸倹出廬を採呵し‰　したがってヽ一貧Ｙ姉線でぱ二相ま九は三相一

鴇，　ご娶　三重まよび国重｀r結線では一相ｊに試験を突施し瓦。試験曰尽力

一例を図示しためな'･牙ぐ,２Ｓである。。巻回鮒裾械榛壇め楡出については卸ぷ

章において詳述しているので参珊急れたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　才　払　２　　固

　さらに最沈製作､之札麗爆輪力試験ぽ線検単咄で植験を行フたろのて、回転機

衝書腔圧試験建憚規裕調査ヰ員会酋の頃料を衛府するこ七にしか

　Eこ２　涙験結采と旧岳奇電機の地蔵耐力

　し２ｊＯ菰験方去ブ剥｡定した　発を慨○交流電･沌に対する嵯縁破壊電圧値を

寿にして示･した力がやＳぺ表、さいこ衝薬前圧に対づる値を示したのが才､Ｓ２

とてある。

(将９)
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/･応邸 乙ざ /7∂／ ／ 子心？〉<3S)
卸純咆

破壊材ヽ／ Fﾀ１／
4j訟 ﾖ,す ﾉぷ？ノ ／ 中び∂X.2?Ｊ

!/Sk＼/k

辨県せす

耐ゑ咳

癩り吋･ //1ク ／ゐ9
や|如はU相

肺2隅はV勿

4邸 Ξぷぶ 7.Jf／ ／ 平μ２メ?２ｊ
恥 ／ ﾉぶ!ぶ7／／

／７／必夕 ／ｙ 26滋 心､ﾀﾞ μブ ゛ＱＸ２む
お心/庖

布噫址す／ かむｸﾞ／ 礦り斥

　註　嶺白相もＳりは■+ ( 4×70')yCoSヽにて４ぶ･゜をy７･･対地絶徐か破壊した。

　沖ぢ丿表および才｡弘２表の結聚をはっきりさｊるために検計を加兄てみ乱

去来　交老涼虜においてエE c - n 4の商’珊岡咳数絶吽耐力試験力規定に紺

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドｏ^ヽ八

ｔ

メ．

ｊ
ｙ



ｊ

　rj

･ｻﾞ

する絶縁微壊ｔ圧の比を求めてみる．こめ場合　ＪＥＣの規定では試験電圧を

１分向加圧･することになっているが　分占,１表の試験は侮秒欠体ヨタ汐夕Ｖの

劉昏で電ﾌEをよげているので．催儀電尼はＴＥＣの規足における試験電圧と叱

較寸るじ破嗜電圧ず教.今高くな乱　その電'圧がI高くなる割今は厳垢に寸るこご

刀でｙないのでし　汁Ｓぺ表乃絹絨徽塙せ圧尨そのまい哭明する。ＴＥＣ一卜４

力昂然耐力試験埋定に対寸る微塵電圧の比を求めた力が，すら,ヨ泉でも孔　な

ずﾐ･岬喊破壊を二囚以,上将施した場合ぽ　そめ中最低め値を採用するこヒにし穴．

　　　　　　　　　　　　　　才　ｙ　３　表

容量匹VA） 竜圧ぐ胞力 醤捉騏
ヱＥＣ猷験
電圧C:*cvj

絹紡碩妁底電圧
了ＥＣ畝織変圧

4？Z､ﾀ ／２ ヨﾉ､夕 ２４ジ /､2夕

/1汐クク ／／ /今夕 ２べ∂ ジクタ

//、夕汐汐 ／／　　　，， ３ぶ､夕以上 ２以汐 ノゴツ以上

.2jT/ジノ ノノ ２ぶ汐 コ４汐 £',^3

ぶ､汐ノジ ぶぶ .2/ジ ノ､Sじ? ズヨ'ぶ

４,?夕汐 ぷ,ざ ／ぶ､汐 ﾉぶ２ /､∂タ

ベヨ忿 ぶぶ ﾉ∂,夕 ／ｊＪ /･/∂

４、ｸどが ぞ,ク ４ｊ ＆９ ４４ク

４ジジ ﾖ洲ぷ ４夕 今夕 次々こ

註　丿十ECは容量　定格君届により試験受忌が.冥なるが，

　　を怖肘しご　ただし　Ξは定格電圧

こＸでは口Ｆ十々海面

才り,３表の９絹,神尾電圧ノフＥ（試験廼圧リフ･ら沢ク事が惑参乞お乱

１　僕汰発･電機夕台中ＴＥこ規感の試験電圧にて絶脈破堪寸ると恚えられる台

加け４台である。またなんとか耐叉られるであううぺ　ぢ数り悒呼破壊時力電圧

ぱ丈体ご包秒ヨぶ≒クジぴの割合で電尨を土昇しているので。ト分向試験よりは紹

鯖猫嫌電圧が高くなる厦向乞有している。それ獣に絶勝破棄電圧／丁βぐ試験

骨産の尤が）,夕以上（ﾈ谷宸として２∂かを見愁,んだ｡）･でIあることが望昔しいと

戻えるＪはイ台で，ﾔ一分耐之うるヒ秀欠られる台数はｌ台である。

２　こう夕台の発電機け痙転東歌から幄締旭緑址硲巷替寸る必要ありと結論と

て　し　玩もふで，やら,３表○結果は終ぞ機が絶溥劣化した場今め目安と西沢ら

皿乙｡

　てこず,y２表の結果から　遡回向繩娠の皺纒電圧を才斗葦や４４４図の翌頭

レト吋幌紬巷凹財介坦電圧の曲線七丿使肝して求,ゑ　還鮭時にかかる巻回向懲をの

頂馬値X I, 2夕に対する法衣をボめたのがオふ斗表で1あ乱

ぐ愕4）



r7‾

沖　５、４　表

法敵発電幾 　印旬波形

(T/ -xTt )/-､S ﾌ許k
巷回向乃I夜涼し

た気圧(､かj　；

Ｊ恨爵にか

ぴるそ即司
ぞ圧破高憑

　t尨則

可能対

騨容量皿/荊 更ｉ(砂J

．　　４コンタ ﾉ２ び,ダ.x 3£>^ コベ汐 /ヽ2　fA6%> 　ふｸ３？

　夕,/4'v?

　夕ぷ４７

j♂　　･「
　ﾀぶﾖﾖ

？ヨ｡．

心

アシ壮

２忘汐∂∂ ／ﾉ び､ryヨク） ４ぶj? ﾖ,ヲ　泳4到

／Ｘβ夕汐 ノ／ (Z^.O×２ぶl） ､舛が訟 J,4以上び,ヨ匈

メβ夕夕 ノ／ び夕^ 4£>} ノぷ２ p名　<4.o%) 　　／ぷ

　　24

ヽタノ

　　どか｣1娃

４ヨフ､ﾀ ぷど とぶノメμどｯﾉ ２乙夕 .2,/　咄/％ﾀ β,Zﾝざ？

冷才汐／ ぷ,ぶ <J0 X SC^Oi ﾉぶ｡？ ／ｙ　　唯々％ﾘ パタン

/.ぬ沙 ぶ,ぶ がコＸﾖ汐-J ＪﾀぶJｿよ 2/以之ぐ次ぶ郊J ぶ夕Ｊよ

４すが J,ぷ びタ■X:?^)J か,和絃 ﾉﾂﾞ吐//沙‰ 汐,ρ２ク ４／１ｿご

４汐夕 ﾖりす ヅ２ｎＥ!２ﾉ ﾖ,ぶ
必
' c>＼C>l ･'/'ぶ痢 ﾀ､ジ/4 ４ヨ

　註　ｌ　　ｉり（　Ｊ･か中は印四故形の液頭荏に対！る　｜遡回向か分お羞を

　　　　￥4バ４固よりボ必た値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電公

　　　2，摩の値は港巴圈め紹峰徽壊ヒしたが　層向う粍携ア1遇へるレズ体夕

　　　　麦xノヒ秀之石。

きらに対地絶休力衝襄薦をに対う≒る廠場電圧を回赳党利避雷,／）り㈲限灸圧ヒの

比較　ならびにＴＥＣめ商用阿咳数廼縁耐ﾌﾌ鮒阪電圧との応拡を行っ几カダ≒

すら,5表である。

　　　　　　　　　　　　　　才　５，ら　表

疾統発電機 新善欣による

陶栗甦圧㈲/j

遂雲呑･の
門漂゛

万(‘2E+-2)X/,が

　(‘んの

破唐電圧 諮追金圧

器量(かん 匙圧（か/） 制限更圧 反ぴ?Et2μﾉ､25

ぶFｱ､ﾀ ﾉ２ Ｊざ汐 ４,ｸ ダタ ﾉ､／／ /､汐ぶ

２よタ／ジ ／／ 次た汐以よ ４ﾀ か ズ３7J趾 /,ﾖ必ﾉ上

ノＺ汐夕汐 ／／ 夕汐 ４ぶ /､J､ケ ﾒ２／

ﾉ､夕汐∂ ノノ /､訊ブ メ∂ 〃 β４Ｊ 必44

４リタ ～,ぶ 。　ぞXア ２々 2j､＆ ／聊 Λ付

４､ざぶり ぶ,Ｚ 24β 四 り ／汐 夕汐汐

ﾉ､ﾀﾞﾀﾉ 貳ざ 3ｸぶ 24 ゛ﾉ ﾉ､ぶ？ /岬／

4jβ ・よ ﾉ汐､ど ﾉ？ ノぷア 瓦9タ 原どク

４夕β 3岬ぶ /汐,／ ﾉ12 々 汐､汐３ 乙;､＆

註 ２ぢは衝檻此⑩

仲ぢ,４表の申／／危V，//,ク。／危t/冷は耶幻電圧夕づ1危1･で･壮地旭株か破眉し

たが　モt?返塵回郎の鰐好に口破眼しなかワだ。昔と　よざ危ﾚ/，ん夕β屯|ﾉぶの

(拓２｀)

‥－一一

ｋ

ｌ
ｙ



？

　「

吋

発電機は３Ｚぶ危ﾚ'で対地総嫁か破壊したか。そ初迄･巷町向絶娠謐徴遷しなか

タビ、J､､ﾀ光ﾚ、４ｊ夕夕危t/ノト発ｔ機ば最初新喜電をを耶ｶﾛした時、対地絶

豚ダ罹瘍しためで、。恚回向繩縁をも蹟溥したかとうかを確力ろことが出末右か

っと。したがって巻曰『町絶縁の槙壊電圧の遺篇鋳に∂いる巷回向電圧の披高値

に対する法数が４１后以上というりははつ包りしな川　そこで･才ぢ､４姦の鵬果

リペ　避回向絶低心破壊電圧は被壊したもめについてみると　遥転爵に力いる

彫そJ白老婬の４∂岩以下であることがいえふ　そ加縦に群回旬令をの４り倍以

ヒカｔ圧に耐えることが要ボ芭れる。

　オ二占表の結軍　回転纒用肘首器め制限ぞ圧に耐えられめ発信機が９台ぞ４

づち乱　また畷定子巷線の槌株の衝喜比ｔスコタの七して　脂肝囮波寂繩祗耐

刀扁吠の紅験発見に?Ｅ十λ)危t/、　しただし巳ば定格電圧Ｊに対する対地絶

生か破濃電石め比を求力叱結果、９を申４ちが試験電圧に2Eナ２)屯Ｖより

低く、最｡大は　xjヽ夕倍で。ク､ダタ倍か余裕がある。

　以上力悌果より、徨用に耐ズないと判鰹之れた発電:機φ鰹稀め奢回向、恚よ

ぴ対地の迎叫乃健絡耐刀め大体り賞ｲ直を知るごとがで'包だ。

　ら､２了　價遺製徴乞れる発電機の樋昧耐力

　追年　発ヽ電機線頚絶像に対する研兇かまみ　便厠絶縁材料の優秀々も乱　土ヽ

よぴ呪燐施工浪め改著が行われている、例名ぽ贈種絶縁にはマイカ戦を岐用し

てトベか　天然マイカをそめまま便用する力やなく、化学的に処理再生して、

迦続マｆカシートが出現にて来た。また會浸形　接着剤についでいろ､いろ屏£

こ映て末ており、従載のワニス、コッ禄ウンド≒乃タトこ　合琉樹脂系のものが使

用でいて束ていろ。

　こうように縫縁材料ぬ進歩　施工去のぽ善之わ｡つつちろ今日　各聊依所で裂

爪でニロる線軸力もつ緑諺耐力がと乃痙度のれ

てち乱

　　　　　　　　　　　　　　汁　ら、乙　表＠

警視

毎号

電圧

㈲J

取重

陽Vか

絹醇

種別

対地旭蜂節芸安迎僥ら .赴司閥唖痔核壕電圧凌の

旭蓉 庸　秀淮こ 匹心 ルC， ≒心
//－/ // 22必ﾀ 忿 アク汐 笞,J以上 jSぷ

ざ｀４匹ﾉと

心/X刹り ざ

んに２ ﾉﾉ ﾉぶ心砂 召 群､幻迪 ＆?汐以上 /ぶこ〉
　３･Ｚｊ以上

心､ｔ／４､ﾀﾉ ４

//－∃ // j゛,汐ぶｸ 遡 4Z∂ 穴２以上 Jβ
４７必

ど/X M.0)
Ｊ

ノム摩 ／／ ｊ汐諦？ ど よびJ辻 万/込
／ヌ/以上 4d.'?以よ

りメ4∂､J
ヨ

/ンーク // ／刄塙夕 召 汐ア 方､夕以上
■3;^丿以ょ ﾖ3/以上

りA40i
フ

/∧乙 ／／ ~丿必7 右 // 潟幻ｸ
ヨ∃∂以上
/ 希

//-ア // こ刄か汐 だ S-S'./tJl. な２以上
２コふぱ 　Ｊﾆ2

りｙづめ
７

ＷＳ

ﾉﾉｰ.晋 ／／ .こ?ぶ都政 召 ぶ哨ｆ ぶ汐 ぶﾒ汐
　ぶ｀9･j

り><4o)
３

よ一一／ ぶぶ 夕汐 β 訟汐 / ３タ / /夕

(化ぎ)



整理

毎号

慰圧

(砂j

容予

洗㈹

経絡

達司

刺樋岬絹皮壊甦居磋しり 港西抑但刄崎y勾E心力
遡
回膜
備　秀

寿ご･ ゐ仰泌Ｊ 疹（こ 泳が必死

？ヽヽ２ 3ぶ μﾀｱ汐 ﾒ1 ヱ⊇4汐 ..//｀ /ヽ4

どぽ

　　.z~´/･'/

　/ぶ汐

リノ４が）

ぶ

､ﾖヽヽ３ ﾖ.夕 /,ﾀﾞﾀ？ ど コこ､ﾀ jク岬 ア

3一々 弐タ /,j詣 右 二汐y/よ ﾖぶ汐
ノワ･汐Jﾉ,ヱ ﾉ４必ｽﾞ太

ヨ

３－ク 旦夕 ﾆ2か ﾒ| J汐,汐 　ご
/

-fり
ﾉｮ？

　　　　　　ﾐ〃ｄ‾

．／

　　　／／゛〃

　　Ｓ
／'゛／

/ぶ

？－Ｚ スよ Ｊな 冷 ﾉぶぶ .一-ご'
/

／２
　　　　　.//

./'// ノタ

云－ア え首 ﾉ４∂ か ２略２ ．一/'ご 43今 ./'″'
/万
む蓬がラヌ

チー刄

　（註）ｔ　随縁賊噴老居中「以上」　とあろは肉鰐等1こよりこれ以上一瞰をぢこ上

　　　　　昇することダブ｛言かったも々で，被壊更序ぼこヤ以上あ弓ダ，そ

　　　　　の値が剥定寸ることダで包なかったかのであ乱

　　　　１　　避回向絶啄破癈宅圧のこ≒９，ゐむ戸（　　）内は暉々波形を示宋

　やぢ,ぶj浜に蒼づいて　禰輪四対地矩縁の瀕用開演破逮電圧を　JE C <0商用

町政叙（繩緑耐力試験電届く。２Ｅ＋２／なり/　しただし，　Ｅば定格電浬）に対寸

石梧抜，衝ま電圧によろ廸捧故老電圧を回転機用逍昔君の制司政をに対寸る倍

札　右よび齢剛周波総嫁被奄電圧に衝善比春ス２夕を架じブ縦めた疎優秀屈の

制限電圧に対する倍数を亦め友のか　フS,７表である，この表から‘Ｆだりこと

ぴ遡暴七れる。

　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　Ｓ，ワ　晟

C164-)

ト
Ｊ



ｔ　商明周衣による線軸の呵防紬４僊/iは最低がＴＥ（ｊ,め絶報耐力,試験電圧

（コＦナス）沌レ々ﾉ,ぶク倍でト　２倍以上ず　卜｀本の内ﾄﾖぢア･ちるめで，一

般に発曼機線輪の対地絶低耐力は(2 B fコ）だt/のﾑ2侶乙有すると危へられ

崔　Ａ種嵯嵯と尽種廼緑とめ禰遜ぱ明覆に哉ていなＯ。

こ）袈喜滅による通略賄壕はＩＳ本中ドフ本で，そ,の宇肉絡のため相嫁被準電

とき印加電圧を上けヽ記含ｳヽつた締鯖かぶ本で，燧縁が複乖した眸輪は４本アに5

⑤　新毒液による繩扨微瞎咆を力旧暫機用鎧雷苓の制限電をこ対する倍数は最

低が｜ぶこ場で　最高は肉絡した嫁麟を除くと４３フ携である。

　　　　　　　　　　　　　　　仲　5. S　表

整理

参考

原町司喬圧

　硝て）

　滝川

老回向絶縁濡Ｏ 老回向廼涯ヽ

札Zjyメ2ぷ

　と辿の

遍回鴫純洙ゆ珊４ゐむ
ﾙ(微席電圧
　(たり

/1､（勿虐電圧

数ヤグ
烏所長節鷺雲居

遵凹四更圧ヽ 老日向老尼yJり２ﾀ

//一一/ 汐ジ33汐 Jぶ汐 //夕札/∂3 夕,タタぷヨ μ吋･以上 ぷ,?３ｙ／β以上

ﾉﾉｰＪ めｸＦが /ぶＪ ﾀ４７X/∂3 ジカツ＆ Ｐμ｀以上 c'.SS-yが3以上

//- 3 ぶゾぷ2汐 Ｊ２ ハタ/メ/が かソョスグ． ぶフぶ /ヽコア)くﾉ∂３

汗-う 夕汐肺２ /ﾀﾉ以上 汐,２ヲズ/∂?以上 汐,/ノヨぶ ４ぶ､夕以上 ぷ･.-fsy/び以上

//－j 岬)ﾖｱﾀ コクﾖ以上 夕,Z2xﾉ∂E?以上 ｙ,夕がｙ Jﾖ､／パ上 らﾀﾞJyノタ

ﾉﾉｰぶ バフ好 双ぬ辿 ｸ'44-<lo∃以上 び,/9∃ｊ //''/ ＿/″゛'''″'″'‾

/ノー？ j7φ？乙? クぶ２以上 ぺ２ぶソノ�Jｽﾞ上 ｊ､／ずざ ４ぷ汐 夕､j27ｙﾉｸ３

//－∂ ／／ j/,汐 ｼﾞ,2ﾀX/汐 β､/jざ タヅど ｊ,∃j)メ/ど)ョ

∃－ノ β.政7ぶ7夕 弛､ぐ ｼﾞ.偽り/∂j ﾀ,クタｸタ
－ｓ〃〆゛～／／

〆／／″／／゛
　　　　　　　,//゛’‾

/｡,一゛’

ヨーク 原汐/?ヨ ﾉ1づ φ,かy/汐3 夕ぶ⊇B乙
　　　　　　　　　.S゛゛〃〃

/‘゛/べ゛゛゛‾

/゛ 　　　　　　　　｡｡－－’’/゛

_｡-－″″゛ﾉ

/

ヨー？ 爪ｼﾞｼﾞ9/ ぶ夕 あ只2y/∂3 乙･.0/6/ ／ぷ夕 ／,９３Ｘ／汐ヨ

Ｊ－･ﾀﾞ 高ジ／す/ うのｿ上 ぶｸｦy/ｸ焉ﾒ上 ｸβこ2ぶク /¥,ぶ 夕ぶ3〉く/∂R

？一タ Q､Ｍワク /.9ン 汐/Jべ/ぷβ 必/ヨヨ
//″’’’″゛’

/’“‘之

／／／'''

／

Ｊ－ぶ 屈ぷり原汐 ／ぶ 汐,ﾉ営X/ひﾖ 汐,/略コ 。-/’之’’

/‘‘‾

/~゛/゛‘

/

Ｊ－ク ぷ,夕汐夕ｊ 4｡？タ 践各ぐメノが <!^,/y><!?94
/゛''''″'″゛

/，

。一一‘’/’’

’″‾

ヨ　原町嗣波による対地輝啄破壊電圧を賃茎値で1あらわし　乙らに衝茎比/こ?ぶ

こ曙じた催つ制眼曼圧に対ずる借数を肪めるヒ　肉給した線輔砂/､？ア倍を除

……と

二　したがフで最泣裂依乞れる線締め商用両波衆随味靫博老圧は　ＴＥ（の鴬

紳電圧･。２Ｅ＋２.)危ソのノ､ぶ７倍以上　また衝・装に対する繩織阪壊老尼は

可転痍岡､健雷客乃齢限電圧の/づご携jス上ある石やし

　でに線軸｡巻回向ﾌﾞ)頚明目液縦相喀破ボ愈圧の常時運転やrこ力いる巷目向ぞ圧

に対寸る倍数と｡衝重波による老回向呵蜂破唐雲圧の常僻遠転ヤにかかる遡回

旧電圧の油高値に嚢喪比ﾉ、２タと秦じたかこ鮒寸る倍数を求めたのが戈ぢ､ら衷

である。こ○表より次のことか秀欠られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(拓５)



1，　　遡回痢鳶絡め副１岡救による破濃電圧の邁回剛電屈に対寸る格殺は／夕夕

倍　／ぶ,ｸ侶　ノ,クタ偕とぷ種絹輯ず)傾覆が低べ　３種｡絹繰では２,タ夕唐以上

で　最高／ノタｙ倍となクている｡したが'つて丿八種随縁は／クノ倍程覆　巳

種朗吟？は２夕口倍穏廣めぶのであることを知ろ。

２　衝専蔵による絶縁一夜壌は白5本ヤ９ネ鴛施しており　特に八種絶諏の穣輪

■■/)-ri-クーがなL^.　５種絶林でぽ２７夕倍が最砥で，最高は/回アク場で･ち気

し宛がってＢ種哺防の希回叫絶峰耐刀ぱ貧時運転ヤにかかる電圧力禰私ｲ直に

／２ｊを衆じた値の２夕夕倍罹蜃のもりで'あることを知る。

ヨ　巻回向胡蜂の恬縁耐力の常時童転ヤにかかる遡回向前をに妨寸ろ場数が最

底と最馮との顔乏が１∂稽ヒいう文きいもりになっている。この£なる,哩由ば

避回財腿緑り施工浪から末る必力で　團一珍条神に裂イれするこしかできないこ

じ　すなわち，むらがあることに基因している。これぽ例之ぽぞ種呵低め巻回

向絶緑は層さ∂,／ヨ４４のマイカヂー５を半重ゼマリ回ヌぱ２回を港くのであ

るが　夕, / 3 mmの厚さはＪＥＳの規格で許容差を+4夕9 y/vVL,一以･夕多４

にしている程，マイカテー３の厚乞ぼ均一に製價出竃ないのでヽ半重･き力回教が

少いヒ，半宦老した詩力厚之めネ,均一から港回｀向絶縁耐力にはむらを生寸唱。

　Ｓ２４　考　　　蔡

　以上線綸の哺味が瀋屁し　老替を要する発電機め線蹟対地絶勝および逼回向

廸緋の麺棒耐力について穿刺皓采がら一施･の値を抑るてヒかマき,た。しかし旧

轍輪心郵,侑§時における絶味耐力がわかってし晋いめで洛年月の運転浚用によ

つてビの程塵力耐力の低下があるかを抑ることヵ,'ヽでｔない。また最近徊檀乞わ

牡岬輔め紀縁肆料は正1畠めも勿ぷり達歩したも｡力であり。怯瓦振計お,よび施母

きも改良乞れていろりで，最道の試験チーターを旧岳のもめヒ，同一強贋の絶

滞耐ヵ左有しているものか　その熊家肴は知り導ない，　ただJ E Cの商用岡破

教綬妨耐力試験規格ダまっていないので，繰軸心対地絶縁耐力に対寸る裕康の

取り方には大里の受秘は音いと考尤られる。

　屯回向鰐嫁の絶鱗答席り｀取０方は侵へ政に対する希曰慨刄繩味が同題になる

苛々･忿　す時運転中にのかる巷凶向電石を基嘩として袋計乞れていたようであ

春　侵ぺ改に対する者回同紹雅の唖緑強度と線精力焼蟻泰双の原因が巻包向舗

縁の縫照破磯にあろと｡いう李哭,から最i!i:- s isi^｡豚帰屈珊を高･でとるようにな

引　さらに総嫁惑理め沃善進歩により懸叱乞れてをた｡したがって旧昌線麟と

最忠靭作乞れる線粕･との怒回向耗俸兎寓は比較し傅ないもめである｡

　それ耽に旧岳裸精に対する試験結栗け電力会吐の担当課で=tおぞれ発電機の

事故。墨ｒ　戈よび便甲1年限等と考久たう戈，確輛全･壱協定を次艮ヽ4｀=5るので

本草の物客に逮べたかく。裸韓としては大鉢野冷が｀果た必,りの絶縁耐力の資料

と考淀る力が妥当である。

　今才５,ヨ浪，才Sヽ4表盆よぴ々きりr表め祢果を傭めたりが才ぶ９表である。

こり表ｔSごにして　愕いてｉ昌憚輸め結絵を下すと次力君りにな乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　(悩7)
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　２　衝奮散印誘耐力４　制限逗圧り　Ｘと夕倍

どない　オ.乍ら､表ｊり鳶少め培参をむフで､．新石幄執心.巷回㈲力絶娠掴戻とす

ろと
１

月誉鏝絡は　庖回帥り蒔圧力

　２　巳種絶絡は

となる,ヽ

ノタジ桔

こ?ぶ夕循 ４

レ七かうて， 新ヽＳ條軸心対地朔脈号塵は廿､5、リ岩に示しr=Ｊいごなる､1

　　　坤ふ四表　新忌憚袖の対地絶縁係炭
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　一方か、むai良友ｺﾞ霞73氏は発電機力旧足子欄締め絶吟櫛廣を才ぶ１２．表め

如く秀欠ている。才ぎ､４コ表力それぞれの弧路電圧に対する碇験電妊ヽり屍縁破

壊電毎に対する指袈岳ぶめろと　才．ｙ．１２表の遇りて･だ易電座が盾い方々希

希がか乏くなうている。ヤらヽ７表め鵬栗石､らは定格電屈により絶條張席ヒび験

兎圧とり玩味大体一足として結莱び･でているのでヽ、うか５づ２表の線輪繩脈罹度

の取りｊとは罫々つたざ､力である。
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のマイカテー‘ヌをｙ２半重巷すうとして、そり港回徴調べると　ｹrも、１４表の

返りである。この表力らと才Ｓ､６表の幟軸の対地絶鰍の報俵電圧とがら線輪の

オS｀、旧表

定格電圧(劉 疎慢電圧ノ誼騰電圧

２ぷ汐夕 ４／？

４タタク Ｊ

ろ９　ク･夕 ２．ヨぶ

／ノクタ汐 ﾉ、ぷフ

／ヨ＆汐夕 ﾉ、乙４

ヤぢご|千表

絶勝強度は疋格君毎に欠体叱例

したものであり　　し瓦がつて

BeIh>Aべこ氏の論浹の敵環電圧

ヒ試験電圧ヒぶ比が朽が国の即

韓と一散じない。

尼格愉圧漣り 萄縁寸法C )iv)t) 希　　阿　畿

,R3 ﾆご雇屡 ４～ｔ

べぶ ぶ夕程度 ７～ぶ

ノノ ４よ～ぷ //へ/J

ｔ註1　才|，ｌ表と大杯同一である。

　以上実側結凛に,基いて　いろいろ名蔡をの之，発鴬機線輪め絶縁耐圧ヽは次め

ように姑論することがで乏乱

１　新呂発電機線顛め対地絶醇り健峰耐力け．ＪＥＣ試験ｔ拓（２Ｅナ２タんｙ

のﾉ，ぶ夕倍で浦乱　使用ぶもる標輸の対地絶縁耐か2）限界は口Ｅ+２／たび

の/づ借である。また，笥集液に対しては新る線揃力対地絶勝耐ﾌﾞﾌは回転機用

避雷｡尽力制限遡及つ/;ぶダ｡冶で，便躬で包る限界は制限｡電圧の/丿徳でヽある｡八

２　新品線輪の巻回向絶博耐力は８種蛯禄７･は運転中にかかる避回向慨をに

嘔ｘ/ヽコタを条に゛ｱﾋ値ゐコ夕夕借，Å種鮪旅ブ･ぽ　ノクタ桔と迪戎ｊる。

､§ぢ､３　試I験電圧め賀高値の沢.毘

　迦苛灘.の套要賞疋試粧電涯七次足‘するに当っては、回転機用遊君碁が制限電

産をべ｀一又とし　そ抑に和えうに特地好抗による哲圧降下、繩舛の劣祀にＪる

硬縛･絃カカモ下篆をち慮寸る必要かおる、したかって≒　べ下本師においてはこ

わらの嚢希を考憲し　発骨機衝善電圧ば験賞を値を叢め、栄5､２峰７･述べ庚最

江製氷でおる裕電旅練輪心敗乖壱圧ヽﾋ､心裕屡屯詞ぺ'るこ七にする．

　7万丿　回転無旧避骨年について

　回転一娠府箭皆巻故回飯價こ侵入寸る衝座賤の高高値をその制限着圧必範閣内

た肆制し　回転機訪分地絶縁を縁護寸る二七を壬なる回的ｋしたもりであ翫

回転磯珊避雷君力現格/よ社田ま人電気協同研究会主催四発送老笏蜜防止専rl帚

更会力も､して　妬和２含耳初頭より償重なる貧朧の姉果、夥和コぶ年に回転

機耳T達雷署蓼ぜ)を定めし　こめ蓼綱に､よう回転磯避言聶規格を.示づピ　才占､げ

表め通りである．

(拓9)
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　蛍茸峻工し.七丸山今電前グよ匹クタん,/ﾒl発鰐腰ゐ定格電圧は/.ヨノ刄ん1/，

工￥やの佐久回発電所り.ﾖ，夕ぷ夕菱ソメ1発電賦力鳶夥苛圧わ　ノ３,そ片x/である，

二力よりに発電機り定応答忿が沢型めものに々ると，Ｊｙ幻見!地から紀勝需圧

の高いむのが出現する.，外国におトlては旁ト章に£いて崔ぺた如く足格覧圧が

　　　　　　　　　学弓づら表　回転機咄避爵覗硲一斑点ﾄﾞ）

回器機中性

所･港地方辺

Å弗苛圧

　足り
証ﾝ舒

両ｍ岡液推
戴剛柘零逓
(侭勁摺ﾄﾞﾕ/)

と黙示
皿誰

　‘ドﾘ　　タ

非瞳迪灰び

低位接地

ヨ､汐 ４ク　び４£ﾉ ぶ.9　どぶ３Ｆﾉ ノク汐 / 3. i?

/,ぶ ~､４　（　・） ／１,ｙ　／　″ノ コ４ぶ コぶ,汐

ノど?汐 /･白っ　（　４　） ｊａざ　゛々ｊ ４ジ汐 4-3. O

奇効燈地

３乙7 ぶ∃　ｒ　･･） j4　(/'S£l 9,ク ／ん、ﾀ

ぶ､∂ ／ぶ　ぐ　り　ｊ 個ぶ　ぐル　〉 ノタ､汐 2/、汐

ノ汐､ジ ﾉμ（　力　ｊ ﾉ庶夕　（　み　タ ヨぶ汐 ３ぷど7

　（註卜Ｅは公乱甦圧　去試験貧圧賀形廿暫定ヒす乙

　/3, 8.　ノぶ，も　／ぶ，１２危ｙのを毫暖が製張芭れている掟錨であり　わが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z.
沼にてもそ力頑向かあるうで，取り鯉えす/ 3.i.　ノ乙タ厄ソり縦F格電圧を考

之でおく浪黍がある．したがって　回駈残用超俗.唇の公作電圧はナ£，１占表に

示したかぐ　ノ∂危し/迄しか走めていな「lので　公称電趣として　ノ２返しﾉ，ノタ

危Ｖを焉えるこ七にする．

　発電農の中遊鼎蔭地方式について.調べるし　０ぴ’邑の発電概／）ヤ往鴉借地方

式は坑坑借地が多（　非借地　餅看用変成碁検地　最近僅かてヽあるが二次低坑

碁付住上そ圧君痛地が採吊さ打ている．抵抗４地乃中畦･漕.抵抗値は楼地電流七

／汐タ八に抑部いろように送定した.もの.が多丿．したび･づて朽が圈今中畦島楼

迪方式泣非接地および抵抗接地で柏んど占めていると考えて痙し支欠な卜　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

非接廸およぴ抵坑倭地方瓦に採旧寸ろ回収槻.用避ｔ巻の公称駝圧ノク危y，

ノ,夕jくびの制却電圧を才Ｓ,４５表に示したノジ尨j/庶の制限更圧ヽの秀之ぶから

導乞出ｊヒχ肺胞答ノ２危ｙり回転膚哨避雷湯の制限電圧匯４ｙ尨り/，　ノ忖ﾚ

つもめはざ夕危ｙｋなる，

　参意力ためいﾉヽバのJk友ふ宍　輿伊もcs. ｙ 型レ芭r転教肝避雷呑の現諮を示

ヤピ汁ぢづ６表め通丿で･ある．わが囮の呪組被町避宙基七比べると制限電座値

は.舞くなってい乱

　　　　　　　　　矛弓１６表　ふＶ型㎡転機用避雷|尹

中権者頂地
方　　　　良

変格噂圧

　1､KVﾉ
石同閔丿許容端
１電ｌぐJUliKvj 討ぷ緊庁 鼎ﾂﾞ翁苛戸

非攻避必式および

抵抗接地方式｀

２４ ?,汐 ９ぶ 夕汐

４μ ４ぷ ／４､ぷ ノ３､ク

４∂ ぷβ ／７∂ / 8-0

(170で)



ｊ

ｋ

中性新ヽ培地
万　　　　町

鎚持前圧
　け 栗ぴ結び 討肩肘 鎗龍胆

非廓鴎刻?よび

堆見竣地方式

ぶ,タ Zj｀ ⊇４∂ コ/ヽ汐

ﾉＺぶ /;?. ^ ３７汐 ヨぶ．汐

／Ｊ,２ ／､夕汐 ４ぶ，汐 ４ぶ汐

有効接珍万式

ぶ４ ？,汐 タｊ 咽夕

4/4 ｊ，汐 タ、ﾀ 哨汐

４∂ 一講夕 ／嶮.ぷ / 3.£>

ぶ,ツ Z，汐 ／ﾀ･ク ノ∂，汐

ノムご タ∂ コ∂,汐 コフジ

J3.8 ／ぶZﾌ ヨフタ ３ ｊ,汐

　5;,ﾖ,２　接地抵抗による･君圧降ｙと絶縁劣兆による絶疹耐力の砥下について

　回転傑和遊営器要鎖によると，接地砥抗が無翔で芝るよう疫地は称匙磯ホ体

にとることが堆叉乞れている。　しかし現在珍棺でば回転機冊選雷碁は発宅扱よ

り十や砺れた析に悛置している。こりは避砂原に対寸る信頼戻からくるもので

あ｡て　辿雷器を発電機本体に生くに硯置した時，避骨暮が爆核した爵。発電

槻自体頑傷を俵るごと壱避け亙いしいう考え方に基づいていふ　最近建設乞れ

ろ発電所は連接接地を採府しているこヒし　昔た発電所は。河川の近くにある

め可　大鉢接地菰抗は低しに　東京駝

が　犀川才三発電所。田代?オ一発電

所および田代｀すこ発電片において棲

地祇貧を交琉々口月を煮して哭測し

たい　その結亭がI卸ら１７表である。

　したがフて衝晏液に対する接地嶽

抗としては最欠ｙこ程蔓を唐九てお

け1♪よいと思う。

汁Ｓず7表　発電灯の曜地抵坑

老君蝶名
寝地祇坑

　(､豆‘)

早川栄三発箭所 八2タ

吋㈹才一発前付 ／４タ

日夜学ご発匙所 λ２７

　次に絶旅ぷ叱によろ輝絡耐力の低下をどり程屡見込むかといりことであるれ

二いに漸して=侭料は今日ないようで石乱　筆者の研充塞では冑斡を強制劣ｲとき

也　劣亙による縫鯵耐力め砥下について東映やである価り　まだ縞油を偉弓に

ぎっていなＯ。今浅め謬題予あうう。

力／∂％ヒ冷友ること

田

面

⌒

ヽ
七い。

ぢ,３Ｊ　試験貧笛力次定

試験症圧乃沃定に心娑なる震毒は次ｸﾞ)通りアヽあ乙

　回転概用避雷探め制限電圧

　謳地祇抗による電圧暉下　こめ場合の接地客硫は制限悒'岳が就を電流/仙ｸ

ハで定めている開係上/､ヶ夕夕/4とする。

.、■cm')



(jii)相嫁劣化による締犀･耐力め低下'乃最薇め.祀込をﾆ制限廼圧心／夕％

㈲　宙全一孚一上記３項1ｽ.外応し力で碩縁耐力め惑激々る戎ダ．例えゆ絶喊避

ぼめネ十脊とか　緩眠･七拝の不均一　ま牝は遍慨荷遭転．優jくりすﾋ坊に鯛鰍耐

刀の低Ｆ等－　として部限.罷座右ＩＱ％

　上記４順について公称更圧別に整哩しためがI才り、１昌表マ･あ乱

　　　　　　　　　　　　　才　Ｓ、い5　表

Ｓ称需否

　!/≪.Vl
刻限電荏ヽ
　億妁 弟諭副万万

河泗S凶化による見込

淘即発圧xla/浦り 　妄一会衆制限包圧４／４り 説諭前座洋J

ヨ ／２ ヌ.タ ズ２ メＪ コﾉ、？

ぶ ２４ クタ ２司 コ,４ ３べ？

ノβ ４β クタ 略ぶ ４,夕 夕ぶ夕

／コ ４∂ クｊ ４,ぶ ４,ｇ ぶぶ／

ノタ ぶ汐 芦ぶ ぶ､汐 ぷ,汐 ？９､ぷ

少!;ヽｉ８表φ内、制限更恥、鉦器1==寿＝==孔棲地抵抗ｙａり/、.!r∂∂ﾉいこ対寸る儒｀

涯耳下に上詑したａ堺左合訃した霞圧（一応試晩電及し穿）ヒすろ）を図示した

勿がやらヽ３居である．苫らに社品喫輪の衝蓄繩縁彊度（？Ｓ２珊いこおいて挾詩

した結果）一制限琶圧々Ｘざよ函、また交疲絶礒耐力石は（２Ｅヤ２ｊたｙｘ

ハろ夕艦１Ｅは定格右圧に　こ乃電圧に、乃ＸＺ々Ｓ（新要比）を参じた値－

をず１．Ｂ圀に図示亨る．試験電圧1､案）と制限ｔ圧〉（ﾒ、とちとを比較寸るしÅ

称凭圧ぷ庖ソ遮の一発建機においては績看ので方女大乞い廓　３危Ｖにおいては駕

験穿を（､奪）のタボl吝い．

　公疎電圧ヨ尨びめ発ｔ磯は発電磯電圧で£穫配電している場合が多ぐ　電力

会社としてはｊ危t/綴の発骨機､今絶応と強記するようにとφ要望がある．直棲

発合繊電圧で配そしているりは地方配君であり、．他1こ電力め侯給療包も叱鳶Ｏ

二とを遡戈ると、生活冊伴として歓くべからでる電燈　坂内工業．凛乎電化を

維持する上において　ヨ禿ｙ鰍心発雷樅め締鯖､を強尾すること/ｽﾞ）匈娑でちろう、

じたがってヲノい/寄電鴬心參毒電圧試験更蔀値ヒしてぱそり吏嬰贋において区

分することとし　フ.夕迫Ｖと2 0 -k.＼Jヒに.定めたい．その娩定はｔ力会社におヽ

いて行勺べ芝であると池九る．

公和範巫ぷ危レ以上仕試験電IE;（案）

す裕康をも口七い馮ので、試験電圧（

　　　　　　　呻.ら、ｉ９表

ぷI衝甚所縁強肩）(rの同にヤ£．１９表に示

集)の数値を整理して，試膀電涯を才瓦

　　　　　　２∂表の如く宛めるカカト

燧序５ 刺Fa電圧ゎ付玉石試験電圧溥）

ｊ －２,／　　　く　／呪タ　ー　ク/タ）･

ぶ 3,3　　（３?､ざ　一一　？ざ,∃j）

ノ汐 ノzﾀ渚　　　乙ぶぶ,タ　ー　jtタ!）

ノ２ ノ4､/　　（　タタ２　－　ぶぷ／）

／Ｓ ノ９ぷ　　ぐ　９夕汐　－　クヌタタ

C註八 )心は制限電圧ｙ/ぶぷ一試験君涯(,案J

　　　　　　　　　　　　　(1ワ２･)

発電機の・転保発上｡妥当

と彦えも

1

，

ｊ
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／
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坤5,２∂秀　試験孵圧

公称箭　圧
　り ゛｀九万ふ

き ２タ　　ぐ.?タノ

ど 3 S‘

ノ汐 夕ｊ

Ｚぷﾊ２

／ｊ 夕汐

　　　　　　　　　心

今すい

田冨（廃石）犀柵乃をま相脈程度は制限電をり／／老斥ろこヒ乙査ぺをが、そ

の安圧と　町様に支衰旭倚耐力七してうＱＥ＋２ｊｙピｙyべ｡コｊｙ／､／　を比較の

ため拍示しておいた。

§ぢ４　試｀　脈　教　聡

　本年の綿冨にこおいて，線輸が固.紀子に組線乞れた碧逗傑巷採の老回閃わ哨娠

の絶師管廣をぞ池るには命柔電及試練にようめダ最も冥行容易でト合理的で.ち

るこ七を述べた．しからぴヽ発電衆命名電１試験に便阿-する波形をど渚ように迷

髭１ることが最も合理的であるかを僥計じて.みたし

　ます老回向飽昧の絶砥昏貫を唐える場合の基置としてぱ下記のものが方芯ら

れる．

田　常料畳転申にかかる港耳向老圧

②　すら､２節において述べど　旧名発ｔ雄の老已厠繩折耐力は蘆敢中にかかる

Ｘ

ｊ

(ﾖj　才.二２表の旧昌発電択の巻回呵逆篠の破壊電ｉ値Ｅ　ｦｔぢ,２ r･表り試験電

心四Ｗ　－==＝一＝a.ふ...--.-.-.･..-.--　　－　　－　　　　　　　－

圧に崎琳した時の政頭長

　５･４ １　･常時遣転やにかかる巻回向電圧を基孝とした察頭長

巻目回絶.体は線翰乃だ㈲に委している．心鰹や吸炭は線輸と線蜻とめ隋Tめ温度

と発電袱､のF邑廣廿鴬内の雄輔ビ眸輪力㈲にサーモーカッフ/･しまとはサーザ　コ

ｊルを沸）、して商支している）より定格ｔｔにおいて卸／グ乙高いりで・、老日

向饉婦の劣祀は.対地発裾より黙約冴ｲと４着しい．いたがって　差回向の旭縁に

便爾寸る材料は今脩紺鵜桂のもがざ必零であろと共に樋弧は一眼と張化してお

くべきである．その極叱り畷安としで、rr Ｅご力･釦郷眼裔数絶籾耐力綻験悒座

( ?E -I-/∂∂ぶ）　し七にぱ<･ 2 £ナ:i i>i>o ') bしたがこ２では（.２ １Ｅ十かタグｊ

ｋｊる）を噛用して老ｓ向哩嫁り保証絶牒耐力．£．はぐ.ヨノｊ式力如乙こと5｡

すなわち

£に（２じｔ/､夕､ｸ∂／ｙ√Σ　ｘ／､々タ ４－－－－－－－

た児･し　とは￥牌運転申にかかる老阿向電石，

(‘¶ワ４3

ｗｌ＝４ｉ－－

（３、)　;

Å２タは衝喜比
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Ｉ

ｙ

？
／
ｌ
ｙ

Ｘ

（3､1　）式｀申/､汐d^ tP Vは老回向絶蹄･り劣肥、そ･･９他ｔ見､込んだﾌ値ヒなる。

窮命衆の老回向曽証は牙ら洲も、才ら､８表に示し牝､値でもフマ、八体におヽいて

／ノぷい/べ下であるので、題詞向･電圧を／夕夕し/ピし　巻回向衝息憚疹裾屡を

ｒ３〕／）式か､らポめ５と貯２、／タクソヒな５．参聘回向に力りヽる電石七蔵｀験ｔ

圧力ぶ郊｀k:し　２､､／タタソヒ刀比もボめたりかヤＳ､２／表でも吸　そり怖ぞ、

才E;、 ユ１　表 公纏壱圧ヽろ禿び以下

においては港同向の

姥倖を２､/売､いこ耐

才うよ.うヒ設計して

お吟ぼ卜会てあう．

公称電圧　／タ、ノコ

およびノj'たびに衿

いては２､/危.レ以上

ヵ竜圧に耐記５よ勺設訃ずる昿聡があ乱　た格電圧の答い発更擲は大体ｒ蒼々

大已ふ発電機となる０で･、賞験電圧ヽめぷ芦に巡回圈や呪縛を施すことは胞准と

はちえら4､.ない、二力潮にっいてはサタ､弓､イ唄において検計する.

老司向需石にしかがる最大更圧左雀排電圧のＺ吻とした.吽の頒頭長は冲千､４片図

r;どなる。

　よぐ２　旧石発電儀の遭転中にかかる老抑向電をたい^y~ Aコぷ）く４,ｳ）占

毫じ友値び懸回向縫博めぜ証耐カヒした時りず４イ４埓錐倅よリボめた廓験電

圧に.対する黄鯛長々ｙ４．表に掲什竃財戮老岳皺験ｙ罹斎した巷刎向の電をめ麿

ね時ヒカいかる老圈向更忌乃（βｘ/ヽこ夕ｊした右φに対寸う叱ｔとった結果，

遵回緋の粍俸は蓮転呵の老向㈲電ミ七りΞ‾xメコタ）ざ岑じ･た姫絡財力を有する

　　　　　　　　　　　　　　才ぢ，２２表

容量ぐ売厚）
忿略電圧　旭回宵電圧
(.KV)　　　　Ｏ 乙ぷxﾉＱ夕xj一句圧 旗映発藻ﾋ対極沁 徊４司打刻岬長芦別

-4,37$- λコ　　　コ/ ムや訊ｸ ぶ？ ふ忿

⊇ご.夕夕汐 ／ノ　　　～り タ貼ク /ら９ /,ジ以下　．

ﾉヽぷび汐 ノノ　　　々,玄 ノヨコク ぶ嘩 ２ヽフ

ノﾉ｡夕夕ク ／／　　　コぶ,４ ノ∂･沁･ ａダ ヨ､ま

４ヨアタ 乙ぶ　　　　ﾀぶす ２ぶ｀コ∂ タコ コ､右

４才クク よぶ　　　も､Ξ ぞ汐ぶ夕 ﾀフタ /､汐以下

ﾉ､、夕応ｸ 畝ざ　　　　ノタ､ぶ ﾉ４夕∂ 4ど2 コク

４ジク ﾖヴﾀ　　　　タ.濯 .，　　j七 ぶ⊇妬芦） ﾉ､ふびめ

４,夕乙汐 蔵右　　　　／監2 ノ∂～∂ ４,ヨコどぷ４ ．　ヨ､／応変）

こと力､"s:5によれぽj昿富条件と肴る．それ縦にそねだ･けの槻娘耐カガあ５かど

うか包衝果電圧批験マ･軟マためにはず.乱２と）表の淀験ｔ圧におけう咳頭長ぱ才

ニコ２表に示した占や々５こ七か忿要と含ふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　(t75)
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二力喪がら　破陽長は最大３，１ノヽ５でそわより死卜乙タフ･あ５こと力.IIわかる，

･rr-z･心〃四---･--ﾐ9M-←a“-ら~－～~------･--㎜㎜･　■■･

４

Ｊ

ず

　£5.4.3　才き12名ごり避陶向絶縁萌壊盛'圧ヽと才!5, 2 0 $.の哉｀吹ｔ圧を程加した

時の破孝と今ろよクな波頭長

ヤぢ,２表り衝狽を圧訊験のお爾遮詞白宅圧か徹喝した.時め老回鴫破塵電巫が仲

裁ユり表々醤験電圧を印加した時．　俺回向にかかるよつな々頭･長はやり,⊇２敢

に示す通りマ'あう．こ々表から咬頴長か前漣した俤ｙより長に　戈頭長が客Ｏ

仲g,２？表

定格燧石

　(かﾉﾉ

発廼機諮ｉ

　　流び剤

ヤぢぶ表め避目同價尽逗圧左やち郊

表の萌暖電圧に苛才る演頻登仙Sj

／２ ４,ﾖﾀﾀ ヨ、2｀

ノ／ ２ぷ心φ ／，９

ノノ /･汐ぶな7｀ 嘔1｀

ぶ、ぶ 尋ぶ汐夕 ４ぷ

ど,ぶ ■^.37S 孔夕

ことはそ力発電機

力｡巷回向縫樗雁力

が極めて低いでｋ

乏示寸右りマ･あろ。

唾元すら,ユヨゑの

発電樅り相嫁はホ

葦め禰右に述べ'片

通り，蕎令･が李,た

も必争あ５めで

新Ｓｇ)発電磯に対寸ｉ避凹副繩休｡はこれ以上に保証=寸る以｀要がある。

したがって 看陸水節ｊヽきべ畷前＝濯をか味して試験漑形の吋頭長は

･←4s-二･W'｀-~←二－二゛｀作　　　　　　　--“』..‥.k
緊麟の

波頭屏塹'をも 妻し　ヨ～ヨよ ごとｊべ'乏・･あｉことを復禦ｊる．

　､５･４４　避回同健修｡寸法に汁する枝紆＠

ヶタ､コク表多麹岐電圧ア･波痢長もヨ／、Ｓとし､た畔め唐向向繩低寸ま（席ぽ言影

智にっいて検計してみたい。

　老耳陶飛俸にそ用々Ｓ聘料なら乙ヽ宅忽理ぱ　厚包・。/３ ４．z々マイカチーズ

だｙ２ラッフ老とし｡フンノぐケムドを含濤し、河形｡してい５、　ぐ／ヨ４プこｙマイ

カデーフ、φみＣ耐圧竹呻j、２表に示じたやく9gフクｙマ;］らうφで、笥竃化を

／､２ｙとして衝専錫味耐力は攻や如くな５．寸々ｂち

　　　　ラｒクｙｘｙ・｀ｘノペ２､タ　こ　ノグアタソ

そ回顧需拓之ノと?夕ｙ、ぷぐ､クｚ･ Ｖ、　クア汐夕ｙに対する婢輦寸去しその硲剪

を無封し７ぶるヒ才私２４表4こ示す涯りでち忌。

￥ｇ，　⊇４表１

j2 I O{?'V 6 Sr/?/:,ハ/ クアぶぶＮ/
絶縁寸凛

　ぐ沙恥ﾑ）
訊/芦燃yjxx2石一々i2iinn a,ﾉｮ゛92鮑ざ題ごﾉ､μ々聊 4/9“曳2涙×ぶ回こ^:i,o?^iX(

參ー凭房紺力
　　n/ﾉ

ﾉﾀ7cVyi-Z×2xらが今夕心な)ｙ /!汐いy2,ぐざ回ｙ∂､別々な戦)ｙ
ﾉﾀ印以2y徊かｸたﾉﾇたか/

裕　奥 J'乙7心い/ャ2/乙ヽ夕びFぶ夕汐 ﾉ.μ夕汐V-f/i‘Z¥'応２､３／
ﾉﾇﾀ印゛÷夕汐ｸt/こ,2々尹

　ｆ註丿必,り２はｼ･12ラツヌ老でも３･り？４,匈は２４となｉ託り

　　　　１政紹縁耐力台臓タJこ対する荷数として秀沁たも・（実際ぱフッ斤ﾜ

　　　　ﾊﾝﾄﾞ’節理も｀l i･φで２倍以上.φ耐ヵを有するこいこな５ｊ

マイカデーS&功絶鳶財力は:rL S今度･格を岑哨しためで･jド５が，マイカテーこ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　（i76）　　　　　　･ｊ



ｆ

ｋ

ｔ

（･写｀包,ｸ，ノEi2･りｙ）ｔｙ２ラヽﾝ｀ズ趣１,巷を施行し　ｉ空が理り上コンパクンド

を丞･漫λしめた巻回賜祠植は衝無電圧/６つ7Qし/以上弓耐力をもっているカア，

やら,ユ４各の裕ﾉ脊はさらにこ価以上応る乙,のと琳ｔられる．内題けマイヲフ孚－

T1φ/學砂は才トユ表に示しちかく．そゆ扉ぶが｀辺－マ･ない叶にあろめ芦　新し

いうちは知将耐力がヤ今あってぐ　含浸剤の.劣化およぎ振動等す碑裁絢応力に

より老固向の絶佐耐ﾌﾞﾌが鰹栽に媛下寸るこ七丿ﾕ.尽光らい.己

へ吐回前岬頑漆は嫌蝶をレ２ラツヌ旭し７施行すろめ秀　漸凹向は実ぱコ倍め

肺燐寸法乞有し　愕縁耐力石２倍となう．そお院にづ５,２４表まり低／∃ｙ々

マイブフテーヌ屯／２ラッワ遡ﾆ2邑した錫合ば哲西固り寸-^ 1-0 4-2>/.Vlは瞑必立

ｙ２）絶縁耐力はノ乙にｱをびとな5.したがツて賀啖Ｊり肥低耐力ぼでらにコ港程

哭けあ必力で･，一般り発電機でぱこφ程贋の遡回向り絶縁ブ･十分７ち乱　祷に

老回向の繩筰憚蔑のあい発電裡け大型機で，老回収汐ツいもつア･あリ　準無上

より旭回向・憚鯵寸芸.ぱ炊今大をくとるこ七右アヽ惹乱

　以上岩べたこしより岐頭を瓦あＳと法定してか従果て）頒燐寸頂七大差がなに

　二々,５　蔵尾長にっいで

淀験曹形の改尾長はJIFくこー　／ぶぶどj 9 4 4 )素願電極討験において定めら

tべ2若尾長４り戸匹乏桧司す忌こ七にし友　脊圧基を通して発電機に侵入うう

ぎ行咬は長波尾長であるが　奄電柳の衝喜甦圧試ヽ験におヽいてはす尽,ｙ節に述べ

己かく槌端を特地あるいは鳶兎統包以フマ憐地才うこと‥廼悍を佐桜寸ろに摩

才弓勝向ぱ２zﾌ～Ｂうち,Sやあ５こよ力ヽシ　を線の対地老臣は改尾長千クノ心

にツだ勝し　さらに鰍救尾長にした時七でけ娶んど受らないめで．　JH Ｃ-／必

の現槽に定めらわ恕孚∂ｚ応ぶ茫搾用し牡

　波尾長の瀞宸ば貧験裟施上元卜し九戈障が伴わないφマ･，実施ともｒ複有意

庵して　なるべべ試験酢�改形に巡い淑形を便刑寸るこヒピし　ＪＥ（－／ござ

力硯諮に座ずることと.し友

　衝思電圧政教に食可寸る貧験電圧政,布刀掻雁万正惣辿と定め丸がこれに対し

て繩升的乃但由江瘤（　悒対に対す弓検片が不十分ア･あるので1　す規格として

はダ圧昏掌澗電圧貧験の植桂ヒ歩調を台わ七るだめに正極栓を.採吊したに寸ぎ

ない．

　以と述べ宅絡諭としで計験畷夥は十（Ｊｙ希々)yio Sヒレ　涙唄辰め｀袷度は

Ｅへ大了,重ｘにビす翫　　　　　　　　，

§らＪ　衝票更圧政｀畢にっいマ'

　衝参電圧討ヽ験カ鴬施に.当って衝泉糎圧め腔聡徊り認定ビ試験め屡領とが向題

に摩うカア･Ｔ記のかく行う力が謳レ妥きと考え弓。

　S. 51.1　衝果電圧っ稜高値の細定

　衝孝電圧発生碁･の究電電圧ヒ老生ぞをとが堰線的斥財係にあろkl物必らわ.う

場合には、貧験若圧膜高値りぶ‘ク'沁穫L浚め哉城電足における馴起連をぬ倅酌に

０ワワ）



姑長して外冲法ヒ如丿砲鮑Gな7EBをれ沁れげよけ．

　直綾的関係が不荷実今湯釦ごは首夕戦ヽ験電圧々薪伯φか丿分以上力砥賎愉を

にあいマ箭名竜Ｆ発砥石に根諭花聡御屯接鰻して　ヅス･弟熹好江坤嵩砥Ｅ化測

定し　つぎに衝喜電圧恥生蒼必曰路定疾俘らびく荒煮気圧気マキ砂尋酋剛昿概

を取除いた腰刀を生恥モ液峯･蕭芒ごを刊傑寸乱　摂略暁転機に印宍才う討験啜

て賄馬値尨Ｅと寸川ダ　痢町穫右俘続し九場きに加あ値石なシ亀否を与丸うよ

うな蕉頁行笥圧贋高値Ｅ。は衝震低圧発生暴の･ｔＲ脊和学が死奪イ弩泌､ヵ尺ささ

により受化しないものと見なし　．次式'により･前坊しか乱

　　　　　　　　ら＝Ｅχｿﾞｼ

　この波高値Ｅ,に対する衝書電圧発生意の宛兪老圧をす?め　この免電斂をにお

いで回路噺球をマ苛の昔昔　副町樅屯趨覚しで衡喜電圧儒を硲生七しめうと･

そ必凛高福はまレる痍軟電を破高悒Ｆと見々七友,う。

　5, S,2　貧験り要領

　兜吃斌の新報電茫痰験ぱその絶誘が蛸足の紹俳号農も有しているか召かを蓬

めうﾌとめに行うものでヽあう。港外の印加瑞子に対すう地渦子乙祁放してい呑と

刺賎瑞ぞ圧吐邱加駝をの匍ﾉ,夕倍に上耳すうので浦飯端倒め蝉締は所定の試哺

より苛酷者右の七万呑ため，他腸｝は直僑棲廸すうか　普九吋柵耽巻琳々禰動

遺坑より抵い紙坑七遥して路地して試験を行なわ奇けれぱ啄らない。

　こ重以上め老縁を有する老電機は一褐ごとに衝■ぞ忌試験を実施↑るめが，

老回陶絶緯の賤遠の頻出七確実に１う上力ヽら肩効で･あう。こう湯治胞圧を可加

しない避りニ剪う逆成力勁遡または一端子を諭地して芳く湯合は郭昶瑞子にか

春り必低圧か戎寫こわ石弓や，こわ｡を坤制す弓をめど瀕裁之こ容易に１るためー

端子ぱ接地し，抱端子|ま砥呟竟ｔ適して鋳地すうこトか召ましい。一ｔＹ遡載

の発電気に扮して紅三相同囃に電圧i::Mi!Oして。貧験寸う叔が穣出痩吃平衡洙

を箇用すうこ｡むかでｔる必で，叱砂航有不}け鴎乱

　脊嘗機老線の線粗珊珂陶か理電溥は耶如端子に右い線輪において届く接地端

に座い姉荊φ趣回郎々添電誓ばか之い。球児棒輪必姉地電唖は老鳶の申程々諜

輪において端子電圧台砂ぶク勿池で･接磁｡端に近い修補ほどそ応対地需をぱ低下

亨忿ので　鑓地端より再庵電たむ耶やして　紺定力｡碁偉鯛旅発廣屯有ズ答か否

かを確め弓ためにヽ老線ぶ出力瑞Ｊ，ヤ杜粕よりそわぞれ吝UEljちて傾足の試ヽ

映電を包印加して絶娠が満濃しないことを複衿巷けれぱ･な邨咎比

　寓兼に際して回転子が粗ｾ｡マられた状魅で億を屯坪加寸るじ　制動超報ずな

口機械では日転果老線ゐ端子肖および対地向けかなり高い竜圧が誘忿怨衿，曰

転ぶ老線力押縁屯病ある妙乏れがあろ収ッ･５紅孚も取齢しと状紡で猷験七行う

ノング井ましい。４たでめ盲が喉似隋の取りっけり便利と'飲贋憐緋力振り替沁さ

らにほ諏遺諭所め検出には有利マ吻ゑ　胞転海が岸Ｘされて(lろ状物マヽ紺砂ｔ

行う場合は順｡転子岩蝉必癈孚を経修溥地しなり牡げならない。々勾老農劇定用

　　　　　　　　　　　　　　　　　(-(T8)

ｊ

ｊ

ｙ



ｆ

サーナコイル端ぶ14そ力端手向に電圧が誘起すｌめt.防ぐため短路傍地してもヽ

かな吟抑り堕尽らな几

　凸笥機力４右一吹加転子が'有う場台ヽヒ無い場台､ｋ７憾農同向分迅ぞｅぼ灸いし

ﾌﾓ=･州・はIない、

§５､ぷ　結　　　吉

　以上迦べ涜こと左要約するヒズカ遥リであ乱

卜　搾軸左を赳朽寸う発信機力対地所怖々絶修耐力は

　巾　商印男浪　一　-- ■i-:L-^十え｡）ﾌをＶ　の／／瀋

　り｝　衛喜電圧　－‥一回転徴用分宿碁。制限そをおり倍

でし避回即拷旅耐力は　遺転申に力寸る尨同前電圧に八／ｙｙｘ２､ｒｔ衆した値う

4 o mで･あ乱

⊇へ　斯･昌鈴顛の対地繩縁写庸にト

　　　商府司肺に対して11　　（ユＥす二じ）浹レの　ノヽろダ槽

　　　朽重呟に対しては　囲転機阿遊雷器制限電疋め/ヽぷぐ恣

であう。

３　新笛線棹の巷囲質循俸心地積極参ぽ

　　　が霊絶腸に馴jては労相湖電巫に（ヽ/ａｘ A　２5-し）ｔ奉レ址値力／クタ倍

　　　孤種紹俸　　　　／/　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ク∂侶

ア･ちう。

峰　発苛襟七対すう翁套鮑が綻験り討験電圧はケ5､２ぶ表力通りにすう。すなわち

醤柿更圧べ長ﾚﾘ 貧無電を浹J/ﾉ

？ ミ.い句心

ざ ヨタ

ノタ す唖

／２ ざ夕

ノタ 甜〉

ダ　紅肺臓形力浪頭畏は試｀験持力吹勁力剽ぜと光慮し　３～３､ら４Ｓに産定１

ろことか　今匂砂発受賞の巷回聞絶陣原薦を藩陽すう上こにおＯブぷ要であ乱

乙　し哭かフマ試放校形ぱ　オＧ)く４タソに七土　酋頭長う裕度ｔ７～う､牡ｓ

七ヤ百。

フ　今侈力圀題としては発せ横哺絡力貿化に瞳すう愕修耐力力砥下についてぱ

っ包り之ぞて好く必蕎がある。

(折の

W



訪O項欠



章６第 発電機巻線の故障検出



ｋ

第日章　護電機巻線○故障検出

　ｇ　ら、｜　盾　　吉

　発電寫の哲撃電圧試験において、絶縁の破服を的碓･こ験出しうること、さ･ら

にlj絶縁か破厳したｲ固侑を摘出する二とが要求｀さ漱る。発電磯ヽ巷破の絶縁に閃

してtま第１章･二ぷヽいて述｀べむ如く、主とレて対地絶縁および港回菌l絶縁とがあ

ぞ≒対地魅縁の破壊|ユ高速渡ブラウソ管、観測ゴ乃は撮影にふヽいて印加波形が

截断波と４６ことから、容易に瀞出することざで呑るし、破塔個所の派出は、

やや面倒ではあるが可能てこある、同題となるのは巷回明の絶縁破壊の検出であ

る、

　友圧器の衝撃電圧試験はＪＥＣ川Ｃ規定が制定ざれて、今日迄多数の友圧急

が試験さ北て采たび、巷回向の絶縁破疲の蔵出は痙お向題と呑っている｡裔圧巻

巻線の巷回明絶縁の破壊の諭出は多くの研砲巻によって研究さ九ている。今日

迄発表されている･倹出法に･j、三瀾氏の平衝法＠　森氏の電流法物、さらに、

モ利氏の電･流法励びあり、短絡iｙ検出しうる俺力は、　巷回回のＯ 、ﾉﾂﾞﾌﾞ程度のも

のである。したびって巻回数か多い浚圧器の／巷回明の短絡を排出することは

赴めて匯l諮であろ。

　本章でば　発電磯｀巷線の塵回面絶縁の破壊の検出について述べ｀ることにする、

第６、２節にぶいて巷朧の巻回向を短絡しﾌﾟ2時の巷線の漏洩｀インダクタンスの減

少ヽ、第６、３節に恚いて短絡による過渡波動インピーダンスを測鎧し、短絡によ

る晏蝶の波動インピーダンスが減少することを確める。　さらに短絡による巷

扱の牒輪対地電圧および接地電流の滉化を実験ヽ的に建めたのでその結果壱逗べ、

第６、４節しおいて巷回固短絡の験出の系理巴その方法について、弟６、ｓ肺にふ、

いて実際の発電磯｀に迪用し芒例について説明寸る。

　公　６、２　線輪および塵回際］の短絡による悪疾の

　　　　　　　漏洩インダクタンスの減少について

　発電府線輸/本の漏瀬インダクタン又について、第１章蔀』．２､３頂に実測恭果

をぶべた泰、本節では巷鎖あ｀よび減輪の漏麿インダクタンスか線輸／本或いは

ノターンを短絡した外の漏ぎインダクタンスの誠少にっいてざべる、実測に使

用し応力は、廣河簑Ｂ V-Z-iO3A万能ブリ、ヽノデに瀕河製選双増巾岳CDV― C R-

２０りを借用して増巾感度上げて測定し方、発遠碁の周波数ば/.りクこり．である．

　　６、２、１　線輸および巷回同短絡による渦厦インダタタン又の減｀少

　晨ず城輪り本、線丿輪了本を餌合し右時、巷回向を短.絡して漏ガイッダクタッ

スの峯少を線輔ヽが4失なに入っていない状態で測定し右、供試線輪.の寸法ば第６、

１図ｔこ示す通りで、港回数ば４ターンでJりる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐＳり



第6,1図　供試城崎の寸法

(/)線輪／本の場合

　　　　　線鵜｀／本の線輪端の絶縁の一部をけづ

　　　　　りとり、巻回同の短絡を行つ左、線輪

　　　　　／本の巻回線｡乙短絡衆を示L /ごのか、

　　　　　第６、２図である。

　　　　　短絡しﾌΞ結果は第６、２図に附記してい

　　　　　る通りて゛、Ｚ　夕－ン短絡で漏厦メンダ

　　　　　クタンズは／２～/ ≪,≪H　の減少と痙る

　　　　　線輪の内部にある巷回向を短絡したと

ノ本線丿鴎のｲﾝﾀﾞ;クタバ　26 uH

／－２　傾路（／夕（り　　ｚ４μｈt

ｔｐ：/／wｗw．.／２戸川

２一命　" (2ターン）　４μ日

第6, 2 a

さの方が外部に近い巷回同を短玲し死

時より漏厦インダクタンスの減少が大

きい。

（２）jl泉輪了本を重ね.巷にしだ場合の短賂による漏洩｀インダクタｙスの減少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線城にﾖ本を第６バ3図の如く重ね

　　　１１
３本の線輪ｔ石巻iU･|

　全インカダンス　　　　　/ろダメえH

　1－JI矩絡（線!瞼7本）夕２声Ｈ

　刀一Ⅲ　心（　ク　　) 3ZyUti

% 6,3 fgl　Ｊ水重ね塵

塵として百乙１レた場合ヽの短絡に

よる漏攻インダクタンスの戴少

ば下記の通りである。

　（j）線輪／本を短絡した片，蚕

　イングクタンズ，／６夕声Ｈ　び

　タ2 mH (第６，３図　１，２端子短絡）。

　３２μト＼ i 2.3端子短絡），となり

　/ / 3 yUH y i 3 3 /U-H　　の減少と

　Tなる。

　41川
｀
Ｓ
Ｉ
／

　筧心ｊ;州力轍翰配置において．Ａ線糾り）１．２端子（第6.2 m参照）短絡ｔ

Λとさのインダクタンスは／／［］声㈹（緩少はタ5一八H ) , 2.3端子を短絡した

涛心夕寺勺りiぐ６７丿日の戎少），Ｂ線輪の１，２端子を短絡したと２はタ２奥目

( 113 U.r丿･衣少卜２．３端子を短絡し7二時は夕２μＭ（ノ/ｌ戸Ｈの減少）である．

　６、２．２　　々りれ冷（よｊ ４Ｖ．）発電磯ンＬ巷|泉の漏厦･インダクタンス

　当該発電磯トの繊翰虻置にレ第四草第に４４図に掲示しているので参照､されたい

奘測よりぶめた発老鴬｀巷線の自己インダクタンス、相互･インダ｀クタンスは、

第い１表の通りてある。

さらに欽心中のＶ測慈眼の線翰／本の漏洩｀インダクタンスは/｡ヨＸＨである。測

定時の他相肪腹は固放状態である。第６、１表自己インピーダンスより線翰／本

のインダクタンス胞ズめると、他相旧放の好か約２．６ＸＨ、接地の峰は/、ぶ7 7･LM

(182)
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第６，１表　恥ｸ･飢Ｍ巷墟インダクタンス
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ｔ註:］剛放は面端子を厠旅

　　　疹叱ぼ両端呼£4毎咆

第６．２表

僕耳目

試

測変値

い以Ｈ）

ｨ包　4S　の

池　　遡

白　Ｉ　　Ｕ ぷ嘔 困　　塊
Ｗ己 Ｖ シ

イ　Ｉ　Ｗ

ン　Ｉ
タ

ｊ

{;
尺

u ２／ 玲　　地
Ｖ

　　　　　４

－　７ｒｒｄ　¶¶ - - ㎜

　 　 　 　 　 シ

シ

Ｗ

ー互れグ

クタンス LI- V タ,ぷ _．一－-‾｀‾/

であり、貧看は同羽と他相線糖よりの

オ回互誇導、後若は司相琉翰･よりの相互

診導びあ乙左めである。

　第６、１まば４り心/ん各相2 4- -4-、の埃

輪が配置きｽﾞし右場合のインダウ　ダンス

て｀あるび、各相を半分の／２本の味輸

とした場合（出力端子より各相ノ２本

について実測に　政りぶり各相／２本の旅

殖訪駱綴は一端子を接地、扉､邨子右岡

前i.レたφ池野）の馴定結果左參６、２表

に示才。

　第６．１表と第６、２表の囚、他相巻繊

を唄該したが息において、２４本の巷

線のインダクタンスはろ３九回、ノ２本

の碍は２ダ･･し日　である。／朋分の巷線

び、半分趙漣。して巷いてない場合忍考

えろとノ２本の場合のインダクタソ又

の２倍となり、ダタ、４り　となる。同様

に廸相巻線を耳把し左時は。

ヱ/･九川χ２＝夕２ 、４吋とひり、第６丿表

の今口･J州と大体一致する。

６ ３ -。１．ｈ一々○･ｌ､い-l＝２ ３ ２･Ｊ は他相葛線が｀

あ乙･ための相互誘導が加つr- -ものであ

るぺ　他相巻線の一端或jj他端を将把し

yづぞぼ他相包珍;J､対場｡電位｡にあ多ものとして無視するこ乙がでさる。

　な戸んＶゑ発電衆にふヽい７りj、Ｖ相｡巷線中の出力端子より第ぶる目と第ワ布目

と。力緩媛ヽを短絡した。七の結果･J第６．３衷の通りである。さらに各柏老線を、

／ご本にした時の線物／本を短垢、した結果を菊石、４表に示す。

　　　第６、３袁　C名宿巷線２多本丿

短絡咳輪 イッグクタンベ

　（･八Ｍ）

砿巷の汰｀弩

出力迦叔りざ岳日 タＪ 圈　　旅

り　　ケ　り

４　　ｙ　， 3 S 将　　地

り　　ツ　”

第６．４表（徊目巷蝶ノ２本）

短絡瑞験 インダクタンス

　　（7JしＨ）
建部の㈹芳、

出力端子よ仔番目 ２∂ 園　　割石

,シ

／ぶ 屡　地

　第６パ表乙第石，３表から，線輪／本を短絡し鳶だめの漏虎インダクタッスの

が少lj他相巷線圈放では6 3 m-H一タ釦,匹こ＝タｍ回，棺苅巷線の両端弓･を接地L／だ

　　　　　　　　　　　　　　　　（183）
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時｡111 なりm.H - Ｊ,ｙ・H
~ 2 niH　の減少となりてい2

. --Arz短絡線諭の位置を浚え

ても漏洩インダクタンスの減:少は浙らない。

　第６，２晨と第6.4 Sから，他相巻線を閲放し右政態における廣輪ノ本の短喀

による漏河インダクタンスの減少は２ ^ 7)(.ri－２ 0 IHH ― ^ /!lH,他柘巷線のiU高を

堵地した時以２／・Ｈ－／ｙいり＝３ 。哨の減少となっている。

　　。6 . 2。３　。考　　察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　悪回圓，線翰／本を短絡しだ片の線輪あヽよぴ巷線の漏洩）ンダクタン疋の減

少の割合を実測L 7?が，その綿果石玖める巴攻の通りである，

―
―

　線輪／本の漏洩インダクタンスは／ターンを短絡すること|、より約半分r二

減少オる。供試埴輪は巻回教が夕回であるが、第６、４図に示しが巷回敏ｚク

回　の埴輪のノターンを短絡した時の漏洩インダ＼グアンズの｡賊｀少は第６．５表

に示’41通りであって、線輪｀の漏洩｀インダクタンスは／ターンにより約摩分に

減少すると考えられる。

ソ

ｙ

･、｀り４ｉｸ

ｰ-Ａこ|δＧ

第6.斗図

ｙ
―
Ｌ
Ｉ
　
Ｊ
‘
‐
・
上

第6,５表　／ａターン線輪のインダクタンス

短絡個墳 短将巷圀教 測定ｲﾝﾀﾞｸﾀﾍﾞ岬）略ヽしｶﾞｲﾝｸﾞ匯又(ﾒ剛

建　　会 り ｊ∂ ∂

／－２ ／ ダざ ｊダ

ター乙 ／ ｊタ 々／

／一ｊ ２ ｊユ タＪ

／－４ ｊ .2タ ダざ

／－ｆ ４ ノタ ぶ／

／－ざ ｆ ／ダ ｊぷ

／－７ ざ ／∂ フ∂

二丿

ﾉｸﾀｰﾝ策繭

II　線輪丿本を重ね壱にすると線翰には湘互インダクタンスが加わって、線鵜

　丿本の全漏厦インダクタンスは増加する．今線輸２本（第６、１図と同一線輸）

　を第６、５図の遥り重幻て置いそ、線輪２本の全漏冽イングクタンスはぶＪ戸日

　てべ２本の線諭圈の相互･インダクタンスは/ｊ｀､了汐月～/ 6mHて･ある．さらに、

２

線輪２ホ

Ｚ－２－ｊ乙渡繩した# ;- 3 IS) S3芦川

／一.ヲー２_と　々　　　　/-2. m　／ぷメｊＨ

Ｌｔし＋２Ｍ二ｊＪ丿Ｈ　Ｍ＝ノダ､夕声Ｈ

Ｌ十L - Z M = /タメ・Ｈ　Ｍ＝　／ぶメiH

第6. 5 El　線輪２本の配置
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第６,６図の如く線輪導線

を固定子溝に納截つてい

る状態におけ３２本の線

輪の全通度インダクタン

スは線輪配置が／一一２－ｊ

の時（第６,６図参鳶）なりH，

ノー３－２の配置の時は

6/戸りである。この時の

Ｘ

.j

-⌒

- ｆ

　 ５



､j

１

１

Ｖ

／ ２ Ｊ

/ - 2 - 3　　４タ声Ｈ

　2 L- Z m'= ≪≪戸月

　　　　　Ｍ’＝ダmH

/ - 3 - 2.

　２乙-t 2.M'ご6/ /U-H

　　　　　Ｍ’＝　μ,ｒ涛月

第６,６図　蒲郡をまの方向･こ

　　　　　　塗ね亡線輪配ｌ

ms. Aングクタンスt-a 4、タ.タ声Ｈで

ある、したかつて琉丿瞼／本のイン

ダクタンスは自己インダクタンス

に、他の２本の線翰より相互･イン

ダクタンス衣加ｵつつだ値となる．

今祁互･インダクタンズが各線璃ヽに

同一作用をするとすると、ぶ本の

線丿瞼の漏洩インダクタンスは

　ヨ（２６オバすノダ）こ／ぶぷ／川　とな０

大体測定値と一致する．

　ｊ本の線輪を重ね巻にした場合‥一一毎極毎相の蕭散、ﾖの重起巷に相当寸る

ｰ-においてμ線翰のノターン短絡による漏漠インダクタンスの霞少ばＡ線

斡を短絡し右時の哉少ヽのぶ∂φ以上である。Ｂ線袖においてはノターン短絡に

よりＢ線輪を短絡しだ時のぶ夕汐の漏洩｀インダクタンスの減少乙蓉る。_し互

　拉の割合とａＳ。　　　　　　　　　　　　　　'･ ■■1y" *-,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７ｏ●沙づjjむｊ－

iv　μ∂4.＼l k発電機｀巻繊のインダクタンス廠丿演に石平衡が不充分の包歓測定し

芝 しかしjljをしだ結果一応の目妾か碍･ら九方。 μ本の 、池凋巷琉を

疋の眠少と石っている。
-

　以上考察しろ指諭として、巻線申線輪の短絡によ５漏洩インダクタンスの

減少は、その線輪に鎖交している鴇束と、その線輪から他の線綸に鎖交レて

いｊ磁束の消滅にＪる七ので函５．忿恋巻回数ノ回を短絡し友時の囁漠イン

ダクタンスの減少ぱ巻線申においては線輸ノ本を短絡した遵合の£Ｃ〉や　～

Jベフ嘔屈度以ｔ？゛あるｋ居池る。

　洽お短絡による漏ガインダクタン又の藻少の､割合は、線翰の配置状態、す

なわち巻線方式）こより異看つて来る。凭北故に検出感度にも影響して来る。

　§　６、コ　線輪の短絡が過渡波動インピーダンス巻線対地電圧

　　　　　　　および接地電流に与える影響について

　線輪／本を短絡しだ時の過渡波動･インピーダンＸ、巻線対地電圧あヽよび接地

電流に与之る影響について、Ｊ、３孤/、uo T^vA発電機｀にて実験的に求めた。

　6.3.1　　遥濃波動インピーダンスに及ぼす影響

　盛｡浚波動インピーダンス･J第二　京大法により測定し鳶。測定回路の定教は

第６・７図の通りである。
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(/)各厠巷線の線輪数ｊタ本の場合

　　試験ヶ－スＰにおいてヽＶ相巷線の出力端子より２番目，タm B, 8番乱

　／　７　番目および／ダ番目の廠｡険を短絡した時のＶ相巷線の過浚波動インピー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンスを測定しﾉごのが第6.8 0である。こ
R.i=/S'O･en.

第6･ 7 図

第6.6ゑ

レ
ト
上
９ｓタ４．Ｑ

姫路1二よこ政窓ｱ4ﾝ６ダンズ

収丿番盈皮の麦化

短絡
謀績
yiro.

波動おとりふズ

　　（ぶ-）

を腹を疵痕すかこ

要'‘り倚向(μ5)

/ 3Z ^ O ２タ、5｀

「 ｊ／タ∂ ２ｊ．「

Ｊ i O O 0

／／ ２タt? C7

／「 ３むぶ∂

のオッシログラムから線功短絡によｊ巷線

の漏喫インダクタンスの減少から来る、波

　　　　　　　　　　　　　　-･､ヵ’
カインピーダンスの減少か東之乙、短絡に

よる諧渡波動丿ンビーダンズの海化を力か

り易くしガのか、第６、９図である．

二のオッシログラムより線雄／本を短絡す

るとＪ浪波動インピーダンス波形に窪みを

毬じ、全体の波動インピーダンスlj減少し

波頭の辰播速.度は遠くなる．第６．８図Ｊり

双頭の波動インピーダンス、

めると第６、６表の通りであｊ

伝播速度玄求

　Ｖ相巷線､j2享本の線輪から４成さμて

いる。したがって、短絡による葛條内の艦

交磁東の亥化かごい場合は、その線輪の亘

長ど砂巷域の亙長ほ減｀少するのてへ話線の

暮護に委る厄播じ守圈ぼ

　　（Ｊｙ､ダー‥２去声）丿ｓ辛２ダ､タメ５　　となる。

しかし実測結果は第６、６表に示すーり

２ふ夕戸ｊであるので、短丿絡により約２メz５、

時圈が短縮さ九る。
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第６､８図　鑓輪／ネを訟
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　／２本の線輪に対しても２な本と同様、短絡による波動インピーダンスの減

少と波頭の碩堵速度が鹿く呑つてい５．試験ヶ－ス､PIいこおける線輪短絡による

第6,7表

短戈各1良知l

乖　　　男

賤動インに－ダンス

　　　いい

/ ｊりＪ∂

２ ２タタ,り

３ ,27∂∂

ヌＪタ∂

フ ２タr< 0

／∂ ２？ど･ぴ

波動インピーダンスの減少竃如５ために、

第６．７表を示し右、さらに終為にタ００　立

の抵抗安浦入し乃時の座渡波勤インビーダ

ンベを測定したが、誘入しない場合と比絨

して大した影響ぼない。

　以上　／相分の線翰舷が２４本、／２本

の場合にふヽける線翰ノ本を短絡し方結果、

次の如く考えら才tる。

　（ｉ）線輪／水右短絡寸ると、当該線輪の

　　鎖交磁戻か減少するの･j勿諭、当該線

　　輪力、らの磁采が貳少するのてへ巻威の

　　インダクタし又ば徽少浦る、

(iい　しだが｀つて巻線の波動インピーダンスは短絡箇所ｒおいて実さく減少・

　ると共にその苗後の波動インピーダンスで･減少寸る。之布巷線の指嬉登度

　はjlく＆る。

　(iii)巻線の波動･IIンビーダンスの変化状尨､ば巷線の短絡箇所で異なる。これ

　　は鎖交磁東の麦厄であうか巻線方式をも鄙係てる。

　6. 3. 2　巻線の対地電圧および接地電光に及ぼす影響について

　な∂むＡ発電鍍のＵ、ソヽあヽよびＷ棺巻屁を三騏一趙して威準及形を印加し､巻線

ｔ圧の測定の時は終姉を薄地し、蔭地電えの測定は終端にぶｙｊ１の戈虎４肺入

して、漱薦の電圧降下に換算して測受しが。使用し石對撃電圧発ま呑の定数は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6、13図に示す通りである。
(i Z７Ｍ

第6.旧図

実測IJ/凛分の線輪が２y本のとき巴

／２本の跨、ニ回行つ鳶、

　(ﾉ)／相分悪緩び24乙本の場合

　／相分巻繊ぶ２嘔本の場合､。主馮

一助して、各期巻威が後輪対地迦涯

瓦t、第４章じ･盗べで如く、匍－の対

地電圧波形で右い。各趨向の不斗孵

を測定し応結果が第6、】４ほである。

このオッシログラムから各相伺にSj示乎衝があることを知る。剥宜ljブラウ

ン管の禍向板に最初の線輪端子で約２、ぶ飢/の電圧び加わ15ようにして行う乃。

次にＵ､Ｖ、ふヽよびＷ祁巻線の略端（１力端子）より／２番目の誠翰､の対地電

圧波形･か丸々雇1部巷脹の妨端よリョ番目。７番.ｌ、/Ｊ番目および／ぶ基因

の線輪をそれぞれ短絡し方時、どの郷漢変化する･かを測定しだのが第6、･５９

である●　　　　　　　　　　　・

Ｕ９０
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第6、16図　巷薮の駿輸を短鳶しだ時の／２番回の楳翰片地ｔ圧

　以上賀則結果について謡｀べとか、この定雄的石解オ､j第６、４節にあヽいて諏べ

ることにして、要約ずると、短絡による姉地電圧の変化と巻線内の磁求の浙化

であり、しだがつて壕翰分皿電圧と巷線内の伝椿逞ﾉ芝に関孤して来る。

　次にＬ」、ｖ、Ｗ相を一垢して標準波右印加し、L」相Ｖ柏の出力端子より４巻

回の線輪輝子対地電圧の差、忿だ／２番目の線穣対地電圧の差の変叱をＶＩ回巷

線の線輪を短絡して実測し方のか、* 6.17図てぺ　Ｖ相乙Ｗ測巻臍とにおｕ7同微実

測したオッシロゲヲムが茅6、18図である。｀とらに各相の終哨に祗花3･^^S2.2Xfl*, )51

に挿入し、雇地電虎を測定し鳶オヽソンログラムを第6、?7図あヽよぴ第６、旧図に示

してめる、　こ漱らオッンログラムより、線輪姉子対地電圧の蓋、すなほ弓電圧

不平ぶ灯び短絡によ乙変ｲ巳マるのが見られる、接地電流においても同様である、

電圧、蕎地電流の不平衡の測定詰聚４第６耳菊にも｀いて座べる。
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第6. 19 a　短絡,こＪる電圧の不平衡（線縛２４本の場合）

　第6、17図、第6、18図にお９-６短擢しﾉご跨の電圧不平衡を各線輪に対レてそjt

ぞガボめたのが第6、19図である。（帽図はロ祁とｖオ目悪線同、（い図ぼ＼/ｵ目と

ｗ相塵絞てへ短絡かない埓の不平針電圧を／∂とﾜ％とし右、L）－Ｖ圓ではタ番目

の端子の方がノ２番ｅの瑞乎より短絡による不平衝が大さく、ｖ－ｗ向にあヽい

ても同掻てこあ乃。

(２タ ノ屈分の巷風か／２本の場合

　／刈分の巷線が／２本の場合も苔生し/ご２４本の場合と闇様に測定し庁。Ｅ、

相一片して裸準濯を印加し、Ｖ相巷線の出力端子より２毎回、Ｊ毎日、j^番目

ｙ番ｇ、あヽよび｀ｚ∂番回の線輪を短絡し尼埓のＶ相巷線の今春噸、ク番目の線

輩対他電圧の友ｲﾋを測定し右才ッシログラムか第6.20図である。このオッシd

グラムが、第6、16図と同様にＶ祁巻線の線輪ヽ短絡によるＶ相μ香曰、ク番曰の

線綺対地電圧の炭化を、短絡がない時び)対地電圧をバク％として求め方のび、

第6.21 nである、
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第6,26図

-その時の対地老､圧のj?化をタ巻目

の線蹟ヽ端子て｀測定している乙寸る、

短絡か生ず渚と、それ以後にあヽい

ては、短絡により短絡以.たi鼠輪以外

の線輪の廳永は友.化しないものと

寸ると、２磨回の線輪対地電圧は

Ｊ番回の線輸対地電圧となり、各

線球面の封地電圧は順次一つ前の線

妓の対地電圧とな、に短絡を検出

すること．に音る．この場合々忿目

の線輸端子の濤化を測定している

のでＪ香図と４暦目の線輪端子対

９
/∂ ／／ ノ２ Ｎ

.,j

煮

り

Ｖ相の対地ｔβ

2r2

地電圧の差が火さい混検出落ﾉ多は高いこと1でなる、すなわち、Ｊ着目の緩輪分

坦そμか大きい石渡出感度は高い。

　巷線のある俯圈の電圧分布壇弟6､巡図ＡＮ曲線であら･わマ。ｔの時電圧測定

は夕番§の線輪の対地電圧はＡＮ曲線上のＰ矣とする。今２番目の線輪ぴ短絡

すごと、その後の塵線の気圧分布はＡＢＮ乙なり、４､／２の曲啖と友北寸る、

したびってＰ実はｚ参回の線維の短絡ＫよりＰｙ移動にＰだの電圧友化が生

　　　　Ａ

琉輪番ヽ弓
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ずる。次に夕番目の線輪より終端側のざ春月、において短絡が生じると、９港li

の線葡より終堵側の電圧分布ばＱＮの曲線となる。線珀が／本短絡すると巷線

のぞ｡圧分布はＮ呉か／２の所に移動し、Ａ／λ曲線乙酋る、し疋かつてＰ矣は

Pりこ移勤し、夕港目の顛輪の対地電圧はP P9の減少とるrる、Ｐ Ｐ’、ＰＰ″の浅化

量は電圧巻布曲線ＡＮの碩斜に圖ｲ系寸る、し鳶びって線輪命を電圧が文乏い城

蕊化奎ば大さくなる。

　第6 .26 Hによろ考察により、短絡が生じﾉこ時、短絡し万線精より終綿剃の線

締対地ｔ圧は上昇し、妬端側の線給付地ｔ圧は降下することが理解された。

考禁の場合には

　ｌ、巷線の電圧分布が第６ユ6図のように均等分布とはごら晋いし、こt右電圧分

　　布仙線は呼圓により笈化する。

　２、線幼が短絡した時、矩絡線韓以外の線翰には磁蛍の変化がないと扱タし7こ

　　がヽ第６．２節に崖｡べ右如く、磁乗の分布は変化する。

し石かって、線締短絡によって巷線の対地電反の波形びどのようになるか実測

しだ、そのオッシログラムほ第6､27図に示寸、（乙）図「」２番目の線輪を慨絡し

7: of . id) &は夕磨ｇの蝶綸ヽを短絡し疋時。の対地電圧波形てへ第6.25 Sの短

絡してない時の対地電圧波形と比較すると対地電正廣形をも葵化している。

ｊ朽配）圀と㈲喇より短絡寸る緩輪によっても異石つてい５．
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ｊ
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(帽２磨目線輪の短絡

禁6.27 0　腺輸を短絡し万時砂惑威の対地電圧

（ろ）ダ番回線輪の短妬

２∂

　第6.2S m ,第6.貿図の対地電圧波形の第ノの山，蔀２のd』，および蓼／の谷

の波高値と廼喘電圧y o G "/oとして求め万劫線か第･5.28図である。第6バ26回は・

第／の山について趾べZEものてへ第６,２８図と実体一致している。第立の山，第

／の谷の短絡による電圧福の浸化は第／の山より顕者である．ｔ北政に電圧の

迄絡による浙化者は電圧波躬の第／の山より，第ヱの山，第／の谷の方が大き

い９
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g? 6. 28 El　対地～£の変化政態

一一Ｑ－－一笏ノの山

一

一心一一第ノの谷

短絡か４い升

－－－－－－－２番日の雄峰A-K2J*し/万呼

一一－一一一々推目の　４　　　φ

以よ考康した拷豪、次の如く嬰約ざJtろ。

巾　線楡が短絡す乙乙巷琉の呑蔽翰の対地ｔ£ば変化する。短絡鳶より前端側

　の緩靉対砲電圧ば短絡前より葺下に狐鳥側の方は増加する、

示　忿七量は線輪分β電圧の欠乏芒七、（:聯録第4章節ム／回参照）巻疾呼の

　各報綺の鎖交珪素の庚北によって定まる、し乃かつて第６､２節第６．３節の駱

　果より馮友インダクタンスの減少の割合に図係すｊので、線翰の配置によっ

　て、酋方短絡猿綸の位置によって対地ｔ圧の亥化置は変動する、

　次に巷玖同の短｡絡に対寸る対地電圧の変化であるが、こ北は第6.２節におい

て逮べ力如く、漏履､インダクタン又の変化は線毒命／本の短絡､のｒ∂～ぶ∂ヅjあ

るのてへ巻祠圈び短絡ｕた瞳の亦μ｡電茸ば線糖ノ本矩絡しだ時の線輪分仮危瓜

の｡ﾀｃ）～Ｊｊ％の叙化と晋ｊ。したがって巷同同短栢ヽによる対地危圧の変胞は

綴輪ノ本の場合のダク～J｀り％と首るのてべ線時／本の短絡な検出し得る場合ヽ

はノターン短眉ヽのj食出は可能てｿある。

　短絡ヽによる対地電圧の変化量を;嶮出寸る方法としては線l綸の片地ｔ圧波形を

測定すλばよいか、第6､28図より知弓如く、友化量は始塘亀圧の数％以下か夕

いのてぺ１視により短絡を於出寸ることは固鉱である、－度卓影しガオ　ッシロ

グラ４右砿大し、波形の比較を行えばよいが、試験前のタと）～乙と）％ダ）試験電

圧波形とのに･較は困監て4ある乞ともに、-･般のÅにわかってもらう乙とはでさ

ない、

　したがって筆者は平衡法を盗用した。その呼の劃定同略ば２豆り考之らμる。

第６､勾図に兇れを示１≒
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　第に9図

卜い①町づ町り１-　ｸ

い借町才⑤啓び

］

(b)

電圧平折法

１、蓄坑介圧器を諌用した電圧平衡法（電圧直康法）

　　薬石､29図収Ｊが抵坑分庄器を採用した方法てへこの方法･ｺﾞ日立裂作丿路≒よ

　く亜用している。この方法は線輪のっなぎ線丿野は渡り瑞の絶版を一部とり

　腫く必要かあるか、発電機｀の垣定子に線輪を細めぞ匿磯、つなど線、ぶとは

　渡り緩に膀恪右施行しない前に試験を実施すJしぼ｀よuに

２、Ｃ只分圧器を抹用しﾌﾞご電庄斗衡゛法（､電圧蛉悲浅）

　　この方法ぱ第6.2ﾀ図ぐゐ）に示し万ＪりてへＣ、は巷線のっ凛ぎ攻酋左は漫り

　線の絶縁補想し、その上にアルミ遡首右ば錫箱を貼りっ？て、大猿ぢ～/り､Ｆ

　のものとすろご子右ば線輪の溝憚の出口に同様に絶蔵を補強してＣ、をつくる、

　二の方法ぽ発電磯｀の絶裾､を痛あることなく試験かでさる。

宅庄平君法を採用寸る場合には次のことに宿恵する必要がある。

　１．　検眼感度を上ポ｀るためブラウン管の痛向頴にはノタクク乙２ ａ４］と､･’のｔ圧が

　　かかるようにする。

２．電器の不千衡は分圧比を整調して諭力小さくすｊ。

３．分圧蓼の取りっけぷ置はな弓へ7く分瓜電圧の火さい線輸右廬定す６．しが

　　かって、畑端より３番自首方は4z番目の楳輸端子に取りつけ１のかよい。

　　また／にﾌ･ｸ祐バを電機の如く巻線かオり返されている場ふは４番趙と／ざ

　　番目の機輪彿チに乙りっげるのかよい。どなるべく測定欄辨ぱ多い方がよい）

　４．分圧碁､の抵友は巷嫉の波動インビ゜－ダンスの畝袷以上とする、すな力ち取

　　りっけ位置か浙位発になら綴ようにす必。
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６。４．２　瀦地ｔ流の澱ｲﾋによる巷回圃短絡の験出
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　　　　　　　　一一一一こペニス‾二にでこでこロソs

^ 6. 30図　接地電流

　短絡が生じると、芒犀の涙勃インピー

ダン’スざ減少す､51ごとIJ W 6、5. I JSにふ、

いて逞ズ左、今激動インピーグン又かへ

２ｊ夕立　の巻線の治端よりμ）２者回心線

輪を短絡し方府の椿地電光を.終端に匹ｎ

の抵抗壱瀕入し、測定し右のが第6. 30図

である、印加波ｄ２ｙ乱/（/〉く４∂）μ､1であ

る．このようにノ浙|の蚕琢のみにても短

絡の有発を検出すにとはできる。第石｡30図は線翰ノ本の堵合でJに5か第乱２

節にあ｀いて遠べた如く包回明の短絡による漏ギイッダワタッスの減少､よ、線崎

／本の場合のｒzつ～ｙ∂§であるのてへ祷地色武においても人体同様に考えら

載る。

　榛地電流の短絡による安危を雇爽に検出するために平衡法を片用寸る。二の

場合にぶいても禍向叔にカパる接地電流のｔ圧峰下を／タ心リ～２にバ資塵に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙り、短絡による変化

　丿伊砂浙兪トル伊字兪ア介子牛廿
∧　　な

　　叩伊小摯ヤア介升片付j‘゛，

^ 6. 31図　電寛子衡法

重を尨大寸£ことが仙

晏てjあａ。

　第６．３苛に益べ遡玲

地電流の不平衡･j冲入

認:詫を詞整して、j丞力

孚衡‘を乙るように努力

す弓ことか/必｀要であi5 ｡

第6.3j図ａ電光平射虚の検出回路て'あ･る‥検出尽漢は第6.3.1 Jfに迦べ右如く

短絡する線楯の位置によって変化する，波動イッ巴゜－ダンスの安北の大きい超

検出ぎ度は高いことば当然でヽある。

　6.4.3　漏凛磋東の麦比,ﾆよ必巻回園の短絡の瀬?出

　短絡･こよる漏洩!磁張の安ｲりｊ第６．２鱒において奎べ左通りである，筆者は短

賂Fこよう漏凛磋東の浙ｲﾋﾞ右検出する庁めサーチコイルを便用した，検出回路は

第6.3J図皿禾す｡Ｌ，Ｒの数値はまが定誦がａい。筆看ば実験的|こＬ，Ｒを定

　　　　　　　　　　　　　めていｊ。

第6.32図サーチー咄療法
　　　　君考き捧

なぶ∂∂４レｊＷ測巻線Ｋ:あヽいて、加端より２番目の

線綸右短絡しだ好、ザーチニコイJレを各石の最初の

線翰の溝鄙の戦口にとりつけ、短絡の諭旨を行つ

迎。その時の諭出回路乙於出波形召示しだのが、

捗6､j2図である。
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　＿／衣樅
才子∧ﾉ］
短絡ば球同隙を傭剛した

慨アーチ⊃イル廸二をｲ吏用才る場合ば、その固肩振動を利用’するのであるから

最初の綱整左十分行うこ苫が大t刀である。（電磁誘瘤域）

　§　Ｇ、弓　実　　測　　例

　　第６．耳節で査べとj命出法を実際に塗用しだ例について圭べる。

　しら。１　　／／名ハ　/､グクク右ｿﾉ1発電機｀

　Ｕ桓に（／ｋご口柄5を印加しヽ直径夕。の球向禄を火花発電して線輪短絡左

行っ万｡時砂各;検出法の比較を、L」相乙Ｖ凋とに（／Ｘ穿（㈲に印加し　平衡忠を

賑用しだ時の各､特出法の叱普を行つた。
　　　　　　　　　　　蓼回流
　（/）　/相印加による層短絡の検出

　Ｕ祖に衝撃波を印加して短絡を:才命出寸る方法として用いたのば下記の誦りて

あり、そ此らの涵用ば第6. 3f SIの試験回略に図示した遥りである。

　　／、電流遥。　　２、　他超誘孝法（短賂時の他相港線の瞭起電圧を測定）。

　　胤　分jj1電圧法。　　　ｙ、電==磁４秀jSlj4ｸ、　　　　　ぷ、ｔ巨静電次｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2 07)
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　　　　　　　　　第６､糾図　試験回路

公あヽこ1tら検出法の名薦は便利上一心っけたる前であって、一般的でない
－一

一

とｉ承知して頂き乃い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４

　よ記の検出法のうち二　# 6.3今図ピ｡記入してぃ晋いき飛耶ｆ會■て電圧ヽ静電法と

は収の如呑ものである。
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　　　　W 6.3S IM　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6､36図

サーチコイルほど)､ｙ。ｔｓのビエーJレ線をﾀﾄ径/ O O nm.にｙ∂回巷いた心ので、

れを參6.罫図の如ぐ、赤逝の／番目の豪部の出口とＪ番目に同康にとりつげ

第6. 36 Sの如き結禄び試験を行う右。

　ぐろ）電圧静電浅

　藻仰の出口の線輪直線丿部に第6.37図体）の如きブリそj麦を絶球聊をはさんで

ごしこみ 昂）図の如言回路てぺ電圧政変ｲとを静電的にブIラウン偕でボらえる
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(.2.) 2 m印加によど5層向短絡の瀬出法

　Ｕ、　Ｖ超に印加しヽ苓出法としてば平衡法を運用しだ。便用し石丿食出法は、

次の通リである。

　　　/、　電武草衡浹。　　　２、　黒羽誘導法．　　　Ｊ、　電圧平衡漢。

　　　ダ、　ｓ＝檄･誘ぜ苛T　　　　　ミ哩２静を法。

　試験向路ならひI｀に／、２、Ｊ吻｡検出汰のあ用は第6､３夕閲に示しだ通リであっ

て、電＝磁誘游法、辺β1静電法にぐ刀と同孫な方法で勿る。だぞ取りつけ位置､J
　　　　　　7貧

り
∂Ｊ１

七言＿_
Tヘルツ]勺

'‘|゙ ( ' J°j ;: j i ?i!でﾄﾞｽﾞﾕｴTう

ル……,ﾌﾞ'Tj'と町.',jレ仁………゛,j ,万,‘j゛,:,１ﾝﾌﾞｰ一尚二冷で
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めｙＬ二∩ﾀﾞ'ｙｙ;でｙｙがとしｰ-〃･-･ ､--←~ｊ

第６､お図　試恢回路

L］涸．Ｖ懇ノ布目の線輸‥ﾖ懲目の線輔て≒端子から同一距慨の脇差になる線

輸を歪定し応。

　本々線はヨ乙）本の線翰からなり、線輪のターン散はｚ２ターンである。　じ石

びって／部分のターン数は　／２×コ∂＝∃ぶとつターンである。

　Ｕ、Ｖ片目に衝撃波を印加し、各｡険出法についでそれぞれの検出能力を調べ｀遡。

七の刺史将来尽弟６､佃図に:示す豆りである。

　第６ず図において本試験に検出して列挙し乃電圧平衡忠および黒岩誘導法の

測定し乃オッシロの現橡波形がうすく、現像を識別ヤることが不可能で拓るの

てぺ本報告に記載でさなかったこと瑶夕ぞ念である。
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C勾 　　実験結果の罷萎

巾　1」粕のみを印力ﾛし各検出法を金用し右姑果は、短絡［こよ５変化ぽある

　　　び一見に見分け亦つけにくい。

（iD　各無出法に平衡法（電え平衝去、平衡醒必誘jM

t

T平衡Ｑ９静電貳）

　　　を頂削しﾉ万方び検出感､痩け高い、し疋･かつて一重.Ｙ楯線においても平

印･J

信法を

電＝穂誘

苔ﾌﾞ 芯ことがでさる。
　は芒の呈用方法をj食討ずる必妥があることを認ヽ肪乃、

（幻　Ｖ、ｗ相巻線の絶球仮壌試験

　　Ｖ、ｗ祁に同時に衝撃波（／ｄﾜｘｙＯ八を印加し巷回開廷縁、対地絶球の

　　絶縁破壊を第6､41図回路tこより検出しながら実施した。

し
４
　
″

二
千
上

　j　1、　　　　　　　　　　　　　iosi.･
□二二□

べ

ｊふ'6 6 <jI'j11ぷo'^'y"S 0 Tfh ■fO'TTo'jぷう丁ゝバ

　　　　　　　　　　　　　　L」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅６．判図

　サーチコイルにはよどつターンで出力塙チよりｊ番目のコイルの上にＶ祁、

Ｗ超それでlれとりつけ、第６､ね図廓線により使用し遡。

　　　　　　　　　　　　　　　第６、千2図の如く紙花を遣ｔぞのはＶ測、Ｗ柏必
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第6､42図

サーチコイルえの瞭導が呉なるのでべ　なるべく

平衡がと才し乙ために実施し万か、余りその効果

がなかった。

　試験珍果は第6､侶図に各検出波形を印加電圧

別に分類して示レてある・
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絶薇の破環についてば、電光法の波形が最初の
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が頑壌さ才tた、
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(i)　電況平衡法による短賂の検出

　　他流､平碧法によ５短賂の験出は第６､祠匯j･の回路てぺL｣岨とＶ泥との厠に

　おいて実施した、二の場合の測定は印加電圧２タクタｙ位で実施した。測定

　結果を示しだのが第6 .45 0の通りであ５．

　　第6､451図中の短絡箇鴬[宍に]とあ５は、Ｖ相の／着目の瑕輸を短絡(O-l

　姐第６､刹図参照し、∂と／とか向を短絡)、掃引速及は③(約叫声いて･測定

　し/こことを表わしている。第６､砧図は冴引速浅を浚えて、なるべく還い府

　の現象を七測定し鳶。茅６､吽5図よりＶ相を短絡し右線乙、･｣祁を短絡した

　殖果とを比較すると波形の安歪･が少いのてべ験出はL｣祁を短絡し方舟の検

　獣が岩易である。二の理由ばみ平ｲ釘電琉波形はＶ湘の潜地電流かＵ相より

　も大きいをめに生じてぃるのてへ短絡がＶ凋に生じると、不平罰ｔ流が滅

　大寸るどけでI波形の変歪か著しくないことによる。二の測定結果により

　　／、/据の線諭の恒絡はぞ流平磨沃です介丿貪出かざ能てこゐる。

　　21し恋かって　ノ　ターン短絡をこtパ検出することびできる。

(萌　電圧手衡法による短絡の検出

　　電圧千衡'法ばＶ昶乙Ｗ相の出力蹄子より石巻目の線輪の入ロにとりつけ

　第６､何図の回路で試験を行つ恋。短絡ぼＶ犯の裸輪をﾈ､才ン菅を便用して

　短絡｡したレその結果は第6.46図に示す通りである。副中には掃引倚同をEI

　諌り変えて記してふヽいﾉΞ。図中のj歩出波の波頭の４侃動ば印刀口裂形か坂頭に

　あヽいて賑勁していご)乃めだ埓に賑勃してぃるも｡の乙考えら九る。

　　電圧平衡法においで、線輪／個の短絡を充分擦出してぃるのてへ皮試発

　電彼の線輪)J /とターンであるか、その守のノクーン短絡の検出は可能乙

　考えられる。
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(２タ　発電荷の絶版破威試験

　　　当該発電彼の絶爆破墳政験を第6､47図の回路てづ

　検出にはｔ圧平衡法、電既平衡法を用いた。
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汀づト口言口冊

第6.４夕図　試験結成図
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印加凛ば［／１２ ｘｊｊＯみ5で最初3 o o c］ｙ位て｀ネオン菅により気絡を行い

検出盛度庖調へj石｡七の時の検出波形を≫ 6.48図に示す。

　次に電,亙こを上げて玲稽破震を行つ£ところｊｙとｱａｙで巷回間び破威し

丿レご紀縁は／汐加て≒破壌し応ヽ･之の根崔を第6, 49図に示寸。
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　希回閻絶堪破壌の検出法ヽを通用し右錨線図を示寸と第6. 50図である．この結

線図ば出力端子倭に箭撃波を仰加しが場合である．葎出法の取付けｲ立１ぼ

Ｊ、畦＝＝＝命＝Ｓ＝・●岬多1ン平

2..平衡蒔電法

3，電瓦平暇法

４，ｔ丸平衡法

5｡柚相誘辱にょこ)法

‥L｣祁の右回り、左:回り巷線の出力端子仰IJり最初

　の威翰に取りつけた。

Lに掲のも回り、左回り巷線の出力端子側よりＪ香

回線翰の上側スロヽソト出口に夕夕平方槽の｡植巌を

用いて琴6.yO図の通りに結線しだ．

Ｕ凋の出力節子ｲ則より４巻加の線験とタ布目の線

齢の進線に／きりりｎの無誘導低坑を取りつげ左。

ｕ粕の面巷線の？桂爽にそ九で才t無誘導歌抗２タＪ１

を取りつけﾉぎ。

-･Ｖ柏、Ｗ澗の呻蛙疾をそ il ぞ1L.疹地レ　吐1力端子

　側に無誘専攻坑タ２とバ１を取りつけｰて丿趙と叩相への

　それぞれの誘忍電圧の差電圧を観測する。

　破壊試｀験は出力端子側からまづ行しゝ、　だの鍔の１ヽソンログラÅ忍第6､51 m Iご

示才、巷回向の破蔵は２八ﾌ必ｙてぺ静電球、ｔμﾖ法、電流ぼにおいて験出き漑

々/、７-4ﾚ･でりす地遮縁水検出ごμる、

　次に中佐点側より衝撃波を印加して、絶禄破壊を実施し左。その時の層向短略

の膀出法は第６、即図と同じで、平の場合呼一一f-3yf一形で11¥6iざ↑衡静電法、電

圧平衡法函出力冷子側より／Ｊ灘如の線輪音らびにその入口の魅線に取リうけ

た。ｔ流･平衡浹jj守止し右。

　ニジ)遊ぼ巻回同は４ダ心で岸地絶域が破壊する迄破壊毬ず、

　以上の結果より、静電平衡法、電屈平衡法ぷヽよび電左手贋f鳶の瀞出感渡は良

好であか七万盲７７７法ば芳る・
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以上本章L:あヽいて締究して釆たこ乙を要約すると次の通りてこある．

　ｊ、巻線ノ本を短絡し万踏の漏洩｀ｲﾝ･ダククンスの減少のｒ∂～ｙ∂ﾂらが巷回

　　固を短絡した呼の漏渡インダつ　タ　ソスの減｀少乙なる、

　２、短絡による漏洩｀インダクタンスの戎少の割合は、線輪配置にも関俵了る。

　　発電糞の巷腺中の乙゛の線輪を皐路しても馮礎イングクタンスの鴻し少の割合

　　IJ等しい。

　ｊ．姫路により悪線の波動｡インピーダンスぼ減少するが、その減少IJ巷旅の疸

　　置によつて異なる、忿た短絡により波頭の伝雄逝康ば速くなる。

　４．短絡により巷線中の線輪対地電圧は変化する。短絡瑠､輪より池端側の線輸

　　対地電圧ば降下卜　終塘側の対地電涯ば上昇する。

　５、短駱により巷線の接地電圧は増加する。

　６ご短絡の験出の原理乙しては

　　　（い短絡による巷報の対地電圧の変化をj妾出する、

　　　(ii)　･･　　　倦線の波観トインピーダンスの減少、すご力石椿地電既の

　　　　　増加を験出寸る、

　　　（岫　漏浅｀インダクタンスの減少ヽを験出する、

　７‥嶮出法乙しては下記のものかおる、

巾　電　圧　法｛　：

(iり　電　麦　迂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ，

(帥　ｔﾆ巍;｀誘源浹　

デ　

ュ

々圧直療法

静　電　低

陰=を誘導丑

池が誘導法

８、験出感度乞高めるために平衡逓をj釆用する。

９．電圧法。　電光法の感度は蔀めて哀好であ５が;腎価誘専まの直用については今

　　塵の課題である。

･o、本研究にぷいては短絡を完岳なものとして諭究し左か、雄輪命弑痕は絶球

　　賭の裂傷で拓るのてへ破壊爽に種かであるか砥坑分をもっていａ乙考える。

　　破哀哭の旅枕分を考えたj食出まの感度についてば今後研究する考ｔでいi5 ･

ロ、発電機工巻司同短絡屈護継電刄が最近乙りっけられ、巷回同短絡による乎

　　睦の広大､を霜止するようにむって釆たか、巷回向短絡の葡鮒の瀬ヽ出を現場

　　の人が行うこ乙がてﾌﾞきる装距か必要にZiつてくる、
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　以上暗言と政章において　発電機に対し衝恵電屈試験の屹晏性を説乏発･電機

巷線の進行波の伝播特性．港線め電圧分布　発電疾石縄緑向既尼／ワ台の発老

機に対する誤.種の実刑結果に基づいて躊じ　発電機に対寸る最も合理的な衝患

を圧政験の試験遡及，試験霊蔵　さらに衝恋電圧試験における希回町絶縁破埋

の検出卜

あろ．

１　発吃磯は電力系統上極めて窟娑なる要素であるｶｿﾞ｀I，証接送電線路に接続を

　れていない所から　骨および剛嘲サージに対する防護対策と発電機の.簒潅衝

　罫冴啄張腐について等閑に附これていたが　近坪目転教用避雷器および保雄

　胴掘電呑の設置要網が制定され　現在適囮乞ぱている．しかし　発電機の基

　準衝岳廼裾彊度はまだ･判定されてしかいかで　最も合理的な碁窄衝墨随縁張

　浅を荒める必登がある．

　　－タ発電:幾め焼狽孝碇めうら　．鳥回泳が絶脈破壊によるものがその双子で

　あるので，巷回同焼縁を頻紀する心要う＼ちるか，そ勺,塞.来乞剛,脆しなけり.ぼ’

　呑らな０｡

　　jｿ上二つの愕片基準雍浸を満足しているかどうクこ耽限づる几めに心雲晋

　試験法として衝蓄電圧駄験が要求芝れイめて石る.

２　回転孚がない状苑における発電荒各杷差畷のづ期彦波動インげ一タヽンスは

　等し（　特に隼響毒港線てにレ各相力循遮凛動インごーダンス改但ぼ.匁雁等し

　1卜　朧ぞな恕味に老いては各丿目老吸筒　ちよび同相漆錬回の祖互誘導ダ複海

　心丈錯しているので　各相き牒ぱ♀･尉状努でヽは々八，こぬ冊.二層を毒㈱にお

　いで着し匹

Ξ　発電観遡緑に多導牒系回路じ）理諭を遥嗣し7こ結載　単層巷巷眼力発電機で

　は零祖分畷動インビータうズピ１柏分頂動イ．ピークヽヽンスが等しいので≒　感

　線が過霞蔵動イｚピーダンスヒして取侃われる向でば寡下目を炊ぽ単一回路ヒ

　して取扱うニヒガで乞乱　二勿席に匍しては各椙希仮紅の芦合係４丈が惣めて

　小乞いことからもﾁﾞﾛる二とかで乏る．これぼ都期において進入咳の岐頭が急

　謹々る場合にt欲心を通る拡東が鉄心の表皮効果のため抑制をれるためであ岑．

４，ﾆ:層遵老線発電傑に努いては溝恂に異個の線輪が弟まっているので，巷線

　外にぼ都分的にｲ也す目巷線ヒの拒互インタヽ.クタンス/誘４廉抜が存在し　単層遵

　老線とは異なっている．ニ層老発電磯でにt犀相分辰動インピーダンスが正相

　分より軋分小乞い，二れぽ命題分回1路における夥相巻線向の坦豆イン釦クタ

　ンスダ價の符号として休印するからであって，各栢向心但痘インタドクタレス

　四依嗣および相互インダクタンスと誘冪係数の合布が局部的である二し　同

　櫛内線鋤向に相互･インダクタンスを有しているめ争　送電成り進行尊母僣発
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　防とは冥々つたもめしなそ．唇痩万八｀しより疆凛吸動イｚビーアンマ贋=形は

　サリケする。

Ｓ　回仮了老練ぶ瑞子を短略　向叙しても胴定子老臓り暗涙波動イｚｔ－クヽヽン

　スは段りな汗

ら　逼嘱波動インヒご一タづズ咬.慰の初期の収蔵は　忿或な進行岐に対しては、

　妖心力ゑ傑勁娠レ着応らわるか　線輪め一巻曰線め･実句卜．ダフクンスと数

　ＰＦ～　我ヤＰＦの対地胎前容量とが･改用すろ．一冊には発電機毛線は政動

　インピーダンスに等しい堵坑と等価的にÅ之られる．

ア　回鼓子が坤入１れている状穏では.老線一の初部波動インピー､クじスぽ巨1転子

　が斥にに�慧より　１０　～　2 0 % X %く呑気．制動巻魂は逆に波動イレぞ一タ･

　．･スむ威ヅ丁る方向に初く、

ヨ、幄締は回足子濁に納まっているめ奸　波頻め蛮歪および石､衰は大弓い　回

　枇旱滋極が酋在すろヒ准お大をく痙る．

9.四万卜孚右綿に誘起うる電圧はが期に卦いて言明翫一子描極向に位置している

　固､亮ぶ参縁↓･りし磁牡によ０　失体巻旅心紡端電圧力､ぐ賢程度め釘とか読起

　て乱ろ.跨圃ブ吝直了るにつ礼で　苓爾加受蚤　減甕してくろと　築極恢ﾉ､ご

　め沓応対県は城レす孤力で．長痕足長め巡行･波においては侈極に面した固足

　子親幄の俳栄により僑居がI誘起乏釈　その電圧は妬端戴圧の之こ夕萍にます

　ろごとｻJ易乱　㈲勁逆線は籾･期め回政子老眼の誘起電圧を抑制する.効暇がIあ

　尽．

に　竃電無巷問において旧互インダクタンスで無碗が来る場合は線納を孫子型

　lj丿種め四端子回路とし　．巻緑をそ力縦続回路として求め亙線輪端子力対地

　玄圧．今坦曼屈ぽ実測結累しょく一致すゑ　しノかレ　実際の発電機バ

　層さ発覚徴では異相せ旅同　同相線翰向の相互.インダクタンスがあるので、

　復復々回路七なる．

川　･感線の線輪対地前圧､および分坦電圧に対する固絞子磁極力艮ほにす影響は、

　そうｲ左置.によってこ七なるか．叫転子磁極による漏洩インタづタンスめ蛮祀

　謝極め鉄心乙.表皮勁果による欠乏い奄ｲいまみられなに

12　印加衣の威頭岐度脈急･峻･音程、老線心中程にある線瞬乃対地電圧は高く･晋

　る．また線検分坦電ぶは侵入波の蔵頭峻度.により変る、すなわち衰頭長が短

　い程　憚輪の分坦電圧ぼ火さぱ、液頭長対港回向分坦ｔ圧ぱ才４、羽図に示

　す曲線と々も

13　組み立てられた発電機着賤中力線輪の巷:回向分坦電圧ば線持分坦電圧乞避

　回数で除し牝値てヽ乃弓.

!４　各相巻齢あるいはニ重以上の屋形結線のそれぞ抑の分岐遡吸り対地老圧．

　および分坦電圧ば一致していない、したがって着回呵曖出に平寿甚を適用す

　るに際してば∧どの程力￥平衡があるかを蜘ること氷必委である．劈だ借地

　前えの波形も同一でない．

　　　　　　　　　　　　　　　　(-2 3 6 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　毒廉を進行する就行咄の蔵叫は、固宛孚鉄心め表皮効果による費歪、

および戎･哀ず犬をL卜裁爽による終端電圧の戎少は一発砲機｡を線力亘昼等も

|勾伜寸か

　発駝撒め絶韓強徴ぽ下記の通りこたむる。

発　莞　　機
対　地　珂　縁 　老　回　回　呵　蔵

貪吏苓磋回向聡屈y,/jT万万)に対し商用周波 衛星気圧

出品毫骨頂 岨り焼けÅ/

　･･　バ好

姉R､老尼ズムレ ４０桔

扮岳発言接 ･･　ｙﾉ､ぶぐ 勁ぶA塑辞恥　2ひ0倍(8重縁)

註．Ｅは欠格電圧

フ　I巨T転残幽避雷呑の制限気圧をベースとして試｡験電涯を定めたのが11　ｙ記の

　彿である。

公称首座（んｙｊ 鍛検量屁（ブをソ）

ご 2 S- ( 20)

ぶ ､回゛
／汐 クよ

ノ２ ぶ夕

ノ言 ∂夕

1弓　発電機｡斯｡薗電圧皺験において希回向荷緑の深度を雁ｳ1必るためには試験波

　形をく∃ｘ４クびことするりび'妥当である。浪頭長め袷謬は了ヘヨゴメJ　で

　ある。

1丿　尋回向短絡を検出｡するには、短賂によ乱

　1･　｡巷緑の対地電圧め斐化

　２　老線の傑地電荒の姻加

　ヨ　巷線の漏洩インクヽクタンヌめ戒ヶ

　を検出して行う。

2ひ　検出法として下記のもりがある。

1，電　圧　法［　１

2｡電　隨　迭

ヨ　調　導　衣

老荘直荏法

静　ｔ　法

１　認謙直楼浹

2，他相誘導技

　万歯検出威躊を上はヽるためには平衡法を遮WIすべ乞である，

21　私権の洋題として．炳I痛遠め適用方４乃或巷と戚度の向上，さらには徹壇

　腐に抵抗一分をもっているヒ考記られる心で，その場合の検出威度力向上沙石

　乱

C237^
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　本報告を終るに当iﾘ．=卵一場媒l,掬|鞭埴,とを賜わった!i叫ぞ力部長，富山|蝸『

町転枚折岳電圧試験賞添規刎頭査委蜀会に戈いて御指凍を賜わった雫京大営教

授堺島暦♀　電気試験所狭･尿部長工孝博士喧貴四郎　明{名大営般検収貿易．岸

応大幸教椎森元当外貫餌各位に対し岬礼申し上けヽる．

　春岩本論ズを纒めろに当って種々御指導を賜わり　特にオニ京式浪による発

電機悪縁石了．ティンマjし．インご一タうヌに肉してはいういろ御放療を賜わ

った寥郷収な教叛林麦居民に塵遡？沓す乱

　本研窓に必要なる発廼機め衡虚電圧試験の晋一.夕－は旧日本発送電　水力課

再編校僕においては宋京需力　南北電九　湖西･ｔ力　および四国骨力の私力圖

係者の御召薦ヒ　現場力万々の御協力によるものである．ま牝実測,およびギー

ダーカ整埋には暫研究所ｔ力都機巻係の所員･各位の御蔵儀に蔵つ所が収でりるる．

ここに瞰肴を表する.力で才てヽある．

２

３

　　　　　　　　　　参

発べ電信有防と車内委員会

港 　　　文

協同研究

辰野信士．水車発電機事膜に向して

昭和丿と年／∂呵

　　献

々ぶ､巷　ぶ号　（昭和２ぶ年）

才夕.親　斗号　り召和コこ背ｊ

斗．佐隅勇志

ら

乙

ア

8

9

、

電雅趣　ワこ，趙　　ｌりらフ頁

ザージアフビノーバと発遡麗１飯について　電1学統　７３息

ド）３ぶ頁　昭和28 % Iク月

して，衣設琵　J　Tバレエ･EﾄＥ　　ふぶ．引　四Ｊ２　　p. 424

禰頷冲註　：　電力　ヨ４遜　ぶ号．　紀和２寸年乙月

∃EI酸次着　竜気絶賜ワニス頂コÅパウンド

笛山　ヱ之咀　ト老体趙　７ｙ旭　　∩ンタ３頁　昭和クａ年｜（ﾌ阿

工Ｆ　レム＾゛ぶ　ノ｀Ｐ４友λズふふ吋　″臨Ｊし祐４にみ.夕ジフ七，　えムｚぶ　ふ心伊心づ9

r/1.1. E. £｡t/タZすヨ．　　／タ？４．　戸ノＪｙ

佃　　Ｅ　‰泌乱仏ノ‰砲叫け４副長

　　　途惑タｙｓとか略　ふｓ尻ぶ八ツづ″　　　戸ｙレフｔ，むぶ　Ｉ.　Ｅ.　Ｅ.

　　　戸４を乙匹　　　凡∠L９２

汗　～で、飛。潟４ふククｚ.

/嶮か以乙ヂ

収Z召夕　/卯之

卜匹多戸四諦心ふー夢ふ2がぬ汝鴫抑
　　　ズー甲乙　み今か　中一々　：

　　　らや２.ぶ４ズ６ｙレ　瓦‰ふぇム．

　　　z私名Ｚヱ　　戸４寸３

＼2. £叩丿ゐ一肩臨名　レヽｙ泌ぷツ４　励ａ.ぶ＆ぷふ･■Tt^　･'t'9^ A'-'>nti!cZoUi.名品晨網戸

　　　ぶ゛゛２.　　乙グ諮尚ふず　　良ｙ心な゛　竺　1 /. r E. E.･ふ･£.4?.　　／ヲヨと?

　　　戸ぷ9斟

ほ　Ｅ､Ｍ、μ４ゆz記＆２. ゛八゛゛ふシ４乙謁～乙劈必４岫‥ら拓之ムヅ九μふぶ
E.B. ＼Uぶ，夕嵐　　ﾉ?Ｊ立　　　戸,ぷ９タ

ぐ238)

ｋ

ｙ

Ｊ



ｊ

ｊ

へ

誹，林｡岩本　：　インヂ｡イシヤル，インゼータヽンズ並びにインビータ･ンス庶政

　　の剣定法七その応胴　　　･電気評諭■ 3 8 M　８号　昭和２ぶ屏

店　林，契圧r　:　匙気試碁漣線上め骨位振動におよぽす鉄心宇内表皮初某の影

　　響　　　戴学辿　V 4 M . 1ヨ乙∂頁　昭和２９年ｊｌ目

!6.　戸、ｐ、　戸ﾑふ£之忿...ふ　ＥＢ＆遥 E劣心心　厚　乙ならヽにヅ　ふ沁ツ勿

　　゛゛凡･９一気乙丿可戻゛゜nJy)t,<i6 i:i^i^u<ぶ刄ぶむ゛心砂戸,りた｡ﾆ老λが　句心・４彦

　　緩勿，。八ルエ，Ｅ Ｅ，　みi., 4?.　　ノｙ３ぶ　　戸ノクア

17　ｗ.ユ尼乙べ糾丿Ｅ，匈づﾌﾞ４ｔひふ　2・/早々/，μ４ンｘ４一略　：　戸ｗぶシ名友戻嵯

　　ﾉじ長なふづﾉﾄｃ　　。ルぶむ’乙゛　　句丿゛首　ユレバムザーペ々｀６ぬ侑蝉

　　戸４ぶ.7　:　Ｇ､Ｅ、z‰タム４ｙヽ　かど､４/.　/タヨ∂.　β/∂ﾉ･

但　大百内重助　進行破に依の･首機子巷線に生すろ電及分布　　電営諭　斗老

　　ノ２ヨア頁　妬和夕年１２月

り、　大槻、原日、上之圀　：　発電機衝尊危座征験、電気三学会　オλぶ･阿連合、
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第丿章　護電機巻線の過渡波動イレピーブ

　　　　レスの測定回路ならびに七言原理

　過渡波卿インピータヽl.スほ矩形波の単位画舷的な強剛電流に対する応対電圧

交ヽ与元られるものであり。これポ測定にば第二京ｘ浹を使用した。戈の測定回

路泡図示すると萌ｌレ|図の通りてﾐヽある。この日路にJ)ヽいてC。は充電用コ:｡尹ヽこ･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こＺχ

Ｒ伽

サ

ｏ汪ニコ二二コニ:二二ｺﾆTトｏ
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　　　　第１・　１図　第二縦大法［よる測定目路
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濤抵抗　しorま高速環フヽラウン誓の朔向級、ｊは乙、∂コこ高電声を与えない7Eめ

のぼ護用火花向原であゐ．

　鰐弩電疋窓生瓶置の内邦うンヒf－９うス函数包Ｚ乍t（P）とし、こ肌に裸年イン

ピーダしス幽数Ｚｓゆ）を復琥レ　衝毒電匡ヽ茫生部を匍印させて、ｔの出打右μLヽ

Vs (P)と測冗じ、次に未知のイしピータヽンス胎教ｚ７（りに摸晩し梗えＬ万時の

ての出が電圧ヽ2: ＼'x Cりとヽすると　この２回め測足から未知のイしピータ　ッス飛

報ＺＸ（りは次式が｀ら求められる．すなわち、　　　　　　　　　　　　；　　．、　　　．

ＺバPj〉＝
V衣り＋シ回
　　　こ鳳(り

Ｖ衣り

(VsLP)~VycLり
Ｚいり （１　・　１）

こい､Ｐｎ≪ＩＺ、八Ｐｊの味件が倆足される場合は（、１・　１）式は（、１・２）

式の如くなゐ. 　ｔ　ｔａ　ibち

　　　　こｘ(､Pj≠二万万万Fy乙ｓ(､り Ｑ１・　２ｊ

　完全なる矩ｔ波の単位函敏的な強制電荒包得心こ’とは実際岡題乙し・不可能

であゐが、南癖ｔ珊鳶生券の揖成糸子乞還当に遊定すれば‘、オツシロクヽラフの

測旦財向或酉・。内部インヒー分ン又Ｚ。（りｔ純括親と等しくすることびてき

る。したがって測旋冊向域および滸阿的愚含軍能七遺脱した糾は。必ｉＬも

ＺＸ（P.）ぱ純抵牝又･ある必要はない。また縁偉･|ンどータヽl.ヌＺｓ（りも同原に純

抵抗に述くすることび更乏。ゐ。かヵxゐ場合に、

士＝。つ く、Ｊ　・３）

（１ヽ３）だ中の蜃乞オツシロクヽラフ四分解誤差牙の雌攻より人きくとゐ乙

仁率⊇）

Ｖ

ｙ
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ｊ

ゝ。，

すなわち。

　　　傾。くぶ、ｌ　　……… ｋ１・４ｊ

なる條件か蕩足されゐ遜合には苛殊済】足法が可熊となる。

／　　且　描　法

　　拠遅電面発生蓉の内部定被、出灯９圧ヽ包適当に迦へぐまソs（､Pj）乞鯉抵孔Ｒｓ

　と考えることざてﾐjきる。したざつてての時向威においてはワT5く勘が坦形波乙

　考えられる馮ぞて≒　Vs<p:> = Vs　　Rs cp) = R5　とおくと、（、１・　１）式は

　　　　こｓ ｋＰ;）゜ Ｖﾀ々|ﾐﾋﾞJy－vｘ（PうＲｓ……………／………………………ｋ１　・　ら）

　　　（１・４）の㈲件がある場合は（、１・５〉匈は　ｋ１・６）式の如くなゐ。

　すなわち。
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（

ピ

１

ｚつｘげｙ寺　Ｖ響趾R5
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り　・６）

１

・ら）式はオヽｙiログラフに現われた？｀２（わ包以つて直掩過佩波勁・1

タヽ｀しスＺλ（ｏを表況し刄いること包禾しているので。　したびつて

Ｇ）式ば（、１・７）式と苛くこ乙叱で！る。すなわら、

Ｚ７〈､ｔ〉千
’しぺ（わ
-
　Ｖ５

Rs (、１　・　７Ｊ

２　犠分補正測梵法

　　街専電暦発主器の内部定敦を適当に差ヽぐぼ、ｙｓくりびVs/cPナ衣〉となる場

　登司ヽ．　この料自戒に知いては1^s t*; =ソｓ£‾゛かﾄf吠ｊ　と以ゐ．この状態はよ

　遂した直磁法の條件が湾足されない腸逗に起ゐｔ、のである．レたびって、

　（、１・　５）式はく、ユ・８）式となゐ．すなわち

乙えいい＝－ぺ宍ごとい十子）Ｒｓ
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　次に第二京大法による死電漱巻線の過或波動イしど一タヽしス測定ダ)試験ケー

スjまホ文研Ｑ・ヱ表に示した通り々、主として巳　Ｑお･よひ'Ｒヶ－スについて

穴測を'行ウ瓦．

胎生３〉



第⊇章　⑩電機巻線の過渡波動ノ
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　§２べL　3.450V、400 KVA　発電搬の個渡波動イレピータヽンス

　測定回路は穿２・ １Ｓの通りで．各相尨線の傷頂波動インどーダ｀こ･スオッらロ

ク｀ラ４は憲２・3 M, ^ 2・４図および第２・　５Ｓに示す、鴇２・３図は回叔子

が挿ぺされている場合、第Ｑ・４ぼは鱗挺制動巻線（､噺２・２図参照〉を附した
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　篤２・１図

Ｇ
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いcd

腸信、哺２・　５図ぱ回転ニ1ｔ取り除い瓦薦かの岡庭弓･壱線各個に対ｌゐオッシ

ロタヽラÅである。

　　　　　　　　笥２・２図　　摸擬制動雙燦の構造
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　いびヽ前期に於いて回転子の磁透の影智が認められない・

３　ｔた次つべ、回転子以島ゐ腸ぞとない馬合ｔの沢動インピーダしスは同一

　である。
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